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アピトン類木材 (Diþterocarþus spp.) は現在車柄，重構造用材，床板として利用されているが，樹脂

分が多く，容積重がやや高いため合板，家具用材としてはほとんど用いられていない。しかし，蓄積が多

く今後ラワン類木材が枯渇した時には新しい加工技術の導入によりさらに広い用途開発の望める樹種とい

えよう。

アピトン類木材についてはすでにカンボジア産のチュテール守カリマンタン産クノレイン材の総合試験を

行ない，これらについての材質とその利用適性を明らかにしたが，アピトン類木材の主生産地であるフィ

リピン産のものについてはまだ総合試験を行なっておらず，地区別にみた材質の比較資料がととのわない

状態にある。

このような理由からわれわれは試験の対象をフィリピンのアピトン材におき，第 1 回の供試材として比

較的樹脂分の少ないものを選び試験を行なった。なお次回には同地区の樹脂分の多い重硬な材についての

試験を行なう予定でいる。

供試したアピトン材はフィリピン国ルソン島産のもので現地生産者，積出港等は次のようである。

生産者 Dingalan Forest Products Corp. 

!W;}干責日 1966.4.18 

数量 150 本 31O .461m 3

積出地 Dicapa凶kian (Luzon 島東海岸〉

船名 宝運丸

揚地東京

このうち木材部が購入した数量は 10 本， 13.318m 3 で . 1966 年 6 月 10 日綱中木材K.K. を通じて求め

fこ。

総輸入原木 150 木についての直径，頻度および購入原木 10 本についての直径，形状等を Table 1. 2 

に示す。

Table 1 からみて，供試原木の直径は一応標準的な太さのものと忠われる。

供試原木の木取にあたっては従来から種々の問題があり 1 本の丸太ですべての試験が行なえれば好都

合であるが，試験材が少量ですむ一部の研究内容(組織，材質試験)をのぞき.加工適性を求める試験で

は大量の試験材が必要となる。したがって，入手した原木の形質が，近似しておれば問題はないがヲ極端

に異なった材質の原木が混入していると，その原木で試験したある部門の試験結果と，他の原木について

試験した他部門の結果との相関関係が求めにくくなるつ

このようなことは供試材が針葉樹の場合は比較的少ないが.広葉樹を対象とした大型試験の場合にはお

こりやすく.特に先のカリマンタン産クルイン材の試験に際し，結果のとりまとめに支障を生じた。

したがって，今回の試験から入手原木の数量が 2 本以上の際には，各原木の木口部分を， 30-40cm 切

( 1 ) 木材部加工科長・農学博士
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丸太番号

VA-1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

Table 1. 供試原木と同時に輸入された原木の径級と頻度

平均直径(cm)

40 - 50 

50 - 60 

60 - 70 

70 - 80 

80 - 90 

90 - 100 

100 - 110 

110 - 120 

120 - 130 

150 - 160 

ムo 百十

本

輸入原木の内容

数(本) I 購入原木数(本)
比 率(%)

9 6.0 

35 23.3 2 

44 29.3 5 

26 17.3 2 

16 10.6 

8 5.3 

8 5.3 

0.7 

2 1.4 

0.7 

150 100.0 10 

Table 2. 供試原木の直径と外観的特徴

ιコ

亙コ
生」

iu 
i 

径

64.0cm 
60.0 

66.0 
60.0 

74.5 
70.0 

66.5 
60.0 

62.0 
55.0 

64.0 
55.0 

76.0 
71.0 

90.0 
82.0 

70.0 
64.0 

75.0 
59.0 

形状その他

樹脂は中庸

木口の色白く，樹脂が少ない

木口割れが長く伸びて，歩止りが悪い，樹脂
は中庸

樹脂は少ない

真円性を欠き，節，嬬多し， (うら木?)樹
脂は少ない

VA-5 より若干よい，樹脂は少ない

樹脂は少ない

樹脂は多い

痛が少しあり，樹脂は多い

真円性を欠く，樹脂は少ない

( )は入手持の長さで， ( )の無い値は簡易な材質試験のため，木口を切断した後の長さ。

樹脂の多，中庸，少は比較値で全体的に樹脂分の少ない材である。

断し，組織，容積重，収縮率，加工上の主要な性質等に関する簡易な予備試験を 10-15 日の間に早急に

行ない，その結果にもとづいて原木を分類し，各試験のための供試材を木取ることにした。

予備試験の結果， 10本の供試原木は非常によく類似しているが，総合的な観察結果を含め VA-2 は収



試験項目

組 織 。

材 質 。

強 度 。

乾 燥 。

製 材

プレーナ一切削 。

ひき板接着

単板切首IJ

単板乾燥

単板接着

耐 キ可 。

南洋材の性質 10 (木材部〕 89 

Table 3. 研究項目別に使用した原木番号

原 木 番 号 (VA)

I -2  I -3  I -4  I -5  I -6  I -7  I -8  I-9|-10 
。 。 。 。

。 。 。

。

。 。

。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。 。

。

。

。

。

。

。

VA-3 

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

D. 72cm 
L. 200cm 

。

。

。

Fig. 1 VA-l 丸太の木取図 Fig. 2 VA-3 丸太の木取図

VA-7 

011021031041051061071081091/01'21" 

Fig.3 VA-5 丸太の木取図 Fig.4 VAー7 丸太の木取図
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Fig. 6 VA-9 丸太の木取図

23 

24 

25 

Fig. 5 VA-8 丸太の木取図

D.86cm 
L. 345 cm 

Fig. 7 VA-IO 丸太の木取図

縮率.材色の点で，また VA-8 は容積重が低く今 VA-5， VA-9 ラ VA-lOは原木の形状が悪く， VA 

3 は材質は平均的であるが木口割れがはなはだしく.歩止りが惑いなどの問題があったため司材質のそ

ろった供試原木として VA-l ， VA-4 , VA-6 , VAー7 および予備材として VA-3 を選出し司 VA

-2τVA-8 を比較材， VA-5 , VA-9. VA-lOを切削の刃先摩耗試験材とした。

各試験項目別の使用原木番号は Table 3 である q

試験に当たり組織，材質の供試材は原木の元日から採材し，特に組織についてはすべての原木について

試験を行なった。その他の試験については一括製材してから特定の挽板を選出して供試した場合と，試験

項目別に原木の一部を 60-100cm に玉切ってから製材， または単板切削しヲ樹幹内の位置による差異を

明らかにした試験方法とがある。

一括製材した原木の木取図およびひき板番号を Fig. 1-Fig. 7 に示すの



丸太番号

VA-1 

VA-2 

VA-3 

VA-4 

VA-6 

VA-7 

VA-8 

平 均
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Table 4. キオ 質 試 験 σ〉

全乾容積重
(g/cm3) 

0.58-0.73 
0.66 

0.66-0.70 
0.68 

0.64-0.72 
0.66 

0.64-0.71 
0.69 

0.67-0.76 
0.70 

0.63-0.76 
0.71 

0.59-0.69 
0.66 

0.58-0.76 
0.68 

半

3.97-6.22 
4.89 

4.47-6.64 
5.47 

4.17-7.54 
5.72 

4.61-5.36 
5.03 

4.34-7.68 
5.60 

4.84-7.94 
6.36 

4.55-8.17 
6.87 

3.97-8.17 
5.71 

縮

接

試験結果の要約

結 果

率(%)

線方向

9.40-13.15 
11.01 

9.28-13.08 
11.15 

9.14-13.66 
11.32 

9.71-11.61 
II.C5 

9.84-13.49 
11.63 

8.61-13.58 
11.24 

7.89-13.95 
11.89 

7.89-13.95 
11.33 

- 91 ー

全乾時の収縮率比
(t /r) 

2.08-2.51 
2.26 

1.97-2.18 
2.05 

1.81-2.23 
2.00 

2.08-2.31 
2.20 

1.76-2.20 
2.12 

1.60-1. 96 
1.77 

1.63-1.85 
1. 73 

1.60-2.51 
2.02 

供試原木は 10 本とも解剖学的にみて同ーの樹種から生産された木材であると判断され. 組織構造の特

徴からと，積出港などから推定して Dipterocarpus grandif/orus であると考えられた。

半径方向に連続的にとった試験片による主要な 7 本の供試原木の全乾容積重は Table 4 であり， \'Aー

1, VA-3 , VA-8 が低いグループに属し， VA-2, VA-4, VAー7 がやや高いグルーフ。に属してい

る c またうここに示していないその他の原木についても予備試験の結果では，大略この範囲内に含まれて

いる。容積重の平均値を含水率 15% 時の値で示すと 0.72 となれ 文献によるアピトン類の代表的な値

0.69-0.81 (含水率 15% 時)と比較し，軽い部類に属しているといえる

供;執原木 7 本のうちでは VA-1 が容積重の分散のI偏が大きく.樹心側が高く辺材部に向かつて低くな

っており‘先に試験したカンボジア産チュテー/レ.カリマンタン産ク yレイン材と似ているが.他の)京木は

分散の幅がノj、さく.分布の形状も明確でなく前記 2 樹種とかなり相違している。

7 本の供試原木のうち容積収縮率(全乾収縮率 av%) の最も大きいものは \'A-8 で 17. 70~も，その

他の 6 本の原木の平均値は 15.68% で多少の差はあるが，全体的に類似した値を示しているご樹幹内の容

積収縮率の最大， 最小の差は VA-4 が最もノトさく 2.5% ， その他は 5.4-8.5% の範囲内にあり.大き

なちがいはなくクルイン材より樹幹内の容積収縮率の分散の幅は小さいごまた供試した原木はすべて樹心

側の容積収縮率が大きく，辺材部に向かつて小さくなっていて.いままでに試験したチュテール，北ボル

ネオ産カプール，クルインなどと似ている。

容積収縮率(叫)と容積密度数 (R g/cm3) との比 (ι /R) をみると "A-8 が 33.5 で最も大き

く，その他は 27.4-29.9 の範囲内にある。

これらの結果と解剖学的構造とには多少の関係があれ容積重の高い \'A-4， \'A-7 は道管の分布
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Tab!e 5. '1愈 度 試

静 的 曲 げ 縦

丸太番号 含水率 容積重 ヤ刈数 i 比例限度|曲げ強さ ヤング係数

(ヲ{，) (g/cm3) (103 kg/cmり (kg/cm 2)1 (kg /cm 2) (103 kg /cmり

VA-1 15.5 
0.62-0.77 117-142 498-648 1049-1233 139-175 

0.70 128 593 1136 153 

VA-4 15.0 
0.70-0.78 128-137 594-694 1218-1317 140-187 

0.74 132 650 1256 158 

VA-6 15.0 
0.69-0.77 136-151 548-705 1136-1333 141-177 

0.73 142 645 1251 162 

VA-7 15.5 
0.65-0.82 103-141 470-706 921-1308 119-169 

0.75 113 606 1143 148 

平 均 15.5 
0.62-0.82 103-151 470-706 921-1333 119-187 

0.73 129 622 1191 155 

割合が少なく.繊維状仮道管の割合が多くなり， VAー7 は道管数が最も少なく 5/mm2 となっている。

強度的性質については Tab!e 5 に示すとおりで、最も容積重の低い VA-8 の結果はないが，予備試

験の結果や容積重の関係から，大略 VA-1 に近い値とみてさしっかえないと思われる。

全体的な問題としては縦圧縮強さを柾目面せん断強さで割った値が 3.9 でクルイン，カプーlレ材などの

5.0 と比較しかなり小さい。 また繊維方向 (L )，半径方向 (R) ， 接線方向( T) のヤング係数(圧縮)

は L: R: T=100:8.9:5.6 で，チュテ-Jレ材と類似しており，いままでに強度研究室でとりあつかっ

たミンダナオ産アピトン材よりやや具方性が少ない。

板材の乾燥はチュテ-Jレ，クノレイン材より容易で 1 吋材の乾燥日数は生材から 10% まで 10-12 日で

あり司中間蒸煮が有効である。また乾燥に際して樹脂が材面にしみ出ることも少ない。供試原木別の乾燥

時間はモ VA-l<VA-8<VA一7話VA-9 の順に長くなっていて，大略容積重に関係しているが樹脂

分の含有量にはほとんど関係ないようである。また材質試験で，収縮率の多かった VA-8 は蒸煮に際し

収縮率の増加割合が最も大となった。

VA-9 について行なった乾燥材の丸のこによる切削抵抗は， クノレイン材よりは低く大略チュテーノレ

パンコイ材程度であり，鋸歯の摩耗性はいままでに試験したク/レイン，チュテーノレ サール材とほぼ似て

おり，かな P 高いといえるつ

回転飽による刃先の寿命は大略南洋材のうちで中程度とみられ，クルイン材よりは長くカプール材と比

較すれば若干ょいと思われる。

5種類の接着剤による VA-3 についてのひき板の接着性の結果は， チュテール材より良好でク fレイ

ン，カプール材と同等の接着力を示したが，木部破断率ではカゼイン接着剤による試験が悪く， 75%であ

った。耐久接着性試験ではフェノーノレ樹脂接着剤が 80% の著しいはく離率を示した。

これらの結果からみて，供試したアピトン材は初期接着性は良好であるが，屋外使用を想定した耐久接

着性では，レゾノレシノ -Jレ樹脂接着剤はよいがフェノール樹脂接着剤では良好な耐久性は期待できず，こ

の性質はいままでに試験した Diþterocarþus 木材の共通的な性質とみられた。

単板の切削は無処理のままでは単板品質からみて望ましくないが，煮沸処理すればチュテール材よりは
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果

縮 縦

圧縮強さ |ヤング係数|

(kg/cm2)1 (103 kg/cm2)1 

1351115円

引張

比例限度|引張り強さ

(kg/cm2)1 (kg/cm2) 

叩臼 1 1いω咋叩O咋守引品品;r叶∞| 
7沌8v|ドl明町叶i 
日仰叩叩B3潟V品記Jirl8m8 |十l1 V U 

7%wwiFF5引151119Vo|

切削がかなり容易となり，煮沸処理による効果はクルイン材と類似している。

乱詞
弔寸

119-155 
139 

116-155 
136 

93 ー

断

板目面
(kg/cm2) 

124-160 
147 

145-159 
152 

141-159 
149 

切荷IJ時の生単板の品質のみからみれば9ぴC で煮沸することが望ましいが守乾燥後の収縮率の増加が大

となるため， 800C 程度で煮沸して， 刃口距離を単板厚さより若干せばめて切削すべきであろう。

単板の乾燥時間はレッド ラワン材を 1 とした場合， 1. 15- 1. 20 の範囲で煮沸処理した原木から切削

した単板は収縮率が無処理材と比較して約1.2 倍となり，この程度はクノレイン材と類似している。

無処理材の収縮率はレッド ラワン材より 20-30% 多く，連続式乾燥機による場合は機械の調整を良

くしないと裂断の危険がある。

単板の接着は 1 類フェノール樹脂接着剤の試験ではク Iレイン材と同様非常によい接着力を示し 1 類メ

ラミン・ユリア共縮合樹脂接着剤ではクルインよりよい結果を得た。しかし 2 類試験(ユリア樹脂接着

剤J)では接着剤の塗布量が 20g /(30cm)2 では規格の接着カが得られにくくー塗布量を 30g/(30cm)2

にする必要がある。

耐朽'性についてはオオウズラタケーカワラタケについてクルイン材と比較試験を行ない，特にアピトン

材については，ヒイロタケによる耐朽性試験を追加した。重量減少からみて両樹種とも中程度の耐久性を

もっ樹種と判断された。

以上はフィリピン Jレソン島産の比較的樹脂分が少なく容積重のやや低いアピトン材についての木材部

の共同研究の結果であるが，ノわレプ，繊維板についての林産化学部の報告は南洋材の性質 9 ，林業試験場

報告 No.207 を参照されたい。また今回の報告には前回の報告，南洋材の性質 4. 7 に掲載しなかったカ

フ。ール材およびクルイン材の丸ノコによる被削性と，クルイン材の耐朽性試験が含まれている。

この試験を行なうにあたり予算および試験の遂行に種々ご配慮下された上村武木材部長，加納孟材

料科長，中村J 章材質改良科長に深く感謝し，終始して試験材の木取り，仕上げ加工にご協力下された製

材研究室，応用研究室，木工室所属の方々にお礼申し上げます。なおこれら一連の共同研究の原木管理は

江草義正加工研究室長が担当しているe

.' 
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ﾟ .フィリピン産アピトン材の識別と構造

須川豊伸(11

1.まえがき

この報告は，フィリピンからアピトン材としてわが国の木材市場に輸入された 10 本の供試丸太につい

て，それらの組織構造を明らかにし，個々の供試材の正確な樹種名(学名)，もしくは樹種グループを同

定することを主目的としたが，同一丸太中における材の解剖学的性質が樹心からのへだたりによっていか

なる変異を示すかを検討し，これちの変異性がこの供試材について求められた物理的性質や加工的性質な

どの丸太中の変異性について検討するための参考資料として取りまとめたものである。

この報告をとりまとめるにあたり，種々ご指導，ご協力下さった当組織研究室長小林弥一技官ならびに

同研究室緒方健技官に対してヲ厚く感謝の意を表します。

2. 既往の文献による調査検討事項

1. 樹種名および分布

フィリピンに産するフタパガキ科樹木の Diþterocarþus 属から生産される，すべての木材の一般的総称

名として適用されているアピトン (Apitong) という材名は， ラワン (Lauan) とともにわが国における

輸入木材のなかで最も親しまれている材名であって，ひとくちにアピトン材と称しても 1 樹種からのもの

でなく守多数の樹種によって構成されているのである。

フィリピンの樹木学者 MERRILL (1923)6) I:l:，この属の樹種数を 15 種としたが，その後 FOXWORTHY

(1938)2) によって.11 樹種に整理され現在に至っている。 FOXWORTHY は同時に， この 11 樹種を分類

学的に幾つかの節に細分している。この関係や各樹種の分布および一般名を Table 1 に示す。この Table

1 からも明らかなように，厳密にはアピトンという名称は，本来 D. grandiflorus につけられた名称で

あるが，しかし他の同属のものも外観的に大変類似しており，相互聞の識別が困難であるため，すべてが

アピトン材として取り扱われるようになったといえる。この属の樹木はム 3 の例外を除き比島全域に分

布し，全高木の 205"0 を占め豊富なものとされている。樹種によっては低い平地林に分布するもの， また

逆に山岳林の尾根を好むなど多少の相違はあるが，その垂直的分布は一般に低地から1，.800m の海抜高に

及んでいる。普通 1 ， 000m 付近に多く分布している。 また REYES (1938)9) によれば，前述の 11 樹種の

なかで蓄積やその利用の点で最も重要なものは Apitong (D. grandiflorus) , Hagakhak (D. warburgii) , 

Panau (D. gracilis) の 3 樹種である。

(1) 木材部材料科組織研究室
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Table 1. フィリピン産 Dipferocarpus 属の樹種

Species of the genus Dipterocaゆus in the Philippines 
CAccording to FOXWORTHY (2)) 

Common name 
学名
Scientific name I SE~ion I 分布Distribution 

般名
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Sphaerales Panau (Apitong)* 

Tailecl leaf panau Dipteγoca'γþus caud，αtzお

FOXWORTHY 

Dipterocaγ抑s keγγii KING 

// 

:-1ala panau // 

孔1asselt's panau Dipterocarpus hasseltii 
BLUME 

// 

(no preferred name) I Dipterocarpus subal，仲間S // 

FOXWORTHY 

Hagakhak* I Ðipferoωγþus 却arburgii I Tuberculati 
BRANDIS 

Basilan apitong |…似s bas 
FOXWORTHY 

Round leaf apitong Dipterocarpus orbiculaγi$ I Alati 
FOXWORTHY 

Broad winged apitong I Dipterocaゅus $peciosus // 

BRANDIS 

Apitong* I Dipfe刊ωゆ叫sgγωzdiflorus I // 

BLANCO 

Hairy leaf panau Dipterocaゆus philiPlうinensis
FOXWORTHY 

// 

* Most important species in the Philippines. 

フィリピン(ルソン・ミンダナ
オ・ノξラワン) ・スマトラ・ジ
ャワ・ポ/レネオ・マラヤ

フィリピン(ルソン)

フィリピン(ルソン・ミンダナ
オ) ・スマトラ・マラヤ・タイ
.ピノレマ

フィリピン (1レソン・ミンダナ
オ) ・スマトラ・ジャワ・ボノレ
ネオ・マラヤ

フィリピン(ルソン・ミンダナ
オ)

フィリピン (1レソン・ミンダナ
オ) ・ボルネオ

フィリピン(パシラン)

フィリピン(ルソン) ・ボノレネ
オ

フィリピン(ルソン・ネグロス)

フィリピン(全域)・スマトラ
.ジャワ・ボルネオ・マラヤ・
タイ・ピノレマ

フィリピン (1レソン〕

2. 樹木の通性

常緑の大高木となりヲ樹幹は通直，樹高は普通 45m くらいであるが，まれには 55m にも達するものが

ある。また，枝下高は 30m 以上となる。樹皮は比較的薄く普通 2.5cm くらい，淡色で多量の Fluid

resin を含む。ほとんどの樹種はみなよく類似している。材の一般的性質としては，材色は帯赤褐色から

暗赤褐色，木理はわずかに交錯，肌目は精からやや粗，光沢と味はないが， しばしば脂ぽい。容積重は

0.66-0.81 (気乾)で樹種や産地によっても異なる。なお用途については，フィリピンでは電柱.草稿用

材，杭木，床板，一般建築構造材ラ中級家具などに利用されている。

3. 供試材と観察方法

この観察に用いた供試材は前掲の 10 本の供試丸太から厚さ 10cm の円板を採取し， その円板の平均半

径にある部位を選んで，樹心から樹皮に達する直線上で樹心から 20cm の部位をとりラここを各供試丸太

の組織構造の標準比較部位とした。したがって，この部位から常法によって顕微鏡観察用のフ。レバラート

を作製した。なお，供試丸太 VA-4 および VA-8 は樹心からのへだたりによる組織構造の変異性に

ついても観察するため，上記の供試片よりさらに細かく樹心から樹皮部に向かつて 5cm ごとに顕微鏡観

察用フ。レパラートを作り観察測定した。

構成要素率の測定は前報ωと同様ヲ投影機を用い散点法によって求めた。なおラ繊維状仮道管長やその
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直径の測定は，それぞ‘れフ。レパラートを作製した供試片の部位から，少量のマッチ軸木状の試料を採取

し，シュ lレツ液により解離したものを用いた。肉限的観察に用いた試料は上記円板および各供試丸太から

作製した辺心両材部を含む厚さ 5cm弓幅 15cm，長さ 25cm ほどの椛目材鑑によって行なった。なお.

肉眼的観察は肉眼および 10 倍程度のルーペを用いて行なった。

4. 観察結果および考察

1. 各供試材の肉眼的性質ならびにその比較

各供試材は，いずれもよく類似した性質をもち.個々の試料ごとに顕著な相違は認められない。それゆ

Table 2. 各供試材の解剖

Anatomical characters 

道 夕国立 Vessels 

樹心から
直 f歪 Diameter 番相t 試号木 位{共試置番料号の σ〉

へだたり
放射方向の直径(μ 接線方向の直r径( Mark of Position Distance Radial diameter (f1) Tangential diameteμ) 

stucly No. from the 
logs pith 

Min. 恥1in. Max. I Mean 

VA-1 -.5 20 cm 160 320 268 150 260 224 

VA-2 -5  20 100 300 229 120 260 199 

VA-3 -5  20 160 350 250 150 270 216 

VA-4 -5  20 120 300 236 160 250 195 

VA-5 -5  20 180 300 221 160 270 207 

VA-6 5 20 200 340 280 170 260 211 

VA-7 5 20 120 320 240 160 280 206 

VA一日 -5  20 150 310 239 130 280 219 

VA-9 -5  20 100 340 239 110 270 201 

VA-10 -5  20 200 360 280 150 270 213 

放 射 組 織 Rays 垂直細胞間道

供番試号木
多の列最放大射細組胞織幅 多の列最放大射細組胞織高 多の列高放さ射(m組m織> 単の列細放射胞組織高 D直iameter (径μ) Mark of 

Maximum width Maximum height Maximum height Maximum height study 
of multiseriate 。f multiseriate of multiseriate 。f uniseriate 

logs 
ray (cells wide) ray (cell high) ray (mm) ray Range 

VA-1 6 64 1.6 20 70- ロ0

VA-2 5 59 1.6 25 70-100 

VA-3 5 52 1.7 25 80-140 

VA-4 4 45 1.6 15 70-100 

VA-5 4 50 2.1 20 70-120 

VA-6 5 55 1.8 21 60-90 

VA-7 5 62 1.9 20 60-100 

VA-8 5 45 2.0 13 80-120 

VA-9 4 76 2.5 25 70-120 

VA-1O 4 73 2.1 28 90-140 

注)周囲仮道管は柔組織に含む。 Vasicentric tracheid is inc!uded in axial parenchyma. 

+:存在，一:存在しない + : Present，一: Absent 
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え，ここでは供試木を一括して観察記載し，とくに相違点のあるものについては特筆する。

辺心材の区別はやや明りょうであるが，その境界線は不画然である。辺材の幅は薄く 4~6cm. ただし

直径の大きなものほど辺材の幅は薄く，供試材 VA-8 および VA-lOは 3cm。辺材は淡褐色，心材

は帯赤褐色から暗赤褐色，成長輸を欠く。道管は木口面でも肉眼でもよく認められ今均等に散在し分布は

比較的密。垂直細胞間道はよく銀自IJ した木口面ではルーペにより認められる。その配列はおおむね散在す

るがところどころ 2~数個，短接線状につらなりきまたまれにはさらに多数の細胞間道が同心円状に配列

するものがある。軸方向柔組織は肉眼では認めにくいが.ルーべでは垂直細胞間道を包んでいるのが認め

られる。木理は Red lauan 類などに比し通直であるが，わずかに交錯している。樹脂分は少なし木口

学的性質 覧表

of each study logs 

繊維状仮道管 Fiber tracheid 

分布数/mm'
直 径

No. per チロース
繊維長 Fiber length (μ) 

Diameter 
膜厚 Thickness (μ) 

sq.mm Tylosis (μ〕

Mean Min. Max. Mean Range Mean 

7.0 860 2 , 700 1.790 28 5~ 8 6.4 

6.6 870 2 、 600 1 宅 940 30 5~ 8 6.7 

6.0 840 2 ,430 1.800 31 5~ 9 7.0 

6.0 + 930 2 , 460 ]. 760 28 4~ 8 6.4 

7.9 + 820 2 ,620 1.790 31 5~ 8 6.4 

6.6 600 2 ,900 1, <;00 27 4~ 8 6.3 

4.8 + 680 2.430 1.720 30 6~ 8 7.2 

6.0 1.000 2.620 2 ,050 31 5~ 1O 7.5 

6.8 + 1, 100 2.320 1,770 29 6~ 1O 8.0 

6.1 750 2 ,680 2.020 30 6~ 1O 7.5 

Intercell ulor 
要 素 率 Proportion of elements 

canals 

分布数/mm' 柔仮組道織管を(含周む囲) 
垂直細胞間道

No. per sq.mm 道 管 繊維状仮道管 放射組織
Vertical inter-

Vessel Fiber tracheid Parenchyma Ray cell ular canal 
Range (9の tγ。1 (%) (9も〕 (%) 

1~5 31.4 38.7 7.3 20.4 2.2 

1~4 26.4 47.6 7.6 17.4 1.0 

1~4 25.5 43.7 6.3 23.1 1.3 

1~5 20.1 50.5 4.9 23.3 1.2 

1~5 27.5 49.5 4.2 17.9 0.9 

1~3 25.3 49.5 8.1 16.5 0.6 

1~5 19.3 51.8 6.7 21.4 1.0 

1~5 24.2 47.9 7.9 18.9 1.1 

1~4 30.0 48.8 5.2 18.0 1.0 

1~4 29.8 40.0 8.4 20.5 1.3 
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でほとんど浸出しない。パンキー(脆心材)はほとんど認められない。また， rpあて"もほとんど認めら

れないが供試木 VA~9 には，樹心付近にあてと思われる部分が若干存在した。

2. 各供試材の顕微鏡的性質ならびにその比較

各 10 本の供試材の顕微鏡的性質の観察は，前述したように， おのおのの供試材の樹心から 20cm の部

位を標準位置として観察記載した。

各供試材とも肉眼的性質と同様，顕微鏡的性質においても相互によく類似しており，供試材の聞でとく

に顕著な差異は認められなかった。そのおもな結果は Table 2 および Fíg. 7, 8 , 9 に示した。 したが

って，ここでは供試材全体についての観察記載をするとともに， 各供試材開の比較的顕著な相違点を述

ベラさらに前報カリマンタン産クノレイン材との差異についても若干の比較検討をあわせて記述した。

a) 材の構成要素

材の構成要素は前報のクノレイン類と同様に道管，繊維状仮道管，周囲仮道管ヲ軸方向柔組織.放射組織

および垂直細胞間道よりなる。各要素の構成割合は Table 2 に示した。この Table 2 では.供試材 VA

-4， 7 が道管の割合が少なくラ逆に繊維状仮道管の割合が多くなっている。その他は多少のばらつきは

認められるが変異の範囲にはいるものと思われる。また，前報のク yレイン類と比較すれば今回のアピトン

類は軸方向柔組織の割合が大きしこれに反し繊維状仮道管の割合が小さく，さらに繊維状仮道管の膜厚

も全般的にクJレインに比較し℃薄い。このような諸性質は，他の物理的性質あるいは加工的性質などとも

関係するものと恩われる。

b) 道管

道管は，おおむね孤立して均等に散在する。管孔の片側あるいは両側を放射組織と接するョ 1mm2 の分

布数はほとんどの供試材において平均6-7 個である。ただし， VA-7 は他に比ぺて少なく平均 5個で

あった。チロースは既往の文献によれば，この属の特徴として欠くかラまたはほとんど欠くとなっている

が，この試料では VA-4， 5, 7 , 8 , 9 にはそれぞれわずかに認められた (Fig. 10) 0 道管要素の長さは

おおむね 400-900μ，膜孔はベスチヤード。

c) 木部繊維

繊維状仮道管および周囲仮道管からなる。繊維状仮道管は材の基礎組織を構成し，その構成割合は40-

50%をしめ材の主要素である。その繊維の性質は Table 2 に示したように長さは 1 ， 700-2 ， 000μラその

径はおおむね 30μ，膜厚は 5-8μ で，膜壁には有縁膜孔が認められる。なお 10 本の供試材の問ではと

くに差異は認められなかった。これを前報のク 1レイン類と比較してみるに，長さや直径においてはほとん

ど差異はみられないが，膜厚ではクルインの 8-14μ に対し今回のアピトンでは 5-8μ とかなり薄く，

したがって内腔も大きく，繊維の実質量が少なくなっている。

周囲仮道管は，ごくわずかに道管の周辺に存在するが木口面では判|方向柔組織との識別が困難である。

繊維状仮道管に比べ直径が大きし長さは短く薄膜で，膜壁には多数の有縁膜孔が存在するつ長さはおお

よそ 800-1 ， 200μ，直径 30-40μ。

d) 軸方向柔組織

散在，周囲，帯状の配列をする。散在柔組織は顕著で木部繊維中に散布する。周囲柔組織は 2-3 細

胞層で不規則に道管を包む。帯状柔組織は Fig. 10 でも一部示したように 2-数個の垂直細胞間道を包

み，短帯状につらなる。なお 10 本の供試材開では，大きな差異を認めない。 しかし，前報のクルインと
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比較すればクルインにはほとんど散在柔組織がなく，大きな相違点であるつ

織組射e) 放

単列および多列放射組織からなる。異性E型。多列放射組織は 2-5細胞幅で，その多列部はおおむね

平伏細胞からなるが，ところどころ大型の異形細胞をまじえる。また上下の両端部の単列部は，直立細胞

あるいは方形細胞からなり， 5-10 細胞高。単列放射組織は直立および方形細胞からなり， 15-28 細胞

以上のご高，各細胞中には着色物質ならびに silica が存在する (Fig. 12) 0 silica の直径は 10-15μ。

とく 10 本の供試材では大きな差異は認められない。

f)垂直細胞間道

孤立して散在するもの，あるいは 2 個接線方向に連接して散在するもの.さらにところどころ 5-6 個

連接して短接線状につらなるものからなる。いずれも周囲を不規則な翼状あるいは帯状の柔組織によって

包まれている。分布数と直径は Table 2 に示した。この要素においても 10 本の供試材開では顕著な差異

は認められない。

組織構造の樹心からのへだたりによる変異について3. 

ここで取り扱ったアピトン材から 2 本の供試丸太を選び，樹心からのへだたりによる組織構造の変異に

ついて若干観察を試みた。これらの結果はわずか 2 本の供試材から得たものであり，測定試料も少なく，

かつ観察部位の樹高が不明確な点など供試材としての問題はあるが南洋材に関するこの種のデータは少

なしまた同時に行なった物理的性質や加工的性質を組織構造的に検討するための資料としての意味をも

つものとして取りまとめたc 観察した供試材は VA-4 および VA-8 であり，その試料および観察方法

の詳細については 3 で述べた。

~写
日a) 道

樹心付近では小さい道管の直径(接線径〉についてみると Table 3 および Fig. 1 に示したように，

がその後急激に大きくなる傾向がみられる。すなわち， VA-4 では樹心から 5cm (相対的距離，樹心よ

り 20%) ， VA-8 では樹心からlOcm (25%) まで急激に増大し，それより徐々に増大する傾向が見られ
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た。また分布数は Table 3 および Fig. 2 に示したとおり一様ではなく，複雑な変異をしめしており，
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Fig. 2 樹心からのへだたりと道管の分布数

Relation between relative c1 istanc巴 from the 

pith anc1 the number of vessels. 

Fig. 1 樹心からのへだたりと道管径
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ﾒe pith anc1 the tangential 

c1iameter of vessels. 
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各供試材についても一定の傾向は認められない。さらに道管の形は Fig. 10 に示すごとく樹心部では楕

円形もしくは長楕円形であるが外側では円形あるいは広精円形になる傾向が見られた。

b) 繊維状仮道管

材の主要素である繊維状仮道管の性質は Table 3 および Fig. 3, 6 に示した。繊維長は Fig.3 のご

とく， VA-4 では樹心部では短く急激に増大し. 5cm (20%) の部位で安定し. VA-8 では樹心部から

しだいに長さを瑚し 20cm (50%) で最大となり，その後不規則に減少する。繊維の直径および膜厚につ

いては.樹心からの変異は両供試材ともとくに認められない。ただし，試料 VA-4 および VA-8 を比

較すれば，膜厚においては両者間にほとんど差異は認められない。 しかし. VA-8 は繊維長が一般に長

く，その直径や内腔も大きい。このような繊維の性質が物理的性質や加工利用のうえでも，当然特徴的な

差異をしめすものと思われる。

c) 軸方向柔組織

散在およひ'帯状柔組織について見ると，樹心からのへだたりによって出現状態や配列形態にも大きな変

異は見られないが， 要素率を比較して見ると Table 3 および Fig. 4 のように樹心部付近はやや多く.

外方に向かつて徐々に減少する傾向が見られた。

d) 放射組織

放射組織は樹種識別上重要な要素ずあるが，今回の観察試料では顕著な差異は認められない。ただ多列

放射組織の細胞幅は樹心部では，他の部分よりおおよそ 1 細胞幅少なくなっている。また，放射組織の高

さも樹心部より外方に向かつて徐々に高くなる傾向が見られた。これらのことは識別上意味をもつもので

ある。

e) 垂直細胞間道

垂直細胞間道の直径やその形態は，この属の樹種識別の拠点として重要なものである。それゆえ.その

樹心から外方への変異について観察したところ， Table 3 に示したように分布数についてはほとんど変異

が認められないが，直径については樹心より外方に向かうにしたがって若干大きくなる傾向が見られた

(Fig. 10) 。
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道管と繊維についてみると Table 3 および Fig. 5, 6 で示したごとく.要素率の樹心からの距離によ

る変化には顕著な傾向は認められない。

以上各要素について変異の傾向を述べたが.樹心付近で道管の径や繊維長などにかなり急激な変異が現

われることから見て，これらの供試材についても，樹心付近に未成熟材とみなされる部分が存在するもの

と考えられる。

5. 供試材の樹種鑑定

フタパガキ科木材の解剖学的性質に関する研究はすでに多くの研究者によってなされているご REYES 

(1923)ペ (1938)9) ， KANEHIRA (1924)3). KRIBS (1959)4人小林・須111 (1962戸.須藤(1963)10)など

によって研究されーとくにフィリピン産フタパガキ科木材については REYES によってもっとも詳しく研

究されている。 REYES (1938) はフタパガキ科の Diþterocaゆus 属 (Apitong 類) 15 樹種(i\fERRILL

(1923)6) の分類による)について，個々にかなり詳細に，その一般的ならびに解剖学的性質について記載

している。しかし，その研究結果を比較検討すると，樹種間の諸性質は非常によく類似しておれこれら

の諸性質で樹種を識別することは十分ではない。これらの諸性質のなかで最も大きな相違点としてかれは

垂直細胞間道の直径や配列形態あるいは道管径などの違いをあげている。また， DESCH (l941)~) もマラ

ヤ産の同属木材の研究で，同様な見解を述べている。それゆえ，筆者はここで取り扱った供試木の樹種鑑

定にあたっては司 REYES や DESCH の記載を参考にしながら， さらに当研究室に収集保管されている基

本材鑑とも比較照合し今おおよそ次のような結論を得た。

1) 10 本の供試材がフタパガキ科の Diρterocaゆus 属の樹材であることは垂直細胞間道の配列形態な

どから容易に判定できる。

2) 10 本の供試材が同一樹種からなっているか， あるいは複数の樹種によって構成されているかは，

Table 1 にしめしたフィリピン産 11 樹種の識別点が完全でない限り， 困難な問題であるが， これまでの

研究結果や当研究室の基本材鑑についての観察結果を検討し，おおむね同一樹種によって構成されている

と推定した。
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供番試号木

Mark of 
study 
logs 

VA-4 

VA-4 

VA-4 

VA-4 

VA-4 

VA-4 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

供番試号木
Marlζof 
study 
logs 

VA-4 

VA-4 

VA-4 

VA-4 

VA-4 

VA-4 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VA-8 

VAー←日

林業試験場研究報告第 208 号

Table 3. 樹心からのへだたりに

Variation of anatomical characters 

道 管 Vessels 

樹心から
直 千歪 Diameter 供位試置料番号の σ〉

へだたり
放射方向の直径 接線方向の直r径( Position Distance Radial diameter μ〕 Tangential diameteμ) 

No. from the 
pith 

Min. 乱1ean Min. 恥1ax.

o cm 140 177 100 200 149 

-2  5 160 200 240 130 250 186 

-3  10 150 340 244 120 270 195 

-4  15 140 200 220 130 240 191 

-5  20 120 300 236 110 250 195 

6 25 150 320 257 130 250 198 

。 140 2ヲO 224 110 230 183 

-2  5 160 240 199 160 230 180 

-3  10 150 290 227 130 280 220 

4 15 110 330 246 100 270 226 

-5  20 150 310 239 130 280 219 

-6  25 170 300 237 160 290 225 

7 30 190 320 245 150 260 220 

-8  35 140 310 244 130 300 226 

-9  40 160 300 240 170 300 240 

放 射 組 織 Rays 垂直細胞間道

多の列最放大射細胞組織幅 多の列最放大射細組胞織高 多の列高放さ射(m組m織) 単の列細放射胞組織高 D直iameter (径μ) 
Maximum wiclth Maximum height Maximum height Maximum height 
。f mul tiseriate 。f multiseriate of multiseriate 。f uniseriate 
ray (cells wide) ray (cell high) ray (mm) ray Range 

4 38 1.2 17 50-70 

5 25 0.9 21 60-1CO 

5 39 1.2 19 70-100 

5 40 1.6 26 70-90 

4 45 1.6 15 70-100 

5 54 1.4 20 70-110 

4 (5) 35 1.7 14 70-110 

5 30 1.1 15 60-110 

5 (6) 28 1.5 14 80-120 

6 36 1.5 12 100-130 

6 40 1.6 14 80-120 

5 40 ! 1.6 6 90-1::0 

6 59 1.9 14 ぢ0-130

6 45 2.7 15 110-150 

6 (7) 50 2.0 13 80-140 

注)周囲仮道管は柔組織に含む Vasicentric tracheid is includej in axial paren�ma. 

十:存在.ー:存在しない 十: Present ，ー: Absent 
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よる解剖学的性質の変異

according to the distance from the pith 

繊維状仮道管 Fiber tracheid 

分布数/mm 2

No. per 
sq.mm 

Mean 

8.4 

5.6 

? .1 

6.3 

6.0 

5.5 

7.4 

7.? 

5.2 

6.3 

6.0 

6.8 

6.9 

7.3 

7.3 

lntercellular 
canals 

分布数/mmヰ
No. per sq.mm 

Range 

1-5 

1-5 

1-5 

1-5 

1- 己

1-5 

1-4 

1-4 

1-5 

1-4 

1-5 

1-4 

1-3 

1-5 

1-5 

直 径繊維長 Fiber length (μ〕 膜厚 Thickness (μ) 
チロース Diameter 

Tylosis 
(μ〉

Min. Mean Mean Rarge Mean 

1:00 2 ,030 1.470 22 5-8 6.0 

+ 1.000 2 ‘ 450 1,800 27 6-9 7.7 

900 2.400 1,740 29 5-9 7.1 

ヲ00 2.430 1.790 26 5-8 6.7 

+ 920 2.460 1.760 28 5-8 6.5 

EOO 2.520 l 崎 780 28 6-10 7.7 

+ 1,010 2.430 1.690 35 5-10 6.9 

十 870 2 号 460 1.800 30 5-10 7 .0 

920 2 ,400 1 ,790 30 5-9 7 .0 

1.000 2.580 1,920 28 5-9 7.4 

1.000 2 ,620 2.060 31 5-10 7.5 

1.070 2 ,620 1.910 31 4-9 6.6 

820 2 ,570 1 ,970 28 5-9 7 .1 

+ 930 2.600 1.71:0 32 5-9 7 .1 

850 2.600 1.860 32 6-9 8.0 

要 素 率 Proportion of elements 

柔仮組道織管を(含周む囲) 
垂直細胞間道

道 管 繊維状仮道管 放射組織 Vertical inter-
Vessel Fiber tracheid Parenchyma Ray cellular canal 

t うも〕 (%) (%) (%) (%) 

19.9 44.9 11.1 22.9 1.3 

20.8 42.2 9.3 26.0 1.7 

27.1 41.9 5.6 24.2 1.2 

22.1 45.1 6.3 24.6 1.9 

20.1 50.5 4.9 23.3 1.3 

25.0 40.5 8.5 24.0 2.0 

23.2 39.6 10.8 25.9 1.0 

21.5 46.9 10.4 19.6 1.6 

29.5 41.0 8.6 19.5 1.3 

26.1 42.9 7.7 22.0 1.3 

24.2 47.9 7.9 18.9 1.1 

31.5 36.0 9.3 21.8 1.5 

31.5 39.8 6.9 20.5 1.3 

32.3 33.6 9.1 22.8 2.2 

32.2 38.5 7.5 20.1 1.7 
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め これらの供試材がち前掲 11 樹種のいずれの樹種に該当するかを同定することはきわめてむずかし

い問題であるが， Dipterocaゆ附属に関する上述の諸研究者による成果と，筆者が今回行なった研究結果

とを比較検討して司各供試材とも D. grandiflorus と推定した。この推定の論拠は次ぎのとおりである。

a) D. gracilis は垂直細胞間道の直径が大きく，道管のおおよそ 1/2 とされており. 筆者が観察した

試料でも 150-200μ と大きく (Fig. 11)，明らかに今回の供試材とは区別できる。

b) D. caudatus は道管の直径 100-200μ‘垂直細胞間道の直径もおおよそ 50μ と小さいのが顕著な

特徴であり，これからも区別しうる。

c) D. basilanicus はその分布がパシラン島地方に限られている。今回の供試材はYレソン島産であるか

ら，これも除外して考えてよい。

cl) D. ρhili.仲inensis は，文献の記載や筆者の観察でも道管の分布数が少なく，垂直細胞間道の直径

が小さい。また繊維は内腔が大きく，これも今回の供試材とは異なると忠われる。

e) D. kerrii , D. ;:ρeciose ， D. orbicularis については文献の記載や筆者の観察からも垂直細胞間道

の直径がいずれも小さく，ここで取り扱った供試材とは異なる。

f) D. hasseltii は REYES の記載によれば。 D. grandiflorus と解剖学的に類似しているが，当研究

室にあるボルネオ産のこの樹種の材鑑を検討した結果，ここで取り扱った供試材とは異なる。

g)ρ. suba伊inus は REYES の記載もなく， また，照合する基本材鉱もないが，文献2) によれば D.

hasseltii と横物分類学的にきわめて近縁であるらしく解剖l学的にも大差はないものと思われる。

h) D. warburgii は D. grandiflorus と並んで最も重要なものの 1 つとされており，解剖j学的にもよ

く類似している点もあるが，文献の記載や筆者の観察でも道管の直径が 100-400μ，平均 310μ と大きく

(Fig. 11)，ここで取り扱った供試材とは若干異なるものと恩われる。
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V A-4-5 Cr03S sectio:l X 10 V A-4-5 Cross section X 40 

V A-4-5 Radial section X 40 VA-4 • 5 Tangential section x40 

Fig. 7 V A-4 の顕微鏡写真

Showing the anatomical character of the sample woods. 
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V A-8-5 Cross section X 10 VA-8-5 Cross section X40 

V A-8-5 Radial sect:on X 40 V A-8-5 Tangential section X 40 

Fig.8 VA-8 の顕微鏡写真

Showing anatomical character of the sample wooc¥s. 



V A-2-5 

V A-6-5 
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x 10 V A-2-5 

XlO V A-6-5 

Fig. 9 横断面の顕微鏡写真

Showing the cross section of the sample woods. 

-Plate 3-

X40 

X40 
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V A-I0-5 XlO 

V A-I0-5 X40 

Fig.9 (つづき) CContinued) 



VA-8-1 
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Near the pith x65 VA-8-4 15cm from the pith X65 

VA-8-8 35 cm from the pith x 65 

Fig. 10 V A-8 丸太の樹心からのへだたりによる横断面構造の変異

Showing the variation of anatomical characters of the V A-8 sample 

wood f rom near the pith to outer parts. 
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TWTw. 5021 

Diþteγo田γpus gra揖difloγ担s BLANCO 

b....__ 
TWTw. 2117 x65 

Di全teroc，αゆus glacilis BLUME 

TWTw. 5972 x 65 

Diþteγοcαゆ前町αγbuγ-gii BRA]¥'DIS 

Fig. 11 フィリピンにおける主要なアピトン類

の標本写真

ShowiBg the cross section of woods of the 

most important species of the genus 

D砂terocarþus in the Phil:ppines. 

Radial section X 160 

Fig. 12 放射組織内のシリカの結晶

Showing silica in ray cells. 
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2. Identification and Anatomical Characters of Apitong Woods 

grown in the Philippines 

Toyonobu SUGAWA 

(Résum品〉

-105 ー

As to this report , the author undertook a study of the fol1owing points about ten sample 

logs of Apitong (Dφterocaψus sp.) which were imported from Luzon Island of the Philippines 

: 1) to identify the species on the basis of wood anatomical characters : 2) to ascertain the 

variation of anatomical characters according to the distance from the center of the trunk to the 

outer part , in order to obtain basic knowledge for identification of the species of the genus 

Dipterocaψus ， and also to offer some data which may be useful for the investigation of the 

relation between the wood structure and physical and wood working properties of the same 

sample logs which were studied by the other authors of this series. The results are summarized 

as follows : 

1) Anatomical characters of the ten sample logs are shown in Table 2 and Fig. 7. 8. 9 , 10. 

As known from these data , all the sample woods are very similar to each other in the anatomical 

characters , and therdore it was inferred that these sample logs were al1 composed probably of 

the same species. 

2) As a result of the reference to the studies of REYES8 )9) , and DESCH!) and comparative 

exarnination of the standard wood specimens of Dip/erocar�us species deposited in our laboratory , 

the species constituting these logs was identified as likely to be Dφterocarpus grandiflorus 

BLANCO , in view of the distribution and size of vessels ‘ the presence of tyloses , the distribution 
ofaxial parenchyma , the distribution and size of vertical intercellular cana1. 

3) In order to determine the variation of anatomical characters according to the distance 

from the center of the trunk to the outer part. two sample logs , V A-4 and V A-8 , were selected 、

and microscopic characters were examined at intervals of 5 cm from near the pith outerwards in 

a disc obtainecl from each sample log. The result is shown in Table 3 ancl Fig. 1-6. 10. 

目.フィリピン産アピトン材の容積重と収縮率のあらわれかた

中野達夫(1)

蕪木自輔(2)

この試験ではフィリピン産アピトン (Dipterocarpus grandiflorus) の 7 本の丸太について，その収縮

率および容積重がどのようにあらわれるかを調査した。

これによってアピトン材の標準値を求めることはこの試料条件では困難であったが，ここで取り扱った

供試材についてえられた数値がどの程度の大きさと分布をしめすか，また，これらの数値が若干の因子と

どのような関係で結びついているかを検討することに主眼をおいた。

なお，この試験のとりまとめにあたっては，加納材料科長ならびに物理研究室各位に多大の労をわずら

わした。付記して厚く謝意を表する 3

( 1 ) 木材苦防オ料科物理研究室
( 2 ) 木材部材料科物理研究室長・農学博土
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1. 供試材および測定方法

Table 1. 丸太数および試片数

="!umber of logs and specimens. 

「三|試J1数
丸太番号 Lγ丸 1 太数 |Number of 
Mark of logs INu帥

VA-1 16 

VA-2 14 

VA-3 12 

VA-4 14 

VA-6 12 

VA-7 14 

VA-8 16 

合計 O同r all 7 98 

1.供試材

供試丸太についての記載は前掲のとおりで

あるが，この試験に供した丸太本数および試

験片数を Table 1 にかかげる。

供試丸太本数は合計 7 本であったが，試験

片採材にあたってはその元日位置から，それ

ぞれ円板を採取し供試材とした。

これらの円板から試験片を採取するにあた

っては，円板の形状に偏惰性が少なかったの

で，ほぼ中庸な半径長と認められる 1 方向に

おいて，樹心から周辺部に向かつて JIS Z 

2103 に定められている 30mm (接線方向)X30mm (半径方向)X5mm (軸方向) の木口試片を原則とし

て連続的に木取り，また，これに対応する幹軸隣接部位から， 5mm (接線方向)X30mm (半径方向)X60

mm (軸方向)の粗目試片を木取った。各試験片については，その丸太番号と樹心から試験片中央位置ま

での距離とをもって試片番号とし，とりまとめの{更をはかった。これらの測定に供した試片数は 98 個で

あっ fこ乙

2. 測定方法

収縮率の測定は ]IS Z 2103 に準じておこなし、，気乾(含水率 15%) 時までの収縮率(日15%) ， 含水

率 19らあたりの平均収縮率(iJ %)および全収縮率(日?のをそれぞれ接線，半径および軸の 3 方向につ

いて算出したc この長さの測定にあたっては 1/100mm のダイヤノレ・ゲージを使用し，重さの測定には精

度 1/1， 000 g の化学天秤を使用した、

また，同時に容積収縮率(全収縮率日v %)をも算出しさらに容積密度数 (R kg/m 3 )，全乾容積重

Cro g/cm 3) および含水率 15% 時の気乾容積重 Crl5 g/cm 3 ) をも算出した。

2. 容積重および収縮率の大きさならひ1こ水平分布

1. 容積重および収縮率の大きさ

供試丸太べつの容積密度数，気乾(含水率 15%) 11寺容積重，全乾容積重および接線笥半径，軸の 3 方

向ならびに容積収縮率について，最大値，最小値，平均値および試片の代表する円面積で重み付けした平

均値 Cx) を総括して Table 2 にしめす。

これによると容積密度数のXは全体で 566kg/m 3 をしめすが守これを丸太べつにみると VA←1 ， VA 

-3. VA-8 の丸太で 541-554kg /m 3 の低い値のグループ。を作り ， VA-2 , VA-4, VA-6. VA-

7 の丸太で 572-590kg/m 3 の高い値のグルーフ。を作っているが，この差は約 40kg /m 3 で比較的ノトさ

L 、 c また，個々の丸太内での容積密度数の分散の幅は VA-1 の丸太で 100kg /m 3 をこえてとりわけ大

きく，他の丸太が 32-58kg /m 3 と小さいのと対照的である。 このように VA-1 を除くすべての丸太

での最大・最小値問の差が 60kg /m 3 より低い値をしめしていることは， 同じ Dipterocarpus 属の材で
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もカンボジア産チュテー/レ 2 樹極6)およびカリマンタン産クノレイン引でのこの差が 100kg/m 3 をこえてい

たことと明らかに異なわ比較的安定した材であるといえよう。

容積全収縮率の Xは全体で 15.68% をしめすが，これを丸太べつにみると VA-8 が持に大きく 17.70

%をしめしているほかは， 14.44~15.96%で類似した値を与えている。さらに容積全収縮率の丸太べつの

最大・最小値問の差は VA-4 の丸太がとりわけ小さく 2.5% 差をしめすほかは. 5.4~8.5% 差で大き

なちがいはない。この最大・最小値間の差は後述するように，樹心からのへだたりにともなって変化する

量であって‘この値はカリマンタン産クルインの平常値 13%8、はもちろんカンボジア産チュテール サ

Yレの平均値 9 %6)より小さく，チュテール

パンコイの値6)にほぼ等しいことから D砂te-

rocarpus 属のなかでも変化量の少ない材で

あることがうかがわれる。

容積密度数および各方向べつの容積全収縮

率の出現比較度数分布を Figs.1~3 にしめ

す。

容積密度数の出現比較度数分布が双峯型を

しめしたのはここで取り扱った供試材には先

に述べたように.容積密度数の比較的高い値

のグループと低い値のグノレーフ。のものが存在

したことによるものである。

以上の結果を既往の文献で見られるアピト

ン類の多くの樹種の代表{白山川と比較する

と，それらのなかでもやや軽い樹種の代表値

と近似するようである。

2. 容積密度数およぴ収縮率の丸太

内水平分布

容積密度数ならびに接線.半径方向および

容積収縮率の丸太内水平分布を Fig. 4 にし

めすe

これによると，容積密度数の水平分布は樹

心部と辺材部の著しい変動部分を除いても，

丸太によってさまざまな傾向をしめすことが

うかがわれる。 たとえば宅 VA-1 の丸太で

その容積密度数は樹心からのへだたりが20%

の部分から周辺部に向かつて減少の傾向をし

めし，その変化量もかなり大きい。これにた

いして.その他の丸太では樹心からのへだた

りが 20% の部分から約 80% の辺心材界にわ

。
。
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Table 2. 丸太べつ収縮率およ

Shrinkage and 

代表値 木口試片による測定値 Measurements by cross section specimens 

丸太番号 Repr~- I � I a15 I a 容積重
Mark of Isentative 

I r I t I r I t IγI v I R I ro 
n 818  8181818  8 8 8  

乱1ax. 1 0.388 1 0.224 1 7.78 1 2.96 1 13.15 1 6.22 1 18.54 1 605 0.73 
VA-l 1 Min. 1 0.319 1 0.156 1 4.84 し 57 1 9.40 1 3.97 1 13.33 1 505 1 0.58 

x 1 0.352 1 0.186 1 6.05 1 2.18 1 11.01 1 4.89 1 15.50 1 556 1 0.66 
X I 0.342 I 0.176 I 5.69 I 1.97 I 10.53 I 4.52 I 14.78 I 541 I 0.64 

吋 717 7 7 7 1 7 1 7  77  
Max. 1 0.359 1 0.223 1 8.13 1 3.41 1 13.08 1 6.64 1 19.02 1 589 1 0.70 

VA-21 Min. 1 0.329 1 0.177 1 4.57 し 85 1 9.28 1 4.47 1 13.43 1 554 1 0.66 
x 1 0.346 1 0.199 1 6.29 1 2.55 1 11.15 1 5.47 1 16.18 1 568 1 0.68 
X I 0.340 I 0.189 I 5.50 I 2.20 I 10.32 I 4.98 I 14.96 I 573 C.67 

n 717  717171717  77  
Max. 1 0.337 1 0.217 1 9.09 1 4.43 1 13.66 1 7.54 1 20.34 1 572 ~ 0.72 

VA-31 Min. 1 0.3001 0.15814.691 1.851 9.1414 ・ 1712.74mi 0.64 
x 1 0.322 1 0.189 1 6.83 1 2.97 1 11.32 1 5.72 1 16.55 1 555 ! 0.66 
x 1 0.319 1 0.181 1 6.C9 1 2.58 1 10.58 1 5.21 1 15.30 1 554 1 0.65 

nl  717  7 7171717  7 7 
Max. 1 0.358 1 0.196 1 7.04 1 2.50 1 11.61 1 5.36 1 16.94 1 593 i 0.71 

V A-4 1 Min. 1 0.324 1 0.173 1 4.92 し 97 1 7.71 1 4.61 1 14.41 1 540' 0.64 
x I 0.344 I 0.184 I 6.22 I 2.33 I 11.05 I 5.03 I 15.85 I 580 i 0.69 
X 0.343 I 0.185 I 5.77 I 2.21 I 10.62 I 4.92 I 15.43 I 584 1 0.69 

6161616161616  616  
乱1ax. 1 0.381 1 0.260 1 8.24 1 3.94 1 13.49 1 7.68 1 20.15 1 607 0.76 

VA-61 Min. 1 O.制~.~~~ I ;.~~ I ~.~~ .?~~ I !.?; I ~~.~~ I ~~~ ~.~~ 
X 0.363 1 0.208 1 6.55 1 2.56 1 11.63 1 5.60 1 16.71 1 582' 0.70 
x 1 0.358 1 0.195 1 5.97 1 2.18 1 11.02 1 5.04 1 15.61 1 584 I 0.69 

河 7171717171717 77  
M;x. 0.353 I 0.:247 I 8.76 I 4.40 I 13:58 7.94 I 20.10 I 609 0.76 

VA-7 I Mi~': ﾕ:3ﾕﾕ I ﾕ:�94 4:3ﾕ I i:99 I '8:61 I 4:84 �3:ﾔ2 I 5s� 1 ﾕ:63 
zω33 1 0.217 印 3.22 1 11 ・24ω6lM9mlul
X 0.328 I 0.210 I 6.03 I 2.88 I 10.65 I 5.93 I 15.96 I 584 0.70 

n 818  88  8 8 8 
Max.1 0.3351 0.23419.4014.831 13.9518.171 21.171 568 I 0.69 

VA-8 1 Min. 1 0.274 1 0.189 1 3.97 2.07 1 7.89 1 4:85 12.71 1 5[3 1 0.59 
~ 1 0.319 0.215 ~.47 1 3.77 1 11.89 1 6.87 1 18.09 ~40 1 0.66 
x I 0.316 I 0.214 I 7. 19 I 3.64 I 11. 58 I 6.73 I 17.70 I 541 C. 66 

n 50150150150 日 50150150150
口人 引削 Max. 1 0.388 1 0.260 1 9.40 1 4.83 1 13.95 1 8.17 1 21.17 1 609 t 0.76 

Over:Ii I M~n. I ?~~~ I ?~~~ I ~.?~ ~.~? I .?~? I ~.~? I !~.~~ I ~?~! ?~~ 
X 0.339 1 0.202 1 6.59 1 2.81 1 11.33 1 5.71 1 16.54 1 566 1 0.68 
X I 0.335 I 0.197 I 6.002.52 1 10.765.3315.68 1 566 1 0.67 

注目15 :生材から気乾(含水率 15% 時)までの収縮率(~の
Shrinkage percent from green to air dry (15% moisture content) (~の.

ﾒ :含水率 1%当たりの平均収縮率(%) Shrinkage percent per unit moisture content ('7~)， 

日:生材から全乾までの収縮率(%) Shrinkage percent from green to oven dry (%). 

t :接線方向 Tangential direction 

γ: 半径方向 Radial direction 

1 :軸方向 Axial direction 

v:容積 Volume

R: 容積密度数 (kg/m 3) Bulk clensity (kg/m3) 
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び容積重視IJ 定値総括表

density at each log 

tïE 目試片による測定値 Measurements by radial section specimens 

Density 。 日 [5 日 容積重 Density 

1'15 γ I γ 1 γ f v 

8 B 8 日 8 8 8 B 
0.77 0.262 0.018 3.91 0.05 7.68 0.28 21.25 
0.62 0.159 0.012 1.72 -0.03 4.06 0.17 13.02 
0.70 0.197 0.014 2.40 0.00 5.28 0.21 15.72 
0.68 0.183 0.014 2.13 0.01 4.81 0.20 14.66 

7 7 7 7 7 7 7 7 
0.74 0.238 0.017 3.23 0.04 6.70 0.30 17.93 
0.70 0.176 0.011 1.48 -0.02 4.32 0.17 13.28 
0.72 0.200 0.014 2.40 0.02 5.36 0.23 15.44 
0.71 0.191 0.013 2.03 0.02 4.91 0.22 14.44 

7 5 5 5 5 5 5 5 
0.76 0.199 0.014 3.04 0.03 5.91 0.22 17.38 
0.68 0.159 0.009 1. 72 0.00 4.07 0.15 12.73 
0.71 0.188 0.011 2.44 0.01 5.18 0.18 15.21 
0.69 0.183 0.012 2.31 0.01 4.98 0.19 14.83 

7 7 7 7 7 7 7 7 
0.75 0.198 0.015 2.93 0.04 5.80 0.27 19.81 
0.69 0.171 0.009 1.82 0.02 4.53 0.15 13.62 
0.73 0.186 0.012 2.36 0.03 5.08 0.21 15.80 
0.73 0.185 0.013 2.16 0.03 4.86 0.23 14.90 

6 6 6 6 6 6 6 6 
0.79 0.265 0.018 4.29 0.14 8.11 0.40 19.01 
0.71 0.190 0.013 2.08 0.01 4.91 0.22 14.35 
0.74 0.215 0.015 2.74 0.05 5.89 0.27 16.68 
0.73 0.202 0.014 2.38 0.04 5.35 0.25 15.87 

7 7 7 7 7 7 7 7 
0.80 0.220 0.013 4.35 0.00 7.48 0.17 19.84 
0.68 0.176 0.009 1.97 -0.08 4.55 0.10 12.48 
0.75 0.207 0.010 3.10 -0.03 6.11 0.12 16.40 
0.74 0.201 0.010 2.80 -0.03 5.74 0.12 15.53 

8 B B 8 8 B B 8 
0.72 0.229 0.017 4.45 0.07 7.58 0.32 19.81 
0.63 0.189 0.011 2.08 0.04 4.85 0.15 12.90 
0.70 0.214 0.015 3.63 0.00 6.72 0.22 17.75 
0.70 0.212 0.015 3.53 0.01 6.61 0.23 17.46 

50 48 48 48 48 48 48 48 
0.80 0.265 0.018 4.45 0.14 8.11 0.40 21.25 
0.62 0.159 0.009 1.48 0.08 4.06 0.10 12.48 
0.72 0.201 0.013 2.75 0.01 5.69 0.21 16.19 
0.71 0.194 0.013 2.48 0.01 5.32 0.21 15.38 

1'0 :全乾容積重 (g/cm 3 ) Apparent specific gravity in oven c1ry (g/cm3). 

r'5 :含水率 15% 時に換算した容積重 (g /cmり
Apparent specific gravity in air c1ry (15% rr:o!sture content) (g/cm3). 

n :試片数 Number of specimens 

Max. :最大値 Maximum value 

l¥lin. : -最ノト値 Minimum value 

x: 算術平均値 Mean value 

J(: 各試片が代表する円板中の面積を重みとした平均値

R ro 

B 8 
660 0.84 
509 0.59 
574 0.68 
551 0.65 

7 7 
586 0.71 
541 0.65 
569 0.67 
572 0.67 

5 5 
581 0.69 
530 0.62 
551 0.65 
549 0.64 

7 7 
604 0.75 
572 0.68 
590 0.70 
590 0.70 

6 6 
608 0.75 
569 0.68 
585 0.70 
585 0.70 

7 7 
608 0.74 
558 0.64 
593 0.71 
589 0.70 

日 8 
572 0.69 
530 0.62 
551 0.67 
551 0.67 

48 48 
660 0.84 
509 0.59 
574 0.68 
570 0.68 

Mean value weightecl by the area , representecl by each specimen , in the c1isk. 

γ日

8 
0.87 
0.63 
0.72 
0.69 

7 
0.76 
0.69 
0.71 
0.71 

5 
0.73 
0.66 
0.69 
0.69 

7 
0.79 
0.72 
0.74 
0.74 

6 
0.78 
0.72 
0.74 
0.73 

7 
0.78 
0.68 
0.75 
0.74 

8 
0.73 
0.65 
0.71 
0.71 

48 
0.87 
0.63 
0.73 
0.72 
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たって今ほぼ安定した値をしめしているか岡

あるいは，増減があってもその変化量はかな

り少ないつまた， VA-6 の丸太では樹心か

らのへだたりが 30% の部分から周辺部に向

かつてその容積密度数の変化は約 40kg!m 3

であるが，むしろ増加の傾向がみとめられ

る。

容ヰ貴
Vo/ume 

容積全収縮率については VA-4 の丸太で

樹心からのへだたりが約 60% の部分までほ

とんど安定した値をしめしている これにた

いして，各丸太とも樹心からのへだたりが30

-40%の部分まではラその変化は必ずしも一

定の傾向はしめしていないが，この位置をこ
海銀月岡
Tangent;al えると周辺部に向かつて一様に減少する傾向
d;recf!on 

がみとめられた。また， VA-8 の丸太は他
宇f圭月向
R�.d;al の丸太とくらべて，かけはなれて大きい収縮
d;recf;on 

率の値をしめしていることがここでもあきら

かであったっ

これらの傾向を，既報6)で述べた樹心から

のへだたりによる容積密度数および容積収縮

Fig. 4 ;g.積密度数および全収縮率の丸太内水平分布 率のあらわれかたの類型にあてはめれば，全
Transversal distribution of bulk density and 

{本の傾向として Type V に類別できる。 し
shrinkage from grcen to oven dry in relation 

to relative clistance from pith. かし，丸太ぺつに細かくみれば， \"A-l の

丸太では明らかに Type 1 の傾向をしめすほか， VA-4 の丸太では容積密度数は樹心部分を除いてほぼ

一定の値であるのにたいして，容積全収縮率は樹心からのへだたりが 60% におよぶ部分まではほぼ一定

の値をしめし，この部位から周辺部に向かつては減少する傾向をしめしている。さらに VA-6 の丸太で

は，樹心からのへだたりが 40% の部分から周辺部に向かつて容積密度数が増加するにもかかわらず.容

積全収縮率はむしろ減少する傾向をしめしている。このように，同属の丸太円板内でも樹心からのへだた

りにともなう容積密度数や収縮率の変化の傾向の類型は，細部的には一つの Type に限定されないよう

である。これは，前報6)で述べた Diρterocarpus alatus と D. insularis の場合についても同様であっ

た。

3. 相互関係

1. 容積密度数と容積収縮率の関係

丸太べつの a./R 値の最大値，最小値および平均値を Table 3 にしめす。これによると，丸太ぺつの

平均値では VA-8 の丸太が 33.5 をしめしヲ他の丸太からかけはなれて大きいが， これ以外の丸太では

27.4 -29.9 で大差なく， さらに全体の平均値は 29.2 をしめしている。この値は多くの樹種についてもと
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められている ι/R の平均値.日，.jR今28 に

かなり近く， 既報の Diþterocarþ附属の樹

種と比較すると，カリマンタン産ク/レイン引

よりはノトさいが，カンボジア産チュテーノレ

サ-)レU よりは大きく， チュテーノレ パンコ

イと近似している。

つぎに ， av/R 値の丸太べつの最大値と最

小値の差を丸太べつに比較すると VA-l，

VA-4 の丸太ではそれぞれ 3. 1， 5.0 と小さ

い差をしめしているにすぎないが，他の 5 本

Table 3. 丸太べつの向/R 値

Value ofα ，/R on each log 

丸太番号|最大値|最小値 1 平均値
Mark of logsl Maximum I Minimum l¥Tean 

VA-1 I 28.9 I 25.8 I 27.4 

2
3
4
6
7
8
-

体
則

一
一
一
一
一
一
一

U

A
A
A
A
A
A

一
店

v
v
v
v
v
v

一
金
。

33.4 

35.6 

29.6 

33.2 

33.8 

39.1 

22.8 

22.8 

24.6 

23.2 

23.6 

24.8 

28.5 

29.9 

27.4 

28.7 

28.6 

33.5 

39.1 22.8 29.2 

の丸太ではいずれも 10 より大きい差をしめ

し. VA-8 が 14.3 で最大である。また，これらの ajR 値の変動の状態は容積収縮率と容積密度数の関

係を丸太べつにしめした Fig. 5 であきらかであるが，丸太べつに一様な傾向をしめさないばかりか全体

をつうじても，容積収縮率と容積密度数の比例的な関係はかならずしも明確でない。そこで ι/R 値を樹

心からのへだたりとの関係、においてみてみると， Fig.6 にしめすごとくその出現状態が整理される。こ

れによると，日v/R fi直の出現範囲のせまい VA-l， VA-4 の丸太は樹心から周辺部に向かつてその減少

割合が少ないのにたいして，他の丸太はその割合が大きい。また， VA-8 の丸太では日JR の値は樹心

から周辺部にわたって他の丸太からかけはなれて大きく，樹心から周辺部に向かつて減少する割合も大き

u、。

これらの日切/R 値の樹心からのへだたりにともなう変異の傾向を，既報の類型的にあてはめれば全体と

して Type 1 に属するとみなされる。

2. 横断面収縮異方度

丸太べつの全乾までの収縮における横断面収縮異方度 (t/r) および気乾(含水率 15%) までの収縮に

おける横断面収縮異方度 (t ，5/1'ρ の最大値， 最小値司平均値を Table 4 にしめす。 これによると 1/1'
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Fig. 5 容積収縮率と容積密度数との関係

Rtlation bttween volumetric shrinkage from 

green to oven dry and bulk density. 
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Transversal distribution of av/R values in 
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adR 値の丸太内水平分布
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Table 4. 丸太べつの横断面収縮異方度

Value of transverse shrinkage anisotropy on each log 

林業試験場研究報告っ
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丸太番号
t/γ t 15/r15 

Mark of 最大値|最ノ1 ， {I直|平均値 最大値|最小値|平均値logs 
Maximum I Minimum I Mean Maximum Minimum Mean 

VA-I 2.51 2.08 3.39 2.55 2.83 

VA-2 2.18 1.97 2.05 2.66 2.37 2.48 

VA-3 2.23 1.81 2.00 2.67 2.05 2.33 

VA-4 2.31 2.08 2.20 2.82 2.48 2.67 

VA-6 2.30 1. 76 2.12 2.96 2.09 2.65 

VA-7 1.96 1.60 1.77 2.35 1.80 2.07 

VA-8 1.85 1.63 1. 73 2.12 1. 74 1.98 

全体
Over all 2.43 1. 74 3.39 2.02 1.60 2.51 

の平均値は VA-1 ， VA-4 の丸太が約 2.2 程度

でかなり大きい値をしめすが， VA-7 , VA-8 の

丸太では約1.7 程度のかなり小さい値をしめし.他刊-8ζ土とたvっと?
の丸太ではこれらの値の中間の値をしめしており，

この平均値は

既報の同属の樹種であるカンボジア産チュテール引‘

丸太カリマンタン産クノレイン8)などと大差はない。

べつの最大値.最小値を比較すると， VA-l , VA 一 -t ノー
~ 

←一一九下イノ-----可

2 および VA-4 の丸太の最小値が VA-7 およ

び VA-8 の最大値より大きい値をしめし，丸太内

の変動より丸太聞の変動の大きいことがうかがわれ

る。

ー+-- t,slrl5 

-ー+一一 t Ir 

全体としての平均値は 2.02 である。7Ahzご欠
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h
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k
E
円
亡
、
氏 t/r および t 15/r !5 と樹心からのへだたりとの関

係をもとめた Fig. 7 によると ， t15/r 15 は常に t/r

より大きいことが認められるが.これらの値の樹心

よ込ι戸20 

五 0

からのへだたりにともなう変化には一様な傾向はみヱ二一〆人vノ---.

ι一一一→__.-<>一一 とめられなかった。すなわち，前報でみとめられた

t/r が樹心部において低くなるという一般的な傾

向7)8)はヲここでは明りようには認められなかった。

さらに t/r と容積密度数との関係を Fig.8 に

t/r の全体の傾向はが〉しめすが，これによると，
::ヒム
P;th 桔t)巴 n's 同ヘ'=-~ぞ')白'.) Bdrk 

2.0 

全しかし，=1. 1-2.8 のあいだで分布している。

体としてのこの変動は大きく，ここでも丸太によっ

て t/γ のあらわれかたが異なり.丸太内においては

その変動が比較的小さいことがあきらかである c こ

Fig. 7 横断面収縮異方度の丸太内水平分布

Transversal distribution of transverse 

shrinkage anisotropy in relation 

to relative distanc� from p:th. 
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はすでに調査したカンボジア産 8 樹種6)
J.O 

北ボノレネオ産カプー/レ円およびカリマン

タン産ク/レイン8)の各材では認められな

かったことである。

気乾(含水率15%) 時までの収3. 

縮と全収縮との関係

気乾(含水率 15%) 時までの収縮が

金収縮にしめる割合を日15/0 であらわし.

1.5 この値の 3 方向についての丸太べつの最

0.55 
容積密度政 (9/rm')

βul k. dens;fy 

Fig. 8 横断面収縮異方度と容積密度数との関係

Relation between transverse shrinkage anisotropy 

and bulk density. 

大値，最小値‘平均値を Table 5 にか

0.60 
1.0':ｭ
α50 

かげる。これによると全体の平均値は接

線方向で 58%，半径方向で 48%，軸方

向で 2%をしめしている。

接線方向および半径方向についての平

均値は VA-8 の丸太で最も大きく司そ

これれぞれ 62% および 54% ， VA-1 の丸太で最も小さくそれぞれ 55% および 44% をしめしている。

丸太カリマンタン産クノレイン引の値と大差は認められないコらの値は既報のカンボジア産チュテ-!レ69

べつの最大・最小値聞の差は丸太により著しい変動をともなうが，接線方向と半径方向とはほぼ対応した

値をしめしている。このことは則的の値と樹心からのへだたりとの関係を接線，半径方向べつ，丸太べ

つにしめした Fig.9 で一層あきらかである c これによると両方向の値は av/R 値の傾向 (Fig. 6) と類

似し.樹心から周辺部にわたって減少する傾向をしめしながら両者はほぼ平行に推移している。さらに接

線方向および半径方向の則的の値と容積密度数の関係をしめせば Fig. 10 のとおりである。これによ

ると，丸太内においても全体の値においても，とれらの聞の相関はきわめて低いことが類推される。

Table 5. 丸太べつの向山の値(%)

Value of 則的 on each log (~の

接 品集 方 向 半 f歪 方 向 軸 方 向

丸太番号 Tangential direction Radial direction Axial direction 

1¥1ark of log 
最大値 最叫平均値 時|吋平均値最大値|吋平均値
Max. Min. I Mean Max. I Min. 乱Ilean I Max. I Min. 恥1ean

VAー l 59 51 55 48 39 44 29 一 18 4 

VA-2 62 49 56 51 42 46 16 ー 11 6 

VA-3 67 52 60 59 44 51 6 。 3 

VA-4 61 51 56 50 42 46 18 。 13 

VA-6 61 50 56 51 40 45 35 4 14 

VA-7 65 50 58 57 41 50 。 -50 -24 

VA-8 67 50 62 59 43 54 22 一27 - 2 

2 -50 35 48 39 59 58 49 67 全体
Over all 
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軸方向について丸太べつの a15/0 の平均値は Table 5 
Fig. 9 日 15/0 の丸太内水平分布

Transversal distribution of a15/0 in relation 

to relative distance from pith. 

であきらかなごとく著しく変動し， VAー7. VA-8 の

2本の丸太では負の値をしめし，気乾までに膨張するこ

カリマンタン産クルイン引のとをしめしている。全体の平均値2%は既報のカンボジア産チュテール引.

値よりやや小さい。丸太べつの al仰の値は丸太によって，正の値から負の値にわたって大きな変動をと

もなってあらわれるもの (VA-l， VA-2 , VA-8) ，正の値のみをしめすもの (VA-3 ， VA-4. VA 

-6)，および負の値のみをしめすもの (VA-7) の 3 つに大別できる。このように軸方向の日15/0 の出現

値が丸太によって異なり， 3 つの型に分類できるのは，軸方向の収縮のあらわれかたの特異性を暗示して

いると考えられるが，この原因や出現の特d性については全く不明であった。

約要4. 

フィリピン産アピトン (D加erocaゆus grandiflorus) 材の 7本の丸太について容積重および収縮率を

測定し，その結果を同属の樹種であるカンボジア産チュテ-;レU材およびカリマンタン産クルイン8)材の

結果と比較しながら記述した。

容積重および収縮率について，丸太べつに最大値，最小値および平均値ないし出現分布をしめした

(Table 2, Fig. 1~4) 。

1. 
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2. 容積密度数 (R) と容積収縮率(日v) との関係を検討し ， a，.jR 値の変動をたしかめた (Table 3 , 

Fig. 5 笥 6) 。

3. 収縮異方性について検討し，その変動をたしかめた (Table 4 司 Fig. 7 , 8) 。

4. 気乾までの収縮が全収縮にしめる比率を接線司半径および軸の 3 方向について調べた (Table 5, 

Fig. 9, 10) 。
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m. Density and Shrinkage of Apitong Woods grown in Philippines 

Tatsuo NAKANO and Jisuke KABURAGI 

(R品sumé)

In this investigation. we made a study of the bulk density , the apparent specific gravity 

ancl the shrinkage on seven Apitong (Diþterocaゆus grandiflorus) logs grown in the Philippines. 

The number of the study logs and the test specimens are shown in Table 1. Sampling 

methods of the test pieces on the logs and methods of the test for study on the density and 

shrinkage were determined following the method of the preceding report6). 

The results of the present observations are as follows : 

1. The maximum , minimum and mean values of shrinkage , bulk density and apparent 

specific gravity at each log were obtained , and the figures are shown in Table 2. Then , their 

frequency polygons are shown in Figs. 1-3. 

2. The transversal distribution of the bulk density (R kg/m3) and the shrinkage from 

green to oven dry in relation to relative distance from the pith are shown in Fig. 4. 

3. The relationship between the bulk d四sity (R) and the volumetric shrinkage (日。) is as 

shown in Fig. 5 , and the distribution of the 目。/R values in relation to the distance from th巴

pith on each log are abstracted as shown in Fig. 6. Then 今 the maximum , minimum , and mean 

values of av/R on each log are shown in Table 3. 
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4. The relation between the transverse shrinkage anisotropy when green to air dry (15% 

moisture content) (tlo!rl') and to ovendry (t/の in relation to the distance from the pith at each 

log was observed (Fig. 7) , ancl the maximum, minimum 勺 and mean values of t/r ancl t1，/η， or 

each log are shown in Table 4; furthermore , the relation between the value of 1/1" and the 

bulk clensity (R) is shown in Fig. 8. 

5. The percentage of the shrinkage when green to air clry to when green to o¥'en clry 

(白血10) was obsl:xvecl in relation to the clistance from the pith. applying to each log. each 

clirection , and the bulk density (Table 5 , Figs. 9. 10). 

日T • フィリピン産アピトン材の強度的性質

まえがき

近藤孝一川

山井良三郎(引

前報にひきつづき守 フィリピンのルソン島産アピトン材 (Dφtel0Ca1þus gralldiflorus) について無欠

点ノト試験体の強度試験を行なった。この場合もおもなるねらいを，強度部材として利用する場合の一般的

指標をうることと，切削加工条件に関連する多湿円板から木取った横引張試験体の応力一歪関係を測定す

ることにおいた。

試験体の作製にあたり推橋宗未，大尾重夫両技官のご協力をえたので厚く感謝の意を表する。

1. 供試材料および木取法

供試材料の原木記号，試験群，多ìilll.円板の半径および辺材幅などを Table 1 に示す。試験群 1 ，ま多湿

状態に関するもので，厚さ約 20cm の円板から前報.)の要領で横引張試験体のみを木取った場合である。

すなわち，横断面上で平均的な成長をしている部分の半径をえらび，辺材部を A. 樹心部(半径約 10cm)

を除いた心材部を 3 等分して， B. C , D とし，各部位から幹取h方向に連続して 5 個程度の接線方向の試

Table 1.供試材料と試験群

恥laterial tested and test group 

I 群 Group 1 E 群 Group II 

原木記号
水分状態 円板厚さ 円板半径 辺材幅 水分状態

Mark of 島10isture Thickness Radius Width of Moisture 
丸太の長さ

study logs condition of disk 。f disk sapwood condition Length of log 

(cm) (cm) (cm) (cm) 

VA-l 多湿 Wet 20 30.4 4.5 気乾 Air dry 50 

VA-4 ，グ 20 33.0 4.1 F 50 

VA-6 ，グ 20 32.5 3.9 // 50 

VA-7 1/ 20 38.3 5.2 11 50 

(1) 木材部材料科強度研究室

(2) 木材部材料科強度研究室長・農学博士
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験体を作成した。また，この円板の B部位より半径方向の試験体を 5 個ずつ作成した。 E群は気乾状態に

関するもので，前述の円板に隣接した長さ約 50cm の丸太から，多湿円板の場合と同様の要領で横引張試

験体を作成するとともに，辺材部，樹心部を除いた部分から縦方向試験{本(静的曲げ，縦引張.衝撃曲

げ)と横圧縮試験体(半径方向，接線方向)を作成した場合である。横方向試験体については，干割れ発

生のため木取りの一部を割愛した場合もある。縦方向試験{本の個数は各原木ごとに 10 個を原則とした

が，実際には 6-11 個となっている。なお，このほか，原木記号 VA-7 の 50cm 丸太からは，多湿状態

と気乾状態の比較を行なうため， B , C部分より隣接している 1 対の試験体を各試験の種類ごとに約 5 組

ずつ木取り 1 方を気乾、他方を多湿に処理した。また前記の静的曲げ試験体からは試験終了後，その非

破壊部分より縦圧縮，せんl机部分圧縮の各試験体を作成した。

この試験でいう多湿状態とは供試材を水中に浸漬した状態で，いわゆる生材状態とは異なっている。ま

た気乾状態はいずれも室内に放置した状態で，人工乾燥は行なっていない。

2. 試験方法

試験方法は前報4) と全く同傑で，大部分は JIS の規定にしたがったが，木口面かたさは縦圧縮試験体

の木仁l面，柾目面および板目面かたさは部分圧縮試験体の側面で行なった。試験体の寸法は縦引張ー横引

張，衝撃曲げの場合に α=20mm，静的曲げ，縦圧縮，部分圧縮，せん断の場合に α=25mm とした。横

圧縮の場合は原則として α=30mm としたが.半径方向の一部を 25mm とした。なお，気乾の縦引張試

験体については曲率を付与する以前に容積重を求めた。

3. 試験結果と考察

最初に各供試原木ごとの気乾状態における容積重，含水率，静的曲げ，縦圧縮，縦引張ーせん断，部分

圧縮，かたさ，衝撃曲げなどの強度値を総括して Table 2 に示すο 気乾容積重(平均含水率約 15.5%)

は縦引張ゥ静的曲げ，縦圧縮，部分圧縮，衝撃曲げの各試験体から求めた値であるが，全体としては0.62

-0.73-0.82 となり， VA-1 の原木がやや小さな値を示している。最大強さを容積重で除した形質商お

よび各強度値問の相互関係を Table 3 に示すコ形質商の総平均は静的曲げで 16.1km，縦圧縮で 7.2km ，

縦引張で 20.0km となっている。最大強さに対する比例限度の比の総平均は静的曲げで 0.52，縦庄縮で

0.67. 縦引張で 0.64 である。また今最大強さをヤング係数で除した値の総平均は静的!曲げの場合で 0.93

X 10- 2 • 縦圧縮で 0.35X 10-2 ，縦引張で1. 16X 10- 2 となっている。せん断強さはせん断面によりやや

異なり，板目面の場合が約 10% 大きい。縦圧縮強さをtlE 目面せん断強さで除した値，すなわち σ"/'R の

総平均は 3.9 となり，すでに報告したカンボジア産チュテール， インドネシア産クノレインヲ北ボルネオ

産カプールなどの値(約 5.0) より小さく特徴的である。なおヲ縦圧縮強さを木口面かたさで除した値は

単位を無視して示すと総平均が 94 となり，接線方向の 1mm 部分圧縮強さを柾目面かたさで除した値の

総平均は 74 となっている。また，衝撃曲げ吸収エネルギ を容積重の 2 釆で除した値はかなり分散して

いるが，単位を無視して示すと1.8 となるコ さらに.各}Jj(7ドごとの縦圧縮強さいc) と縦引張強さ (σt)

の平均値を次式

3γ-1 
-一一一ーーσρσhTr+1 . 

式中 r=σt/σc
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Table 2. ij虫 慶 試 験

Results of several mechanical 

含水芸名 静 的 曲 げ | 縦圧縮 521…原木記号
容積重* Mois- Static bending parallel-to-grain 

ture 
Mark of 

R" content 
Eb lll zll study logs 103 kg /σpσb 1103 kg /σpσe 

g /cm3 u 守も cm21 kg/cm21 kg /cm 21 cm21 kg /cm 21 kg /cm 2 

平均値
0.70 15.5 128 593 113凸 153 333 Mean 

VAー l
範囲 0.62 15.0 117 498 1049 139 288 
Range -0.77 -16.0 -142 -648 -1233 175- -384 

平均値
132 650 1256 158 358 恥1ean

VA-4 
範囲 0.70 ; 14.5 128 594 1218 140 332 
Range -0.78 I -15.5 ~~ 137 -694 -1317 -187 -397 

l 平均値
0.73 15.0 142 645 1251 162 400 Mean 

VA-6 
範囲 0.69 14.5 136 548 1136 141 382 
H.ange -0.77 -15.5 -151 -705 -1333 -177 -450 

平均値 0.75 15.5 113 606 1143 148 349 Mean 
VA-7 

範囲 0.65 15.0 103 470 921 119 285 
Range -0.82 -16.0 -141 -706 -1308 -169 -413 

総括 Mean
0.73 15.5 129 622 1191 155 359 

Over all I R葬ang図e 
0.62 14.5 103 470 921 119 285 
-0.82 -16.0 -151 -706 -1333 -187 -450 

* Apparent specific gravity 
Eb : 曲げヤング係数 YOUNG's modulus in static bending. 

Ec: 縦圧縮ヤング係数 YOUNG's modulus in compression-parallel-to-grain. 

Et: 縦引張ヤング係数 YOUNG's modulus in tension-parallel-to-grain. 

σp :比例限度 Stress at proportional limit. 

σ b :曲げ強さ Modulus of rupture in static bending. 

498 

461 
-535 

533 

513 
-562 

569 

538 
-589 

536 

472 
-567 

534 

461 
-589 

σc .縦圧縮強さ Maximum crushing strength in compression-parallel-to-grain. 

η: 縦引張強さ Maximum strength in tension-parallel-to-grain. 

TR : せん断強さ(柾自国) Shearing strength (Radial surface). 

縦
Tension' 

Et 
103 kg! 

cm2 

131 

115 
-148 

126 

112 
-150 

127 

105 ， c~ 1 -153 

130 

103 
-159 

128 

103 
-159 

に代入して静的曲げ強さの計算値 (σげ)を求めると，計算値は実測値 (σb) の約 0.80-0.93 の範囲とな

り，全般的にみて必ずしも良好な適合がみとめられるとはいえない。とくに， VA- l, VA-4 における

適合がわるいのは縦引張強さが比較的小さいためと考えられる。

つぎ、に. VA-7 の原木を対象に，気乾状態と多湿状態の比較を行なった結果を主として縦強度関係に

ついて総括すると Table 4. 5 のごとくなる。各試験とも試料数が少ないので守定量的な差異を論ずるこ

とは避けたいが，衝撃曲げ吸収エネルギー以外の強度値およびヤング係数は気乾の値が大きい。また，相

互関係値の比較をみると宅最大強さをヤング係数で除した値はいずれも気乾の場合が大きいが -:rIτR'

σ cI'R などの値はあまり差を示さない。また，曲げの計算値 σbr と実測値 σb を比較すると， σbr/σb の

値は気乾で1.09，多湿で 0.95 となりかなり良好な適合がみとめられる。

つづいて守 B ， C 部位から求めた気乾状態における横方向の試験結果を総括して Table 6 に示したニ

まず.横圧縮の場合について半径方向 (R) と接線方向(T)の比較をすると ， R/T の値は比例限度で
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結 果(気乾状態)

tests (Air dry condition) 

引 張 l 円斗ιSよム正Larぺ九~rm凶J品ad』品t品品r巴lト一 部分年晴縮 (柾目面〉げ川川Par加Parti釘制訓r此凶t“山i泊a カ丞 fこ さ 衝撃曲げ

parallel-to-graln t P press10n perpend lcular tograln Hardness bImenpdaicnt g o-gram 

σ:m 2\σt lT Rl TT  σ:m 2 1 σ1園田 1 ぃ l 附 HtlHTlHt 
α 

kg'm 
kg /cm 21 kg/cm'l kg /cm21 kg /cm2 kg /cm21 kg /cm'l kg /cm 21 kg /cm 2 kg/皿2lkg/nnn2 lkgf皿2 /cm2 

776 I 1つ印 147 65.7 137 175 147 5.2 2.1 1.8 0.e6 

693 I 1020 I 116 124 52.8 122 152 130 4.2 1.8 1.5 0.70 
~962 i -1400 1 -151 -160 -72.0 ~158 ~202 -170 -6.1 -2.5 ~2.3 -1.20 

136 152 70.1 146 190 159 5.9 2.2 1.9 1.07 

780 I 1138 128 145 62.4 139 182 152 5.3 2.0 1.7 O. 宮O

-1212 I ~1557 -142 ~159 -76.7 ~154 -198 -166 -6.8 -2.5 ~2.1 ~1. 28 

間 \1四!山 1149| 出 7 I 凶 179 151 2.0 0.93 

638 1140 128 I 141 I 57.6 I 134 170 144 4.6 I 1.9 1.6 0.68 
~11881~l867~137l~159~720~146 ~185 ~157 -6.2i ~2.5 -2.2 -1.22 

1079 139 149 69.9 155 200 168 5.9 2.3 2.2 1. 11 

788 132 57.7 113 148 122 5.2 1.9 1.8 0.75 
-1515 -2360 I -155 -165 -81.6 -182 -234 -197 -6.7 -2.8 -2.7 ~1. 51 

967 1457 136 149 68.1 146 187 157 5.7 2.2 

638 1020 116 124 52.8 113 148 122 4.2 1.8 1.5 I 0.68 
-1515 -2360 -155 -165 ~81.6 ~182 -234 ~197 ~6.8 -2.8 -2.7: -1.51 

~T :せん断強さ(板目国) Shearing strength (Tangential surface). 

σImm: 1mm部分圧縮強さ Compressive strength when compressed to 1mm of side lengtb. 

σ2mm ・ 2mm部分圧縮強さ Compressive strength when compressed to 2mm of side lengtト.

σ5~': 5%部分圧縮強さ Compressive strength when compressed to 5% of side length. 

Hl: 木口かたさ End hardness. 

Hr: 板目面かたさ Side harclness (Tangential surface). 

Ht :柾目面かたさ Side hardness (Radial surface). 

α: 吸収エネルギー Absorbed energy in impact bending. 

約1. 4，ヤング係数で約1.6. 比例限歪で約 0.83 となっている。横引張の場合の R/T の値は比例限度で

約1. 7 , ヲ[張強さで約1. 6弓ヤング係数で約1.(i， 比例限歪で約1. 1，最大歪で約 0.75 となっている。な

お.最大強さをヤング係数で除した値は半径方向で1.02X 10ーに接線方向で 0.98X 10- 2 となり. カンボ

ジア産のチュテールパンコイとほぼ同様な結果を示している。 さらに ， VA-7 の原木を対象に，気乾

状態と多湿状態の比較を行なった結果を横方向について総括すると Table 7 のごとくなる。ヤング係数

および強度値は横圧縮の場合も横引張の場合も気乾の数値が大きい。また，横引張における最大歪および

最大強さをヤング係数で除した値も気乾の方が大きい。

これらの結果にもとづき，繊維方向 (Lト半径方向 (R) ， 接線方向 (T) のヤング係数および強度値を

気乾状態につき比較すると Table 8 , 9 のごとくなる。ヤング係数の実測値は圧縮試験と引張試験とで異

なり.とくに繊維方向ではその差異が大きいが.概略的には L: R: T=100:9.0:5.7 となっている。

圧縮比例限度では L: R: T=100:9.0: (i .7 ， 引張強さでは L: R: T=100:8.8:5.5 となり.カン
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原木記号
Mark of 

study logs 

平均値
Mean 

VAー l 範 囲
Range 

平均値
Mean 

VA-4 
範 囲
Range 

平均値
民ilean

VA-6 範 囲
Range 

平均値
Mean 

VA-7 範 囲
Range 

平均値
総、 括 Mean 

Over all 
範 囲
Range 

容積重

水分状態 Apparent 

林業試験場研究報告第 208 号

静

σp/σb 

0.52 

0.44-0.57 

0.52 

0.47-0.56 

0.52 

0.46-0.55 

0.53 

0.46-0.61 

0.52 

0.44-0.61 

含水率

的 曲
Static bending 

σ ';E. 

10-2 

0.89 

0.78-0.93 

0.95 

0.93-0.99 

0.88 

0.79-0.92 

0.96 

0.85-1.10 

0.93 

0.78- し 10

静 自守

げ

σ./Ru 

km 

15.9 

14.8-17.3 

16.7 

16.1-17.8 

17.3 

15.6-18.5 

15.0 

12.4-17.0 

16.1 

12.4-18.5 

Table 3. 各強度的性質

Relations among mechanical 

縦 圧 縮
Compression-parallel-to-gra:n 

σp/σe 
σ ，jE， σ 。 /Ru

10-2 km 

0.67 0.33 7.1 

0.62-0.77 0.27-0.38 6.7-7.6 

0.67 0.34 7.0 

0.62-0.71 0.29-0.37 6.7-7.5 

0.72 

0.67-0.79 0.33-0.38! 7.6-8.1 

0.65 

0.59-0.73 0.32-0.41 1 6.6-7.4 

0.67 0.35 7.2 

0.59-0.79 0.27-0.41 6.6-8.1 

Table 4. 気乾と多湿における

Comparison between mechanical properties at 

曲 げ 縦 圧 縮
Static bending Compression-parallel-to-grain 

乱10isture

l ll|  
condition 

gravity I content I E. σpσfI Ec σpσc 

R" 宮 /cm 3 1 u %1103kg/cm'l kg/cm21 kg/cm21103kg/cm21 kg/cm'l kg/cm2 

気乾
平均値

109 乱1ean
A 範囲

Air dry Range 0.68-0.78115.0-16.0 
107-114 

多湿
平均値

1.07 75.0 102 
Mean w 範囲

Wet 
Range 

0.98-1.11 68.5-84.5 95.2-109 

A/羽7 I Ratio I 1.07 

静 的 曲

501 973 142 

470-541 921-1037 119-169 285-363 1 472-566 

396 751 126 

336-462 685-885 104-142 219-3151298-409 

1.27 1.30 1.13 1.20 1.48 

Table 5. 気乾と多湿における

Comparison between relation values at air 

'1 縦 圧 d明弘H白』

水分状態
Moisture 

Static bending Compression-parallel-to-grain 

condition σp/σb σ /Eb 10-2 σp/σc σ /Ec 10-2 

乾 ~I 開 Mean| 0.52 0.89 0.62 0.38 
Air dry I i゚ llfI Range 0.46-0.57 0.86-0.93 0.59-0.65 0.32-0.41 

多湿 WI  平範均値 Mean | | 0.53 0.73 0.77 0.29 
Wet 囲 Range 0.49-0.56 0.69-0.81 0.74-0.7ヲ 0.26-0.31 

A/W Ratio 0.98 1.22 0.81 1.32 
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の相互関係(気乾状態)
properties (Air dry conclition) 

縦 ヨ| 張
衝撃曲げ

Tension-parallel-to-grain Impd act 相 互 中目 係 Relation
bending 

σp/σt 
σ，/E， σ，/Ru 

α /Ru2 てrlTR i 山 I acfHt I ajmm/Ht I Ht/Hr 
10-2 km 

0.67 0.92 17.1 1.8 1.05 3.7 96 76 1.18 

0.58~0.72 0.75~ 1. 03 15.5~19.7 1.3~2.4 0.94~ 1. 26 3.3~4.1 81-111 66-81 1.00- し 60

0.66 1.12 18.8 2.0 1.12 3.9 92 78 1.15 

0.51-0.79 0.93-1.36 15.2~20.8 1.7-2.3 1.05-1. 19 3.7-4.3 79-104 70-88 1.05- し 22

0.62 1.23 21.1 1.6 1. 11 4.3 100 73 1.11 

0.56-0.68 0.95-1.39 15.8~24.9 1.2-2.0 0.95-1.32 4.0-4.4 86-125 66-75 0.96-1. 32 

0.68 1.25 21.5 2.0 1.08 3.8 89 70 1.05 

0.59-0.73 0.96-1.56 17.0-30.7 1.2-2.8 0.91-1.19 3.5-4.2 78-99 57-80 0.91-1.19 

0.64 1.16 20.0 1.8 1.09 3.9 94 74 1. 11 

0.51-0.79 0.75-1.56 15.2-30.7 1.2-2.8 0.91-1.32 3.3-4.4 78-125 57-88 0.91-1.60 

強度的性質の比較 (VAー7)

air dry condition and those at wet condition 

縦引張 せん断 llr部Pkag分巾/出caml縮∞2r(km柾gP/目Ece面ms凱]z 

かたさ 衝撃曲げ
Tension-parallel-to-grain Shear-parallel-to- Hardness bImenpdaicnt g 

gram 

Ezlσ~cm21σt Hzlι|HZK g.m 
103 kg /cm21 kg /cm 21 kg /cm 2 kg /cm21 kg/cm' kg/mm21 kg/mm21 kg/mm'i . /cm ヰ

132 1058 1590 142 148 65.6 2.0 2.0 1.32 

103-159 788-1515 1192-2360 130-155 139-155 
57.7 

122-154!5.3-6.5 1.9-2.2 1.8-2;2 
1.09 

~71.2 -1.51 

114 642 1056 93 97 52.9 111 3.7 1.4 1.5 1.37 

110-120 544-786 987-1028 75-107 83-108 
41.2 90.2 

2.9-4.4 1.1-1.8 し 2- 1. 8
1.26 

-63.4 -128 ~1. 48 

0.96 1.33 

σlmm/Ht 

63 
57-69 

76 
70-85 

0.83 

1.43 1.62 

σc/Hz 

88 
78-99 

97 
83-110 

0.91 

1.27 1.24 

関互

σcfTR 

3.8 
3.6-4.2 

3.9 
3.6-4.1 

0.97 

相互関係値の比較 (VA-7)
dry condition and those at wet condition 

縦引張
Tension-parallel-to-grain 

M t I 内 /Et

1.53 1.53 1.51 1.65 1.16 

Tr/τR 10-2 

1.05 
0.99-1.08 

1.18 
0.96~ 1. 48 

0.67 
0.59-0.73 

1.05 
0.93-1.15 

0.92 
0.88-0.96 

0.61 
0.56-0.68 

1.00 1.28 1.10 
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Table 6. 横方向の強

Mechanical properties perpendicular 

原木記号

容積重 I I 横圧縮 Compressiorトperpendicular-to-grain 

Appare-:-I 含水率| 半径方向| 接線方向| 比
'r~II MCl l叶HγρI Radial dire氾tion 1 Tangential direction 1 Ratio 

I specltlc 1 ...~γ'-"-1 1 ! 

1 grすity 1 com町 |ι|σP-R 1εP-R 1 ET 1σP-T 1εP-T 1 Eι1 (JP-R 12二K 1 ER 

1dω1 u %11♂匂/佃2lkg/佃 21 町211ぴkg/四2lkg/四 21 10-21 ET 1σP-T 1 �p-T 110匂/ω2

平均値1 0.69 1 16.0 1 12.2 1 31.1 1 O.ぉ 1 7.45 1 21. 6 1 0.29 1 し 6 1 1.410.861 12.7 

VAー l if百 0.67 1 14.0 110 ・ 8 12μ10 ・ 19 16.94 h9 ・ 4 10.ぉ 1 1 1 112 ・ l
Rangel -0.72 1 -18.5 1 -13.5 1-37.31-0.311 -7.88 1-24.11-0.351 1 1 -13.0 

l 平均値 0.76 1 16.5 1 13.1 131.210.241 8.37 124.310.291 山 31 0.831 13.0 I 
VA-412澗 0.75 1 14.0 112.5 b8.9 10.21 17.92 119.7 10.22 1 1 112.6 

|Rangel -0.78 1 -18.5 1 -13.8 1-32.5卜0.261 -8.97 1-28.31-0.331 1 1 -13.4 

i 平均値1 0.75 1 16.5 1 12.7 132.210.25 1 9.14 126.310ω1 1. 4 い 210.831 11.7 
V A_61 ，&Ie叫 ||lL|||| ド.~ 1 v.vv 1 
一!範囲10.71 1 15.0 1 12.4 129.3 10.22 18.81 123.2 10.25 1 1 

IRangel -0.78 1 -18.51 -13.31-33.7卜0.271 -9.57 1-28.91-0.35-13.0 

V!問。什 ~6~0 1.~3:4 I ベ。イ 7~~1 1~:4~0 1~0:~31 1. 7 ー I 0.821.~2~6 
Aー 71範囲1 0.70 1 14.0 1 瓜 6 128.8 10.25 1 6.∞ b.2 10.26 1 1 10.0 

IRangel -0.781 -18.51-15.1 卜42.8卜0.291 -8.70 卜26.31-0.401 1 1  -14.4 

平均値I ^刊
総括 1 Meanlυ.ω 

Over al官』とど78lrs5lTii.l|三二よ2311tr36122112乙。
16.5 12.8 132.5 I 0.25 I 7.96 123.8 I 0.30 1.6 1.4 1 0.83 1 12.5 

Mark of 
stucly 
logs 

10.0 
-14.4 

匂:比例限~ Strain at proportional limit. 

ε 1nIl X • 最大歪 Strain at maximum strength (Assumecl value after some amendment). 

Table 7. 気乾と多湿における横方

Comparison between mechanical properties perpenclicular 

容積重 横圧縮 Compression-perpenclicular-to-grain

水分状態 Apparent 含水率 半径方向 接線方向
specific 恥10isture Raclial clirection Tangential direction 半径方向

Moisture l gmR処u 
content 

conclition u ι! の| �p ι|σ;cm 2 1 εp|ι|σp 日 /cm 3 ?ら 103kg/cm21 kg/cm2 10-2 103kg/cm21 kg/cm2 1O-21103kgfcm21 kg/cm 2 

|吋 0.75 17.0 11.4129.710.26 

l l  

気乾 A I Mean 

Air cl 範囲 0.73 16.0 10.6 I 28.8 I 0.25 6.00 1 22.2 1 0.33 1 10.0 1 34.4 
Ir ryiR叫el -0 ・ 76 -18.5 -12.1 1 -31.1 1 -0.28 -6.73 1 -24.3 1 -0.40 1 -12.5 1 -44.1 

i平均値 1.15 98.5 9.19 23.3 0.26 5.87 10.1 33.6 
多湿 W iMean 

Wet 範囲 1.14 95.0 8.35 21.8 0.22 5.67 17.5 10.30 9.61 29.8 
Range -1.15 -101 -9.81 -26.3 -0.29 -5.98 -19.9 1 -0.35 -10.5 -39.4 

A/W I Ratio I I 1.24 1 
1.27 

1 
1.00 I 1.08 1 

1.18 
1 

1.12 
1

1.15 
1 

1.14 
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度 的 性 質(気乾状態)

to grain (Air dry condition) 

横 号| 張 Tension-perpendicular-to-grain

半 径 方 I向 接 線 方 向 相互関係 Relation
比 RatioRadial direction Tangential direction 

半径方向 接線方向

σ~m21ε~-21σRlhbR ET1σ:m 2 1ε~-21σ:m2 1ε maz_T σ/σRI σd /σyT/ι ιfET Iσベ盟こRkgfcm2[ 1O-2[kg/cm2[ 1O-21103kgjcm2[kgfcm2[ 10-2 [kgfcm2[ 10-2 P/~RI 10-2 σp/ vT I 10-2 ε悦日 x_T

44.0 0.35 131 1 1.72 7.09 2……4付一…叶4い…0.4 1.8 0.71 

39.8 0.31 123 11.63 6.76 19.4 10.28 168.1 2.04 10.40 11.02 10.27 10.94 
-45.8 -0.37 -1341-1.91 -7.68 -27.31-0.371-77 .7 -2.621-0.451- し 171-0.38i-l.08i

48.9 1.51 7.73 77 .1 2vil 回 |031117 1.7 0.72 

48.1 0.37 1 118 1.33 7.22 21.8 10.27 65.5 1.92 10.39 10.92 iO.27 10.81 
-49.5 -0.391 -137 ~し 66 -8.43 -27.21-0.37 -83.2 -2.221-0.44[-1.09[-0.34i-l.l 

41.9 0.36 115 1.50 9.22 27.6 0.30 84.6 0.92 1.3 1.4 0.84 

34.2 0.28 109 1.37 8.53 24.3 0.24 74.4 1.41 10.41 ,0.93 iO.29 0.79 
-49.9 -0.44 -120 -1.58 -10.2 -30.0 -0.35 -72.7 -2.16[-0.47[-1.151-0.40 -1.01 

40.6 0.33 116 1'.51 7.85 25. 1 1 0.32 1 77.0 2.13 

OV01032097  

1.6 1.5 0.71 

34.4 0.27 107 1.25 6.53 19.6 10.28 167.4 1.44 0.41 10.79 10.29 10.88 
-48.5 -0.39 -126 ~し86 -8.73 -26.41-0.361-82.9 -3.04 -0.46:-0.991-0.37i-l.07 

43.2 0.35 121 1.55 7.96 77.8 2.07 OGll判 1.6 0.75 

34.4 0.27 107 1.25 6.53 19.4 10.24 65.5 1.41 0.39 10.79 10.27 !0.79 
-49.9 -0.44 -137 -1.91 -10.2 -30.0j-0.37 -83.2 -3.04 -0.471-1.17i-0.40i-l.l 

向の強度的性質の比較 (VA-7)

to grain at air dry condition and those at wet condition 

横 引 8長 Tension-perpendicular-to-grain

Radial direction 接線方向 Tangential direction 
相互関係 Relation

半径方向 | 接線方向

0.34 112 1.60 7.66 25.6 

0.29 107 1.25 6.53 19.6 
-0.39 -117 -1.86 -8.73 -31.7 

0.40 85.6 1.27 6.31 20.5 

0.37 日1.8 1.17 5.91 19.2 
-0.40 -89.6 -1.37 -6.87 -22.6 

/σR 1σRfER | 10-2 

0.35 
I 

0.9自
己3?ltT

i
 

T
 

σ
 

,,,,, 

p
 

σ
 

σT/ET 
10-2 

0.33 1.00 

0.26 
10.87- し 14

-0.38 

0.86 1 0.41 0.80 

0.81 1 0.37 
1 v.~ ， .~ 10.75-0.86 

-0.88 1 -0.45 

1.25 
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Table 8. 直交 3 軸に関するヤング係数の比較

Comparison of YOUNG's modulus along three mutually perpendicular axes 

圧 縮 試 験 引張試験 Tension test 圧縮と引張の比較Compressi� test 
原木記号

比率(%) Percentag巴 比率(%) Percentage Et/Ec 
Mark of 

stucly logs 
L R T L R T L R T 

VA一 l 100 8.0 100 9.7 5.4 0.86 1.04 0.95 

VA-4 100 8.3 5.3 100 10.3 6.1 0.80 0.99 0.92 

VA-6 100 7.8 5.6 100 9.2 7.3 0.78 0.92 1.01 

VA-7 100 9.1 5.2 100 9.7 6.0 0.88 0.94 1.02 

Afll い00 I 8.3 I 5.3 I 1∞ 1 9.7 I 6.2 Iω|ωI 0.98 

L : Longituclinal axis , R: Raclial axis , T: Tangential axis. 

Table 9. 直交 3 軸に関する強度値の比較

Comparison of mechanical properties along thre巴 mutually perpendicular axes 

圧 縮 比 伊l E漫 度

原木記号
Stress at P. L. in compression 

恥1ark of 
stucly logs 

VA-] 

VA-4 

VA-6 

VA-7 

総括|
Over all I 

L 

100 

100 

100 

100 

100 

比 率(%)

R 

9.3 

8.7 

8.1 

10.0 

9.0 

P.L. : Proportional limit. 

Percentage 

T 

6.5 

6.8 

6.6 

6.9 

6.7 

ボ、ジア産チュテーノレパンコイにかなり近似しているけ

引張強さ Tensile strength 

比 率(%) Percentage 

L R T 

100 10.9 6.1 

100 9.5 5.5 

100 7.5 5.5 

100 7.3 4.9 

100 8.8 5.5 

単板の切削条件に関連する多湿円板から木取った接線方向横引張試験結果を Table 10 に示す。また，

この試験におけるヤング係数，強さ， σT/ET および最大歪の採材部位による変化を Fig. 1, 2 に示すっ

図中の横軸に示した数値は樹皮側の材端から試験体までの距離を円板の半径に対する比率であらわしたも

のである。これら強度値の半径方向の変化は供試原木により異なり.特性的な傾向は認め難い。しかし，

多少の例外を許せば辺材部にあたるA部位のヤング係数，最大強さ，最大歪などはやや低減する傾向がみ

られるが， σrlEr の値は必ずしも辺材部で低減するとは限らない。なお，気乾状態についても同様の試

験を行ない，その結果を Table 11 および Fig. 3, 4 に示す。害IJれの発生などにより所定の採材ができ

なかった部位もあり，適正な比較は困難であるが.ほぼ類似の変化傾向がうかがわれる。また，多湿円板

の B部位について行なった半径方向の横引張試験結果を Table 12 に示す。この結果を Table 10 の接線

方向の B部位の平均値と比較すると ， R/T の値はヤング係数で1.3~ 1. 8，比例限度で1.4~ 1. 9. 最大

強さで1.2~2.1，最大歪で 0.67~0.92 となりー VA-6 の原木における差がもっともすくない。なお，

最大強さをヤング係数で除した値の両方向における差はほとんど認められない。

最後に，参考資料として気乾状態の縦強度値について当研究室で求めたミンダナオ島産の油脂分の少な

いアピトン (Diþterocaゆus spp.) の結果と Laguna 大学で報告した Quezon 産の D. grandiflorus の



原木記号

Mark of 
study logs 

¥' A-l 

VA-4 

VA-6 

南洋材の性質 10 (木材部)

Table 10. 多湿円板からの横引張試験結果(接線方向〕

Results of tension-perpendicular-to-grain tests of specimens from 

disks at wet condition (Tangential direction) 
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採材部位 ヤング係数 比例限度 比例限歪 号車 さ 最大歪 相互関係 Relation
Position 
III cross ET σ p Cp σT ξ 官WX 吟/ET lσp/σT 
sectlOn 103 kg /cm2 kg /cm 2 10-2 kg/cm2 10-2 10-2 

平均値
5.37 18.5 0.35 0.82 0.42 

孔i[ean
A 範囲

Range 
4.96-5.91 16.0-20.4 0.27-0.41 41.9-45.211.36-1.46 0.77-0.86 0.35-0.49 

平均値 5.69 21.8 0.38 52.7 1.82 0.93 0.41 
孔i[ean

B 範囲
Range 

5.50-5.80 19.9-24.8 0.34-0.45 51.5-53.6 し 66-1.900.92-0.94 0.37-0.48 

平均値 5.99 23.2 39| “ 51 明 0.94 0.41 
Mean 

C 
範Rang囲e 

5.70-6.27 19.9-24.9 0.22-0.43153.6-58. 2 し 76-2.150.93-0.96 0.39-0.46 

平均値 6.25 27.6 0.44 0.91 0.49 Mean 
D 

範図
Range 

6.00-6.48 24.0-31.2 0.39-0.48 54.6-58.611.56-2.12 0.88-0.98 0.44-0.55 

平均値
54.6 1.87 0.92 0.43 

Mean 
A 範囲

Range 
5.62-6.33121.7-24.710.37 -0.40 50.6-57.1 1.79-2.08 0.88-0.97 0.40-0.49 

平均値 6.93 21.7 0.31 60.7 0.36 
Mean 

B 範閤
Range 

6.75-7.30 19.2-26.8 0.28-0.40 59.7-61.8 1.83-2.2210.83-0.92 0.31-0.45 

平均値 6.62 1.84 Mean 
C 範囲

Range 
6.28-6.74 23.8-33. 6!0. 35 -0. 50158.1-60.5 し 68-2.090.88-0.9510.39-0.57 

平均値 6.28 22.8 0.36 0.86 0.32 恥1ean
D 

範囲
Range 

5.78-6.66 19.2-25. 。0.33-0.39 50.5-55. し 88-2.20 0.84~0.87 0.38-0.45 

平均値 6.28 

221035l751127  
A 

Mean 

範囲 6.20-6.32 20.9-22. 910.34-0.36!47.4 -48.411.18-1.31 0 , 74-0.7810.42-0.49 
Range 

平均値 6.36 0.47 
B 

乱1ean
範囲
Range 

6.09-6.56 26.9-31.710.41-0.52160.0-62.3 2.00-2.1510. 94-0. 99 0.43-0.52 

平均値 6.42 25.8 0.40 58.0 2.01 0.90 0.45 Mean 
C 範囲

Range 
6.27-6.59 21.0-30.8 0.33-0.47 57.0-59.4 1.73-2.44 0.87-0.94 0.35-0.52 

平均値 6.83 22.6 0.33 63.3 2.40 0.93 0.36 
Mean 

D 範囲
Range 

6.45-7.42 20.4-26.1 0.32-0.35 61.2-65.0 1. 96-2.68 0.83-1.01 0.31-0.43 
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原木記号
採材部位 ヤング係数 比例限度 比伊;限歪 5金 さ 最大歪 相互関係 Relation
Position 

Mark of m cross ET σ p ε p σT ι 胃， ar 内/ET|~/σT
study logs sectlOn 103kg/cm2 kg/cm' 10-2 kg /cm2 10-2 10-2 

平均値
5.55 20.9 0.38 45.1 l.50 Mean 

A 範囲
Range 

5.41-5.85 19.1-23.8 0.33-0.44 44.0-46.3 l.30-l.73 0.75-0.83!0.42-0.53 

平均値 53.7 l.91 0.85 0.42 Mean 
B 範囲

Range 
6.33-6.44121.5-24.3:0.33-0.38 52.1-55.5 l.77-2.05 0.82-0.88 0.39-0.46 

VA-7 

平均値 5.85 19.8 0.33 46.8 l.96 Mean 
C 範囲

Range 
5.72-6.03 16.4-2l.5 0.28-0.36 46.4-47.4 l.73-2.41 0.77 -0. 82iO. 35-0. 46 

平均値 6.05 17.2 0.28 44.0 l.69 0.73 0.39 恥1ean
D 範囲

Range 
5.74-6.49 16.6-19.1 0.26-0.33 42.4-45.3 l.52-2.01 0.70-0.77 0.37-0.43 

ﾟ ~ 
lo' K~.か戸 --->(ーーム ー+ーー ι '̂1/cm2 

7.0ト-.，ー -170
l 句通 I

6.0ト x ιー一一一一量一一一一t 160 
5仲!一ーンJ←一一。 . ~50 

l 色_____ VA イ l

4.0ト~ ん寸40
7% 23 出 40% .)0% 巴

レi与三二;ここここ;こここ;二ここここ--こここ;二二二;二こ-
:;;1[ :ププ2ゴベ][i :; j 

j[ 2;E子子子;二二二二二~二二二二~二二ニ--二二--二:::
キ才 自目 ft且I 

Pos;f;oη in cross sect;on 

Fig. 1 多湿円板における採材部位と σT およ
び ET との関係

Relations between position in cross section and 

values ofσT ヲ ET in tension tests in tangential 

direction (Specimens at wet condition). 

5
ι

」
寸1
1
1

」l
l

『

t
4
1
1
1
1
寸

3
J
・

h品

J、
』
-
百

一
ぷ

T
M

刊

一
弘
一
訂
一

一
-
係

車
晶

τ
η

2
1

回
x

晶
7

b
M卜
|
「
|
「
ト

許
一
ω
ω
ω
ω

4
3
2
f
4
3
2
1

一
位

寸
|
」
|
」
|
寸

;
4
1
4
i
l
-
-

ゴ
相

'
ノ

W
M

第
一
話
帳
。
印
。
事

E
M
V
1
υ。

じ
(
ム
ト
ト
位

一
b
一
〉
?
っ
一
部

一
m
一
二
四
一
村

-
-
w
μ
-

一
以
川

J
一
戸
一
一
抹

叶
叫
叶
l
川
叶
斗
叫
l

川
一
山

Pos:t;on if/ cross stct:on 

Fig. 2 多湿円板における採材部位と σT/ET
および εmar との関係

Relations between position in cross section and 

values of σT/ET ， εmα:& in tension tests in tangential 

direction (Specimens at wet condition). 



原木記号
採材部位
Position 

Mark of m cross 
study logs section 

A 

VAー l B 

C 

B 

VA-4 C 

D 

B 

VA-6 

C 

A 

VA-7 B 

C 

南洋材の性質 10 (木材部)

1'able 11. 気乾状態の横引張試験結果(接線方向〕

Results of tension-perpendicular-to-grain tests of specimens 

at air dry condition (1'四gential direction) 

ヤング係数 比例限度 比例限歪 強 さ 最大歪

ET σp '-11 σT 』買， "r

108kg/cm2 kg/cm2 10-2 kg/cm2 10-2 

平均値
5.48 20.6 0.38 52.7 1.62 Mean 

範囲
Range 

4.98-6.06 19.5-22.3 0.33-0.45 51.6-54.5 1.45-1.82 

平均値
7.29 74.7 2.36 Mean 

範囲
Range 6.79-7.68 22.3-27.310.29-0.37 72.0-77 .0 2.04-2.62 

平均値
6.89 21.0 0.30 71.1 2.51 

Mean 
範囲
Range 

6.76-7.00 19.4-24.5 0.28-0.35 68.1-74.5 2.29-2.61 

平均値
7.84 78.1 20.9 Mean 

範囲
Range 

7.22-8.43 21.8-24.410.27-0.33 74.7-80.7 2.02-2.19 

平均値
7.62 23.8 0.31 76.2 2.11 

Mean 
範囲
Range 

7.30-8.09 21.8-27.2 0.27-0.37 65.5-83.2 1.92-2.22 

平均値
7.25 22.6 0.31 76.6 2.29 

Mean 
範囲
Range 

6.80-7.72 19.4-26.5 0.25-0.39 73.1-79.2 2.13-2.47 

平均値
8.93 28.2 1.58 

Mean 
範囲
Range 

8.53-9.48 24.6-30.0 0.26-0.35174.4-86.1 1.41-1.76 

平均値
0.28 88.5 2.00 

Mean 
範囲
Range 9.07 -10.2124.3-29.5 0.24-0.32 81.5-92.7 1.73-2.16 

平均値
7.66 24.4 0.32 68.3 1.81 

Mean 
範囲
Range 

7.26-8.24 22.0-26.9 0.27-0.36 64.5-72.4 1.62-2.13 

平均値
7.73 24.9 0.32 75.0 2.02 

Me叩

範囲 7.27-8.49 23.8-26.2 0.28-0.36 72.1-80.4 1.44-2.44 
Range 

-127ー

相互関係 Relation

吟/ι|~
10-2 

0.97 0.39 

0.86-1.09 0.38-0.42 

1.02 1 0.32 

0.94-1.0810.29-0.38 

1.04 0.29 

0.97-1.07 0.27-0.33 

0.99 0.31 

0.91-1.06 0.29-0.34 

1.00 0.31 

1.06 0.29 

0.97-1.15 0.26-0.34 

0.91 0.35 

0.79-1.01 0.32-0.40 

0.93 0.30 

0.80- し01 0.29-0.33 

0.89 0.36 

0.78-1.00 0.34-0.41 

0.90-1.0710.30-0.37 

平均値
8.19 24.7 0.30 80.1 2.61 1 0.96 1 0.30 

Mean 
範囲
Range .8.05-8.39 24.1-26.4 0.29-0.32 77.1-81.9 2.37-2.7810.88-0.9910.29-0.33 
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Fig. 4 気乾状態における採材部位と σrIん

および εmar との関係

Relations between position in cross section and 
values of σrlET' εm口 in tension tests in 

tangential c1irection 
(Specimens at air dry conc1ition). 

結果を Table 13 に示す。今回の結果はミンダナオ島産のものにくらべ.縦引張の強度値が低いことと，部

分圧縮比例限度とせん断強さが高いことなどが指摘される。なお句ミンダナオ島産の容積重を 0.66g/cm3

としたが，試験の種類別にみると，縦引張の平均値が 0.60g/cm3 ，部分圧縮で 0.61g/cm3 とかなり低く.

他の場合は 0.67 -0.68g/cm3 である。また， ミンダナオ島産の強度値の 3 軸方向の比は引張強さで L : 

R : T =100: 5 : 3弓圧縮比例度限で L : R : T = 100 : 9 : 6，ヤング係数は引張で L : R : T = 100 : 6 : 

22% 40.出

吋 : /事で戸4
0.9トヒー一--4:/
|畠 VA-7

0.8卜 x 一一一一
一一一一 7・1. 26目見 44唱

也H' &111< A B C 

1牢干t gp m 
pos;(;on in cr055 Sf( I:on 

含水率 容積重 静的曲げ Static bending 縦圧縮 Compression産 封出 Apparent 

Lozcraolwityth of 乱10isture specific 
g;~~th --I conrent gravlty σ ( 

u ザ。 Ru g /cm3 kg/cm2 kg/cm21 103 kg/cm2 kg/cm2 kg/cm2_ 

Luzon 15.5 0.73 622 1191 129 359 534 

Mindanao2l 15.5 0.66 645 1055 123 330 470 

Quezon3l 12.0 0.81 717 1174 176 339 614 

* (7'R+'T)/2 
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Table 12. 多湿円板からの横引張試験結果(半径方向〕

Reslllts of tension-perpendiclllar-to-grain tests of specimens from 

disks at wet condition (Radial direction) 

原木
記号 採材部位 ヤング係数 比例限度 比例限歪 強 さ 最大歪 相互関係 Relation
Mark 
。f Position ER σ p ε p σ R εmax 

stlldy ln cross UR/ιI up/σR 
logs section 

103 kg /cm2 kg/cm2 10-2 kg/cm2 10-2 10-2 

平均値
10.4 45.9 1.55 0.97 0.45 Mean ¥' A-l B 

範囲
Range 

10.3-10.6 43.4-50.8 0.42-0.49194.2-104 1.30-1.69 0.96-1.01 0.42-0.49 

平均値
11.6 452lo ぉ 1 兜 4 0.85 0.46 孔1ean

¥' A-4 B 範囲
Range 

10.9-12.2 42.6-48.4!0.36-0.42~97 .0-99.011.25-1.49 0.81-0.89 0.44-0.49 

平均値
8.49 33.8 

91 l010  
Mean VA-6 B 範囲
Range 

7.41-9.91 31.5-36.7 0.35 -0. 43i79. 8-86.0 1.63-2.6010.82-1.12:0.38-0.45 

平均値
10.1 37.1 0.37 81.8 1.28 0.81 0.45 Mean 

VA-7 B 範囲
Range 

9.62-10.5 34.9-38.5 0.34-0.39 78.1-85.6 1.22-1.34 0.78-0.85 0.43-0.47 

総括 0.44 、M;~;;--' 10.1 ¥ 40.5 ¥ 0.40 90.9 1.53 ¥ 0.90 

Over R範ang囲;\7.41-12.2\31.5-50.810.34-0.49\78.1-104 し 22-2.600.78-1.12 0.38-0.49 all 

3，圧縮で L : R : T =100: 5 : 3 となり.今回の場合より異方性がつよい結果になっている。

むすび(摘要)

フィリピンのルソン島産のアピトン材の試験原木4 本を対象に無欠点、小試験体による強度試験を行な

い，強度評価上の一般的指標をえるとともに.単板切削加工に対する基礎資料として多湿円板を部位別に

区分し、接線方向の横引張応力一歪関係を検討した。得られた結果を摘記すればつぎのようになる。

1) 試験原木の気乾状態(含水率約 15.5%) における容積重の範図は 0.62-0.82g /cm 3 で，その平

均値は 0.73kg/cm 3 であった。

的性質の比較(気乾状態)

other data (Air dry condition) 

部分圧縮 せん断 衝撃曲げ
縦引張 Tension 11 to grain Partial Shear bIemnd pact 

compresslOn mg 

Ec Et σ p τ α 

103 kg/cm2 kg/cm kg/cm2 103 kg /cm 2 kg/cm2 kg /cm2 kg ・ m/cm 2

155 967 1457 128 68.1 143* 1.01 

166 1175 1725 178 42.0 108 0.85 

236 79.0 124 



-130 ー 林業試験場研究報告第 208 号

2) 気乾状態における最大強さを容積重で除した形質商は静的曲げの場合に 16.1km ，縦圧縮の場合に

7.2km，縦引張の場合に 20.0km であった。

3) 最大強さをヤング係数で除した値は気乾状態の静的曲げで 0.93X 10- 2 ，縦圧縮で 0.35x lOーペ縦

引張で 1. 16X 10- 2 であった。

4) せん断強さは板目面の場合が約 10% 大きな{直を示した。縦圧縮強さを柾目函せん断強さで除した

値は気乾状態で約 3.9 となり，すでに報告したカンボジア産チュテーノレ，インドネシア産クルイン，北ボ

ノレネオ産カプーノレなどより小さく特徴的である。

5) かたさは木口面，板目面，柾目面の)1頂に低減するが，板目面と柾目面の差は僅少である。縦圧縮強

さを木口面かたさで除した値は単位を無視して示すと約 94 である。

6) VAー7 の原木を対象に気乾と多湿条件の比較を行なった。衝撃曲げ吸収エネノレギー以外の強度値

およびヤング係数は気乾の値が大きい。また， 最大強さをヤング係数で除した値は気乾の場合が大きい

が ， 'rr/'R' σcl r:R ， σ clHz などの値にはあまり差が認められない。

7) 直交 3 軸に関する比率，すなわち ， L : R : T の値はヤング係数で 100: 9.0: 5.7. 圧縮比例限度

で 100: 9.0: 6.7，引張強さで 100 : 8.8 : 5.5 となり，すでに報告したミンダナオ島産の場合よりやや

異方性がすくない。

8) 単板切削条件に関連する多湿円板について，採材部位の差異による接線方向の横引張応カー査関係

を検討したが，辺材部のヤング係数，最大強さなどがやや低減するほか，特性的な傾向は認められなかっ

た。
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IV. Mechanical Propertie目。f Apitc.ng W ゚ods Grown in the Philippims 

K�chi KONO� and Ry�abur� YAMAI 

(R品sumé)

This paper presents the results of tests on the mechanical and elastic properties of Apitong 

woods (Diþterocaゆus grandiflorus) grown in Luzon Island. The tests were mainly conducted 

in accordance with the ]apanese Industrial Standards for small clear specimens (JIS Z 2111-

2117). The general descriptions of test materials and test group are given in Table 1. The 

main results of the present tests may be summarized as follows : 

(1) The results of static bending test , compression parallel to grain test , tension parallel 

to grain test , partial compression perpendicular to grain test , hardness test and impact bending 

test of specimens at air dry condition are given in Table 2. The range of the apparent specific 
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gravity at test (moisture content=about 15.5%) is 0.62 to 0.82g/cm3 and the mean value is 0.73 

g/cm3 • 

(2) The relationship among the several mechanical properties are given in Table 3. The 

m巴an values of the specific strength (σmαr/Ru ， G�ezahl) are 16.1km for the modulus of rupture 

in static bending , 7.2 km for the maximum crushing strength in compression parallel to grain 

ancl 20.0 km for the maximum strength in tension parallel to grain , respectively. 
(3) The values of maximum strength to YOUNG's modulus (σmar/E) are 0.93X10-2 for 

static bending , 0.35X 10-2 for compression parallel to grain and 1.16X 10-2 for tension parallel 

to grain as. shown in Table 3. 

(4) The values of maximum crushing strength in compression parallel to grain to shearing 

strength along radial surface (σ ，/r:R) are about 3.9 ‘ and the values of maximum crushing strength 

to encl hardness (σ ， /Ii!) are about 94 as shown in Table 3. 

(5) The pair specimens belonging to VA-7 were tested at both air dry conclition ancl wet 

conclition. The result at air clry conclition are higher than those at wet condition except the 

value of absorbecl energy in impact bencling as shown in Table 4. The values ofσmax/ E at air 

clry conclition are higher than those at wet conclition , but the values of r:rlr:R and σ ， 1r:R are 

nearly equal as shown in Table 5. 

(6) Th巴 results of compression ancl tension perpenclicular to grain test at a叝 clry conclition 

are given in Table 6 今 ancl the comparison between the results at air dry conclition and those at 

wet condition are given in Table 7 , resp民tively.

( 7) The relationship between the position in cross section of the wet clisk and the values 

of YOUNG's modulus , maximum strength ancl σT/ET in tension along tangential axis are shown 

in Fig. 1, 2 ancl Table 10 , respectively. No clefinite relation clue to the clifference of position 

along raclius coulcl be cletectecl , but the values of YOUNG's moclulus ancl maximum strength 

clecreasecl somewhat in sapwoocl (position A). Furthermore , the results of specimens at position 
B in tension along raclial axis are given in Table 12. 

( 8) The comparisons of strength properties along three mutually perpenclicular axes of 

symmetry are given in Tables 8 ancl 9. The ratio L: R : T for YOUNG's moclulus are about 

100: 9.0 : 5.7 , the ratios for the stress at proportional limit in compression are about 100: 9.0 

: 6.7 , ancl the ratios for the maximum tensile strength are about 100: 8.8: 5.5. 

v. フィリピン産アピトン材の乾燥スケジューJレ

佐藤庄一(11

寺 沢 真 (2)

1.まえがき

入手したフィリピン産アピトン 10 本のうち， VA-L VAー7 ， VA-8 , VA-9 の 4 本につき，乾燥

性試験(乾燥速度の測定)と 1 吋厚材を対象とした人工乾燥スケジュール試験を 3 回行なったので，その

結果をとりまとめ報告する。

( 1 ) 木材部加工科乾燥研究室

(2) 木材部加工科長・農学博士
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、

試験に際し徹夜実験にご協力下された乾燥研究室長筒本卓造技官，同室員片岡 茂技官ならびに応用研

究室高橋武夫技官，試験材の製作にあたられた多田芳太郎技官に深く感謝する。

2. 試験材の木取りと供試材

選木した 4 丸太のうち VA-1 ， VAー7 の丸太につき長さ 90cm に玉切りし， Fig. 1 に示すように

だら挽きし， VA-8 , VA-9 の丸太については冒頭の Fig. 5, 6 に示すように，製材したものの中か

ら柾目および板目板を各 1 組ずつ選出した。これらの耳付き原板から，乾燥試験，人工乾燥スケジュール

劃験の板を Fig. 2-5 に示すように木取った。

なお， 1000C の急速乾燥試験材は，各丸太の木口から 30cm の円板を鋸断して，その円板の辺心材の境

より内方約 5cm の位置から，板目材をおのおの 2 枚ずつ木取りした。

試験材の大きさ，人工乾燥材の収縮率および小試験片による天然乾燥後に全乾とした収縮率の測定方

法ラ木取り方法，試験に使用した実験装置などは前報3) è 同様である。

3. 試験結果と考察

3-1.乾燥性試験

試験に供した 4 丸太の各木取り材番号と，その結果を Table 1 に示す。

Table 1 の結果によれば，丸太間の乾燥速度の関係、は，板目，柾目材とも VA-1 丸太が速くなってお

小
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Fig. 1 アピトン材の木取り図

Sawing method of Apitong logs (VA-l , VAー7).
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1先祖畠号: VA -1 [03 , 15) 
<VA-1-I5 についT は主主自の ul

lt 板番号: VA ー 1ωé，)

zJ;ぷ
1党抜丞号1':4 -7 (15, 18) 
(Vk7-18 につい 7 ロキJí!lのみ)

lt 恨晶号: V，~ -7 (13) 

Fig.2 乾燥性試験材の木取り

Cutting method of test pieces 

(VA-l, VAー7).

柾目

境抜書号 :VA-8-12
(IOcm x30cm の訊験村 l玄 2cm厚1

,..;. \，二日乾燥性訊験に侠用 l 

Fig. 4 乾燥性およびスケジュール試

験材の木取り

Cutting method of test pieces (V A -8). 

宅且目
挽板番号: VA -1 r -02 ,-04,-05 ¥ 

¥ -10，一11 ， -13 J 

提tR番号・ VA-7( -03, -04,-05 ¥ 
\-06 ,. -17 J 

, :王然乾1章正経T全~"す5
収縮宰.H11J ít 小!J\ I量Jt

. ;初期宮水車推定訊験It

十正日

、 2.7cm
1--

l 

1\'1.視畠号: VA-I(-08 , -09 "¥ 
ヤ071"1 a n }J. ノ

棟慢畠弓: VA-7(-09 ， -1 日， -11 ) 

Fig.3 スケジューyレ試験材の木取り

Cutting method of te;st pieces 

(VA-l, VA-7). 

宅正目
1兎板量生号: VA-9 -15 

(~~ :': ，1;，，':，，2J~'i軍 1t二Lr車E 燥住吉時験に使用/

Fig. 5 乾燥性およびスケジュール試験材の

木取り

Cutting method of test pieces (V A-9). 
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り， 4 丸太の乾燥速度は CVA-8 丸太は板目の試験材が無いので明らかではないが，柾目材の価から推

定して) VAー1>VA-8>VA-7孟VA-9 の順になっている。 また追柾材は VA-1 と VA-7 の丸

太以外に試験材は無いがラ両者でもやはり VA-1 丸太の方が速くなっている。このように丸太相互の乾

燥速度 C%/h) と各丸太の全乾容積重とを比較すると， 乾燥速度のおそい丸太材ほど大きな価を示して

Table 1. 各丸太の試験材番号および乾燥速度，収縮率，容積重

Number of test pieces and drying rate , shrinkage and apparent specific gravity of each log 

使試用験原材木お番よ号び 含縫水率10 減乾燥少速係度数 板柾目目材材比のと 全乾収縮率 C~の 全容積乾重木取り の乾

木|試験材 度 K IKの率 |厚原
(%/hr) (l/hr X 10-2) (板/柾〉 幅 さ (g /cm3) 

03ー 1 板目 0.15 3.0 9.72 4.47 0.66 

03-2 11 0.18 3.2 10.11 4.89 0.65 

15ー l 11 0.13 2.7 9.17 3.79 0.64 

平均 0.15 3.0 9.67 4.38 C.65 
1.67 

06a ーー l 柾目 0.10 1.8 4.39 10.64 0.69 

VA-l 06 b 一 l 1/ 0.12 1.8 4.39 10.98 0.67 

06b-2 1/ 0.11 1.8 4.23 10.59 0.64 

平均 0.11 1.8 4.34 10.74 C.67 

03b-1 追柾 0.17 3.6 8.06 6.15 0.61 

03b-2 // 0.17 3.6 7.83 5.93 0.61 

平均 0.17 3.6 7.94 6.04 0.61 

15-1 板目 0.10 2.2 11.12 6.61 0.78 

15-2 F 0.10 2.2 10.17 6.93 0.77 

18ー l // 0.13 3.2 8.50 4.35 0.64 

18-2 1/ 0.15 3.2 8.22 4.73 0.65 

平均 0.12 2.7 
1.72 

9.50 5.66 0.71 

VA-7 
13a-2 柾目 0.08 1.7 6.67 9.60 0.72 

13b-1 dグ 0.07 1.5 7.11 11.29 0.75 

13b-2 F 0.05 1.6 6.83 11.51 0.76 

平均 0.07 1.6 6.90 10.80 0.74 

15 a ー l 追柾 0.08 2.1 7.00 8.15 0.72 

15a-2 // 0.08 2.1 6.67 8.23 0.72 

平均 0.C8 2.1 6.84 8.19 0.72 

12ー l 柾目 0.09 1.5 6.83 13.67 0.70 

VA-8 12-4 1/ 0.09 1.5 6.61 13.07 0.70 

平均 0.09 1.5 6.72 13.37 0.70 

板目 0.13 2.6 11.50 5.32 0.71 

08a-2 // 0.13 2.8 12.00 5.54 0.72 

平均 0.13 2.7 11.75 5.43 0.72 
VA-9 1.93 

15 a ー I 柾目 0.05 1.4 6.33 15.06 0.71 

15a-2 // 0.05 1.4 6.33 15.61 0.73 

平均 0.05 1.4 6.33 15.33 0.72 

注:試験材寸法はすべて厚さ 2cm‘幅 10cm，長さ 30cm である。
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いる。

次に板目，柾目材の木取り別に.求めた乾燥速度の価を丸太聞で比較すると，板目材よりも柾目材の方

が丸太聞の差が大きく現われており.この関係は後出の人工乾燥スケジューノレ試験にもみられる。

木取り位置と乾燥速度との関係を. VAー7 丸太の板目材について外周部から木取った試験材 (VA-7

18ーし VA-7-18-2) と，樹心と周辺との中央部位置から木取った試験材 (VAー7-15-1， VA-7 

-15ーのとを比較すると，外周部試験材の方がいずれも乾燥速度の価が大きくなっている。これに関連

して VAーl 丸太にみられる傾向としては.同一原板から木取った板目材 (VA-1-03) と追柾材 (VA

-1ー03 b) とで，周辺部に近い位置にある追柾材の方が，板目材よりも乾燥速度の価が大きくなってい

る。 これらの傾向を VA-8. VA-9 の丸太材について調べることは，試験材の採取方法が系統的でな

いので不可能であるが司 VA-1 , VA-7 丸太材の結果から，さきの北ボ/レネオ産カプール材2九カリマ

ンタン産クノレイン材3) と同じ特性を， このアピトン材も有しているものと考えられる。

各丸太とも板目，柾目の木取り別ではいずれも板目材の方が乾燥速度の価が大きく，一般温帯産広葉樹

と同じ傾向にあるが，丸太別には VA-9 丸太の板目と柾目材の比率がいちばん大きくなっている。

3-2. 1000 C の急速乾燥試験

厚さ 2cm，幅 10cm ，長さ 20cm の板目材を各丸太から 2 枚ずつ木取り，両面をプレーナー仕上げし

て， 1000C の乾燥器で急速に乾燥した際の欠点の程度，および推定された乾燥条件などを Table 2 に示

す。なお試験材番号は各丸太とも樹心{目11の板を A，外周部の板を B とした。

これらの結果から概略的ながら次のことがらが推定された。

1) 乾燥の初期割れは VA-7 丸太が最も少なく，他の丸太は大略似ている。

2) 内部割れの発生は VA-1 丸太が少なく.他の丸太は大略似ている。

3) 狂いは VA-8 丸太が最も大きく，ついで VA-9>VA-7=VA-1 の)1頂である。

4) 乾燥時間は VA-1 丸太がいちばん短く，他の丸太は大略似ている。

Table 2. 1∞。Cの急速乾燥試験結果

Result of quick drying test at 100"C 

原び醐木試験お材よ 作'cm)1 邸時語|部 1 ち〕乾物里1'7J期23問
23.5 I 50 

15 I 5 I 5 I 3 |“・ 2 I 23.5 I 50 3.6 I 77 7.2 

14 I 2 I 

6r801255i45| 
7 I 5.5 I 69.0 I 23.0 I 46.5 

25I70l 叶
2.7 1 70.5 1 9.4 

11 I 4 I 

~ 1 :.51 叶 1951465|
8 1 6 1 72.5 1 22.0 1 45 

27I705| 
2.5 1 70 9.95 

5 
: 1 :.51 叶 ω0148| 301711  

15 I 5 5 I 5.5 I 64.4 I 18.5 I 46.5 2.5 1 70.5 9.45 

2.0 

1.4 

1.0 

2.5 

9.0 

8.0 

4.0 

3.0 

注.初期割れ今乾燥後の断面の糸巻状の変形は，その程度を多くの樹種につき検討し.少ないも

のから多いものまでにつき 1-8 に分類し，内部割れも同様にして 1 -6 までに分類し.そ

の標示法にしたがってアピトン材についての結果を示したもの。
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この結果から 4 丸太すべての試験材に大略共用されると考えられるスケジュールは.初期および終末時

における最もゆるい条件，すなわち初期温度 450C，乾湿球温度差 2.50C，終末温度 700C となる。 これ

を第 1 回の人工乾燥スケジューノレ試験を行なう際の参考条件とした。

3-3. 人工乾燥スケジュール試験

この試験は 1 吋厚材を対象にして，初期蒸煮や温湿度条件を変えた 3 回の試験を行ない，その際に生じ

やすい損傷の種類，程度，初期および中間蒸煮の効果，乾燥時間などを調べ，その結果にもとづいて実際

に板を乾燥する際の要点とスケジュー/レを検討した。

3 回の試験のうち第1， 2 回試験は，類似の温湿度条件で乾燥し，前者については無処理 (VA-8 丸

太の試験材のみ中間蒸煮した〕とし，後者については全部の試験材を初期蒸煮 (1000C ， 1 時間〕して，

蒸煮による乾燥時間の短縮割合を主として調べたものである。なお，蒸煮の効果を調べるにあたり，従来

の試験では無処理および初期蒸煮材を同一室内で乾燥したが，今回の試験においては.両者を別々の室内

で乾燥し，特に含水率と温湿度条件が両者で一定になるようにして乾燥した。したがって初期蒸煮による

乾燥時間の短縮割合が，今までの試験よりも大きくなる可能性が多い。第 3 回試験はさきの 2 回の試験を

検討して，いくぶん強い条件で乾燥し VAー7 ， VA-8 , VA-9 丸太については.使用した各 2 枚の柾

目材のうち 1 枚ずつを中間蒸煮 (1000C. 1 時間，含水率 40-45%) した。 3 回の試験でìP-lj定，観察した

項目は次のとおりである。

1) 板目，柾目材の乾燥経過および乾燥時間。

2) 初期および中間蒸煮の効果。

3) 乾燥経過中の板目材の割れ，柾目材の落込み。

4) 試験材の形状と狂い，割れの発生程度。

5) 板目，柾目材の幅および厚さの全乾収縮率。

6) 天然乾燥材と人工乾燥材との収縮率の比較。

各試験の初期乾湿球温度と終末温度守使用した試験材番号および試験材の形状などを一括して Table 3 

に示す。

a 乾燥時間について

第 1 ， 2 回試験の無処理および初期蒸煮した各試験材の乾燥経過を Fig; 6-9 に示し，第 3 回試験の

乾燥経過を Fig. 10司 11 に示す。これらの図から含水率 60% から 10% まで乾燥するに要する時間を求

めると Table 4 となる。それによると第 l 回試験の板目材には， VA-8 丸太を除く 3 丸太間にそれほど

差は無く，ほぼ同じような乾燥時間となっている η 一方柾目材の場合は， VA-1 丸太材が VA-8 丸太

材を除く他の丸太材よりも短い時間で乾燥していて，これはさきの乾燥性試験の結果と一致している。

次に初期蒸煮した試験材と無処理材との乾燥時間を τ 第1， 2 回試験で比較するとラ各丸太材とも蒸煮

の効果が認められ，総体的に類似した位置から木取った板目材では 27-309ム 柾目材では ~5-30% の範

囲で無処理材よりも乾燥時間が包縮している。との短縮割合の価は，今までに試験したカリマンタン産ク

ルイン材3)や， カンボジア産チュテール材ρよりもいくぶん多いように思われるが， これはさきの試験の

方法で述べたように，今回の試験は無処理，初期蒸煮材に対しおのおの正確に含水率スケジュールを別々

の乾燥室で与えたためと考えられる。

木取り別には，各丸太とも板目材の方が柾目材よりも速く乾燥していてラこのことから蒸煮による乾燥
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Table 3. 各試験の乾燥条件と試験材番号

Drying conditions and number of test pieces 

初期条件 供試材番号と節，入皮などの有無

試の順験番 乾球吋球温度終末温度 原木番号 ~ill 考
板 目 柾 目

(OC) I (OC) (OC) 

VA-1 \吋刊に…節有り|叩 なし
13 なし 09 a 11 

なし なし 11 

第 l 回 45 42 75 17 ノグ lOa 11 11 

し 112-1 交錯木理有り |中間蒸煮
V A-91 08-2 径 2cm の節有り |無処理

102 中な央 し 08b なし 初期蒸煮
VAー 1105 板 に 8cm の節有り 09b 11 11 

10 なし 1/ 

第 2 回 45 42 75 なし l 川材面に入皮有~ ¥ 1/ 

06 径 3cm の節有り 10 b グ 11 

112-2 交錯木理有り 11 

VA- 9 1 08-3 なし 1/ 

なし l 07a 盟EFKmの|無処理
な し |lla なし11 b グ 中間蒸煮

第 3 回 50 46 75 

V A  BiOHF山cm の節 |12-3 ゃにっぽ有り
| 無中間処蒸理煮り 12-4 なし

VA一 9 1 
08-4 材有面に径 2cm の節|| 15-3 な しり 15-4 グ

注:試験材寸法はすべて厚さ 2.7cm，幅 20cmヲ長さ 60cm であるつ

自白
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手
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温 30
F 

:s 20 

10 

。。

む B. T.
N0.17A I尻目(罰処理)

十
一
一
一
一
…

80 100 120 140 160 180 200 220 240 260 2BO(hcl 

2 5 4 乾長問 6簡
8 ~一一羽 /1 /2(day) 

Fig.6 アピトン材の乾燥経過(第 1 回試験)

Drying process of Apitong (1st test). 
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Fig. 7 アピトン材の乾燥経過(第 1 回試験)

Drying process of Apitong (1st test). 
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Fig. 8 アピトン材の乾燥経過(第 2 回試験)

Drying process of Apitong (2nd test). 

百 9 (day) 

時間の短縮割合が.板目，征目の木取りにはあまり関係なく，ほぼ同じような価になっているので，この

アピトン材の初期蒸煮は，乾燥のおそい柾目材には特に有効である。

次に乾燥条件を強くした第 3 回試験については，第 1 回試験と比較して中間蒸煮した試験材は明らかに

速くなっているが.他の試験材についてはラ多少乾燥時聞が短縮しているもの，時聞が延長しているもの

があり.その関係は不明で乾燥条件を強くしたわりには，総体的に乾燥時間の短縮は認められない。この

原因については，乾燥初期の温度差を大きくすると，初期の乾燥経過は速くなるが，次後の乾燥がおそく
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NO.VA 柾目(初期莱乗) D.Bヱ

W.B.T. 

白 B. 丈一 W.B. T.
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乾燥鴎周

Fig. 9 アピトン材の乾燥経過(第 2 回試験)

Drying process of Apitong (2nd test). 

--1-11 
~ー 7-05
~8ーの -4
~ト- 9~08-4 

NO.VA キ且目(無処 l里)
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乾燥時閉

Fig. 10 アピトン材の乾燥経過(第 3 回試験〉

Drying process of Apitong (3rd test). 

なるものと考えられる。

b) 割れ，狂い.落込みについて

各試験材の初期割れ，乾燥終了時の狂い，落込みなどにつき，測定.観察した結果を一括して Table 5 

に示す。

割れに関して試験した供試材のうち，無欠点材については 3 回の試験とも割れは認められず，初期割れ
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NO.VA 柾目
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一司ーー 7-11"
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Fig. 11 アピトン材の乾燥経過(第 3 回試験〉

Drying process of Apitong (3rd test). 

が生じた試験材は，いずれも節，入皮などを含む欠点材で，その発生状態は，節部の周辺に長さ 1 cm 程

度の割れが 2-4 本生じていた。なお， Table 5 に示した VA-7-09 b , VA-9司15-1 の両柾目材につい

ての割れは生材時の割れが，乾燥により広がったものである。このことから節，入皮などの欠点を含まな

い板については，初期温度差を 40C 程度で乾燥しても割れは生じないと考えられる。また初期あるいは中

間蒸煮を行なってもこの木材については，割れの危険性は少ないと考えられる。

1王し、については，乾燥終了時に試験材の一方の木口面を平面上におさえた時の，反対側の木口面のもち

あがった距離を測定したものであるが， 第 2 回試験の VA-l， VAー7 丸太の板目， 柾目材に大きく認

められた。このことは供試材の特性差にもよるが，蒸煮処理により板が狂いやすくなったものと考えられ

る。

落込みについては，各丸太の征目材に生じていたが，丸太によって発生状態が異なり VA-8 丸太材

が特に激しく交錯木理にそって落ち込み，ちょうど洗濯板のような状態であった。 VA-9 の丸太材は樹

心側に多く生じ， VA- l, VAー7 の丸太材は， これらと比較して少なく， ほとんど感じない程度であ

る。

c) 収縮率について

人工乾燥した各試験材の幅，厚さの乾燥終了時および全乾時の収縮率を Table 6 に示す。またラ スケ

ジューノレ試験材を木取る際ラその両端から取った小試片を室内に平衡に達するまで天然乾燥し.全乾とし

た時の幅ヲ厚さの収縮率を Table 7 に示す。

この表から第 1 ， 2 回試験に供した 4 丸太の柾目材の接線方向(厚さ)につき，人工乾燥材と天然乾燥

をへて全乾にした小試片の収縮率を，樹幹内の位置で示すと Fig. 12-14 のようになる。それによると，

各丸太とも天然乾燥材よりも，人工乾燥材の方が収縮率の価が大きくなっている。また，人工乾燥材だけ

についてみると，初期蒸煮した試験材の方が無処理材よりもさらに収縮率が増大している。一方，温湿度
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Table 4. 各試験材の乾燥時間

Drying times of test pieces 

A
q
 

| 原木および試験材番号
試験の順番 I I 木取り

i 原 木|試験材
初期含水率 | 乾燥時間ρ| 備 考

(%) I (hr) 

VA-l 

04 

13 

08 a 

09a 

板目

// 

柾目

// 

60.8 

65.8 

65.4 

65.0 

220 

218 

251 

247 

無処理

// 

// 

// 

第 l 回 I VA-7 

04 

17 

09a 

10a 

板目

// 

柾目

// 

03-2 

12-1 

08-2 

15-1 

板
柾
日
川

叶
日
叶
引

67.0 

69.4 

65.6 

66.8 

68.2 

73.4 

62.5 

67.4 

223 

219 

273 

287 

// 

// 

// 

// 

223 

240 

中間蒸煮

// 

220 

280 

無処理

グ

第 2 回

第 3 回

VAー l

02 

05 

10 

08 b 

09b 

板目

// 

// 

柾目

// 

63.4 

59.4 

62.0 

63.6 

62.6 

148 

154 

155 

180 

173 

初期蒸煮

03 

06 

09b 

10b 

03-3 

12-2 

08-3 

15-2 

11 

07 a 

05 

03-4 

12-3 

12-4 

08-4 

15-3 

15-4 

板目

// 

柾目

，グ

q
u
'
h
u
 

l

l

 

-

-

板
柾
日
川
門
同
川
山
一
板
柾

引
u
h一
引u
h司
u
h

65.7 

66.4 

66.2 

65.1 

67.7 

73.8 

62.6 

67.0 

64.1 

64.1 

68.0 

66.0 

65.6 

68.5 

71.2 

73.1 

64.1 

67.1 

68.5 

// 

// 

// 

// 

目

目

H 

板目

柾目

// 

板目

柾目

F 

注: 1) の乾燥時間は含水率 60% から 10% まで乾燥するに要する時間

VA-7 

ζぺ
VA-7 

VA-8 

VA-9 

1

2

3

9

 

ぷ
U
7
J
n
u
n
u

'
i
t
i

勺
J
h
勺
4

// 

// 

// 

// 

173 

194 

// 

// 

158 

196 

// 

// 

200 

249 

理処

N
H

鉱
山

213 

273 

246 

// 

// 

中間蒸煮

日江Jl.I!

l F 中間蒸煮

無処理

233 

253 

223 

円
U

つ
d

円
U

0

8

5

 

n
J
L
内J
ム
内
ノ
ム

// 

中間蒸煮
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順試験番の
番 号

原 木|試験材
04 

VA-1 
13 

08 a 

09a 

04 

17 
第 l 回 VA--7 

09a 

10a 

03-2 

12-1 

08-2 

15-1 

02 

05 

VAー l 10 

08b 

09b 

03 

第 2 回 VA-7 
06 

09b 

IOb 

03-3 

12-2 

08-3 

15-2 

11 

07 a 

05 

VA-7 11 a 

11 b 

第 3 回 03-4 

VA-8 12-3 

12-4 

08-4 

VA-9 15-3 

15-4 

林業試験場研究報告第 208 号

Table 5. 各試験材の乾燥による損傷

Drying defects on test pieces 

害1J れ 乾 燥 終 了 日寺
木取り

Cup (mm)! 落込み!ね(mじれm) 初 期

板 目 節 部 5.0-6.0 な し

// な し 2.5-3.0 // 

柾 目 // 有り(少) // 

// // 有り (>8 a) // 

板 目 な し 2.0-2.5 な し

// // 0-2.0 。

柾 目 面審j(4cm) 有り (>10 a) // 

// な し 有り(樹心) // 

目グ
し |lM5|-105~20

一一 有り(全面)な し

目 I~ 節部1cm|lMOl - !な し
目側面広がる 一一 有り(ひどい〕 グ

キ反 目 な し 3.5-4.5 9 

グ 節と周辺 6.0-6.5 節部にやや有り 9 

H な し 5.0-6.0 6 

柾 目 // 11樹交そ心錯っ側木てに理有有にりり な し

p F // 

板 目 な し 1.5-2.5 10 

// 節 部 3.5-5.0 2 

柾 目 な し 線状に 6 

// 木口両面 樹心側有り 6 

目グ
し !lMO|-12

一一 有 りなし

3.0 

目側

つな し|… 1 1'î-~ I なし目側面の節部 一一 有 り グ

キ反 目 な し 3.0-4.5 な し

柾 目 // 樹心側有り グ

1/ // な し

板 目 小節部 1.5-2.2 な し

柾 目 ゃにっぽ 全面に有り 1/ 

// な し 有 り // 

キ反 目 小節部 2.0 な し

柾 目 な し 樹心側有り // 

// // 樹心側有り // 

備 考

無処理
。

// 

// 

// 

// 

// 

// 

中間蒸煮

// 

無処理

// 

初期蒸煮

// 

// 

// 

1/ 

H 

// 

// 

// 

// 

// 

F 

// 

無処理
// 

Jグ

1/ 

|中間蒸煮

無処理

// 

中間蒸煮

無処理
// 

中間蒸煮
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Table 6. 各試験材の含水率と収縮率

Moisture content and shrinkage of test pieces 

試験
原木お番よび
試験材号 含水率(%) 収 縮 率 (0/0)

木取り 終 全 乾 備考
の順番 原

幅 幅 !享 支

04 板目 60.8 4.2 10.53 5.39 11.58 5.87 無処理

13 // 65.8 5.0 9.53 4.11 10.64 4.85 // 

VA-l 
柾目08 a 65.4 6.5 3.31 12.97 4.64 14.63 // 

09 a // 65.0 5.9 5.86 11.42 7.20 12.41 // 

04 板目 67.0 6.2 10.92 7.26 12.34 8.57 // 

17 // 69.4 5.9 9.45 7.05 10.91 8.59 // 

第 l 回 VA-7 
柾目09 a 65.6 8.6 5.89 10.62 7.60 16.34 // 

lOa H 66.8 10.5 4.44 13.22 6.67 17.01 // 

一 |032| 板目 16821 11.72 中間蒸煮

12-1 柾目 73.4 7.7 7.22 17.62 9.11 19.49 // 

A91082| 板目 |625| 7.26 無処理

15-1 柾目 67.4 9.5 5.03 16.15 6.89 19.51 グ

02 板目 63.4 5.5 12.53 6.16 14.22 6.49 初期蒸煮

05 // 56.9 5.5 9.73 7.34 11.39 7.56 // 

VA-I 10 // 62.0 6.2 10.22 7.08 11.70 8.79 // 

08 b 柾目 63.6 5.2 5.86 14.02 6.78 16.40 // 

09b // 62.3 4.6 6.14 14.80 6.92 15.82 // 

03 板目 65.7 7.2 10.97 8.35 12.77 9.83 // 

第 2 回 06 // 66.4 9.4 12.22 11.77 14.96 14.30 // 

VA-7 
09b 柾目 66.2 8.2 5.69 14.73 7.61 17.70 // 

IOb H 65.1 8.6 6.58 16.15 8.14 18.79 // 

ベ 033| 板目 |677| 14.48 // 

12-2 柾目 73.8 8.0 8.03 20.24 9.86 22.12 // 

A910Ml 板目 |626| 9.42 // 

15-2 I t正目 67.0 7.9 6.81 19.19 7.5 21.91 // 

1 ~~ a 1 板目 16411 10.4 6.52 無処理
V A-1 I 07 a 柾目 64.1 5.8 4.17 14.50 5.0 16.06 // 

05 板目 68.0 6.9 11.53 8.94 10.61 // 

VA-7 11 a 柾目 66.0 8.5 5.39 14.97 7.11 17.81 // 

11 b // 65.6 6.6 5.83 15.44 7.11 17.50 中間蒸煮

第 3 回 03-4 板目 68.5 8.3 10.37 10.95 12.67 13.62 無処理

VA-8 12-3 柾目 71.2 6.8 6.81 20.12 8.33 22.14 // 

12-4 // 73.1 6.0 7.61 19.39 9.03 21.39 中間蒸煮

08-4 板目 64.1 5.9 11.70 6.10 13.40 7.36 無処理

VA-9 15-3 柾目 67.1 9.3 6.00 20.01 8.26 23.13 // 

15-4 // 68.5 7.4 6.28 19.43 8. II 21.84 中間蒸煮
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Table 7. 天然乾燥後に全乾とした時の各試験片の収縮率

Shrinkage of test pieces from green to 6ven dry in the case of air seasoned material 

番 号 気 乾 日寺 全 乾 時

木取り 収 縮 率(%) 収 縮 率(%)

原 含水率
|厚 |厚(%) 中高 さ 幅 さ

02 板 日 15.8 5.45 1.83 10.23 4.21 
04 // 16.0 5.08 1.95 9.90 4.58 
05 // 16.1 4.46 2.55 8.96 5.60 
10 // 15.5 2.75 5.73 
11 // 15.7 4.54 2.23 9.11 5.15 
13 // 15.7 4.15 1.81 8.48 4.34 

VA一 l
平均 15.8 4.74 2.19 9.34 4.94 

07 a tiE 目 16.0 1.64 5.70 4.07 10.58 
08 a // 16.0 2.11 5.38 4.74 9.96 
08 b // 15.9 1. 90 5.66 4.40 10.50 
09 a y 15.8 2.86 4.88 6.06 9.13 
09b // 15.7 2.25 5.42 4.99 10.09 

平均 15.9 2.15 5.40 4.85 10.05 

03 板 日 15.6 5.73 3.13 10.23 5.94 
04 // 16.1 5.96 3.35 10.66 6.47 
05 // 15.8 6.87 3.65 11.64 6.80 
06 // 16.0 6.77 4.32 15.05 7.51 
17 // 16.1 4.89 2.96 9.47 5.97 

平均 15.9 6.04 3.48 11.40 6.54 

VA-7 
09 a 柾 目 3.42 6.34 6.82 11.02 
09b // 15.5 2.64 5.69 5.65 10.46 
lOa // 15.9 2.65 6.18 5.65 10.95 
IOb // 16.0 3.06 6.57 6.27 11.42 

// 15.6 2.95 6.16 5.61 10.91 
11 b // 16.2 3.11 6.75 6.28 11.58 

平均 15.9 2.97 6.28 6.05 11.06 

03 “ 2 板 目 15.2 6.64 4.41 13.10 7.46 
03-3 // 15.2 6.43 4.27 13.34 7.23 
03-4 。 15.2 6.43 4.15 10.54 7.03 

平均 15.2 6.50 4.28 12.33 7.24 

VA-8 
12-1 柾ー 目 14.3 3.85 8.14 6.70 12.30 
12-2 // 14.6 3.91 8.42 6.75 12.55 
12-3 p 14.6 4.07 8.65 6.93 12.88 
12-4 y 14.7 4.22 8.89 7.13 13.14 

平均 14.6 4.01 日 .53 6.88 12.72 

08-2 板 目 14.3 7.37 3.32 12.24 6.37 
08-3 // 14.3 7.36 3.23 12.30 6.27 
08-4 // 14.5 7.11 3.17 11.96 6.17 

平均 14.4 3.24 12.17 6.27 

VA-9 
15-1 柾 目 14.5 3.20 8.84 5.94 13.75 
15-2 // 14.5 3.32 9.20 6.27 14.57 
15-3 // 14.6 3.48 10.19 6.56 15.19 
15-4 // 3.55 10.82 6.61 15.41 

平均 14.5 3.39 9.76 6.35 14.73 
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Fig. 13 樹心からのへだたりによる収縮率の差異

Transversal distribution of shrinkage in relation to 

relative distance from pith (V Aー7).

•• 
樹!日かう刀距随 (cm)

条件の異なる第 1 ， 3 回試験の収縮率を無処理材につき Table 6 に示す全乾時の価で比較すると，乾燥

条件の強い第 3 回試験の方が，各丸太とも大きな価になっている。

また，さきの樹幹内の位置で示した収縮率の図から.次のような傾向が認められた。すなわち，

i) VA-1 丸太材は樹心から外周に向かつて比較的安定した収縮率を示し ii) VAー7. VA-8 , 

VA-9 丸太材は今樹心から外周に向かつて収縮率が低減する。
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Fig. 14 樹心からのへだたりによる収縮率の差異

Transversal distribution of shrinkage in relation to 

relative distance from pith (VA-8 , VA-9). 

このような関係は単に柾目材・だけにかぎらず，類似の位置から木取った板目材についても Table ふ 7

に示す価を検討すると，同じような傾向を示しているので，試験したアピトン材も一般の Diþterocar�us 

類と同様に加熱や蒸煮により収縮率が増す性質があり，ことに ii) の傾向を持つ原木は，人工乾燥に際し

木取りには関係なし厚さ方向の収縮率が樹心{lIjJほど大きくなり，柾目材の場合，樹心側の厚さ減りが増

す傾向にある。

このような現象を示す木材は先のボノレネオ産カプール材2九 カリマンタン産クノレイン材3)にもみられ

Dryobalanoρs ， Dzρterocaゆus に属する木材の一般的性質と考えられる。

丸太別には VA-9 丸太の板目，柾目材とも接線方向の収縮率が他の丸太材よりも大きな価を示し

VA-8 丸太は板目材の半径方向(厚さ)の収縮率が， 人工乾燥によりいちじるしく増加している。また

VA-1 丸太の試験材は， 試験した 4 丸太のなかで比較的収縮率は少ないが，さきのカンボジア産チュテ

ーノレ材1) よりもやや大きくなっている。

d) 初期蒸煮について

初期蒸煮を行なうと乾燥時聞が短縮することは先に述べた。ただし蒸煮により収縮率が増加し，また狂

いが生ずる危険があるため，このアピトン材についてはなるべく初期蒸煮をさけ，中間蒸煮を行なった方

が得策と考えられる。なお，との場合の終末温度は， 70-720C にとどめることが望まれるコ

e) 供試アピトン材の適正乾燥スケジュー1レと乾燥時間

以上 1 吋厚材を対象にした 3 回の人工乾燥スケジュー/レ試験から，このフィリピン産アピトン材の乾燥

スケジューノレを考えると，蒸煮の有無には関係なし初期筈IJれの点からみて無欠点材の場合は，初期温度

500C，乾湿球温度差 40C まで許容されるものと思われるが，さきの試験で明らかにされたように，初期条



Table H. アピトン，チュテーノレ，クノレイン材の乾燥条件，乾燥時間および蒸煮による性質一覧表

Drying conditions , drying tin国s and property changes by steaming of Apitong , Keruing , and Chhoeuteal woods 

2期誇高持品|整問|醐時現ft判号制 乾燥条l{斗
比(生-10%ま|妻;;114吉長両F孟|葉燥円初 期|終末

での野生 |適 | 板/t正 昨日ぺ腎 I~啄|忠

一一二工戸 1 @ 1一①|①い|在日以5.4% 1 舶にo.72f 要 IF雲 31~ 1 10 1 1 一一
VA-71 @ 1 ⑦ |(~(| ① 1 @ I 板目ぉ.~r~， I 板目~.~~ I j要|無処理~.~? I 

| I ~ I 甲 I ~ I ~ I 柾目 6-14% I 柾目 0.73 I 究 l 蒸煮 0.81 I 

竺エ|州① 1 - 1 GD 1 間協 |間二(要|丹市~I
一 竺ゴ 1 GD| ①|土|一一二J11ER--jj;笠一一回目し|当時 ;:2|12

カンボジア I I I I I +t:: 1=1 . ~nl I +t:: 1=1 ~ ~. I I 'mo<n -r", ~ n~ I I lT A ーパ I ~ I ~ I ~ I ~ I 板目 10% I 板目 0.94 I iHf I 無処理 0.80 I 

産チュテー|日一川 ① | ① |① (| ③ |柾目 20% |柾目 093 |要|蒸煮 Ml|
サ一/ルレ I I I I I 'UL R ..v IV I 'lL H V. 7v  I I f-ff' ",. V. U' I 

7γノパξ叶 I[@時③一叶ペ ④ |い⑤ |同@ ①叶| ③ |卜トω肘山O加0-2叫叫2.チユテ一| I I | I I I 

日ー 1 1 ⑦|①同 1 -1  @ 1 板目 18 切 間竺 [不適|二 112 I 司王l~
一一一一丘三 I_@-~|門司- 1 @ 1 儲紙 lN~093戸師五日ι~J_~o_
注 :0内の数字の大きいものほどはげしい。

断面の変形…・・・乾燥後板の中央部が凹み断面が糸巻状になること。

節部の狂い……節の周囲の組織が乾燥の際つぶれ，そのために狂いを生ずること。

*1 の乾燥l時間比はアピトンとチュテーノレ，ク/レイン材どで試験方法が異なり，前者(アピトン材)のみが無処理，初期蒸煮材を別々の室内で乾燥し，

含水率と温湿度条件との関係が一定になるようにして乾燥したため，後者よりも比率が大きくなっている。
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率
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件を強くして初期の乾燥経過を速くしても，最終的には乾燥時聞が

長くかかるため，初期温度 450C，乾湿球温度差 30C とし途中の

混湿度条件は第 1 回試験よりも早目に変え，中間蒸煮を行ない，終

末温度を 720C とした Fig. 15 に示すスケジュー1レが適当と考えら

れる。コントロー/レ サムフりレは乾燥のおそい柾目材とし乾燥日

数は第 l 回試験で得た乾燥時聞から，途中の条件変化の修正とさら

に中間蒸煮による乾燥速度の増大などによる時間短縮割合を 20%

と考え.実験室的には生から含水率 10% まで乾燥するのに 8.5-

10 日と推定される。 この推定された日数から実際の工場規模の乾

燥日数を考えると，被乾燥材，乾燥室内のムラなどによる乾燥時間

の延長を考慮 L ， このアピトン u寸厚材は含水率 10% までの人工

乾燥に， 10-12 日はかかると考えられる。

最後に試験した結果をカンボジア産チュテーノレ材13 ， カリマンタ

ン産クノレイン材3)など同属の木材と比較した乾燥時間，蒸煮の効果，

乾燥条件などをまとめて Table 8 に示す。

4. あとがき

フィリピン産アピトン材について乾燥性試験と 1 吋厚材の人工乾

燥スケジューノレ試験を行ない，その結果にもとづいて適当と思われ

るスケジューノレと乾燥に際しての要点を示した。

試験に供した 4 本の丸太を比較検討した結果，乾燥速度，収縮

率，狂いについて各丸太聞に相違が認められた。

また全体的にみて，柾目材の乾燥が板目材に比べて悪く，蒸煮に

よる収縮率の増大がみられた。

これらの結果は，さきに行なった同属の木材と似た傾向を示しているが司このフィリピン産アピトン材

は，カンボジア産チュテーノレ材，カリマンタン産クノレイン材よりも乾燥しやすい木材であるといえよう ο
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(R駸um�) 

This test has been carried out 10 clarify the drying characteristics of Apitong woods grown 

in the Philippines , and then to determine the suitable drying schedules for them. 
The suitable drying schedules of one inch boards obtained by repeated drying tests are 

summarized in Fig. 15. 

v1.フィリピン産アピトン材と 2 ， 3 のフタパガキ科

木材の丸ノコによる被削性

(南洋材の丸ノコによる被削性試験 2)

1.まえがき

山口喜弥太(1)

青山経雄(2)

本試験は当場木材部でおこなっている南洋材の性質に関する試験の一環として， 前報討にひきつづき，

2-3 のフタパガキ科木材の丸ノコによる被削性を検討したものである。

2. 供試材料および試験方法

2-1.供試材料

試験に供した材料は北ボルネオ産カプーノレ3 個体，カリマンタン産クノレイン 3 個体，フィリピン産アピ

トン l 個体および比較のためレッドラワン 1 個体の合計 4 樹種 8 個体である。これらの原木番号はTable

l のようで，その形質については他の報告を参照されたい山川5)。試験片の採材寸法ならびに測定法等は

前報。の要領にしたがったが句 レッド ラワン材は材料の関係で柾目木取りのものを用いた。

試験材はいずれも気乾状態で句その切削時の含水率と材料の気乾容積重は Table 2 のようである。

2-2. 試験方法

試験方法等は前報.)の結果と比較する意味もあって， まっ

たく同一方法によった、すなわち，供試丸ノコとして切削抵

抗試験には超硬チッフ.丸ノコを，ノコ摩耗試験には普通丸ノ

コを用いた。これら丸ノコの材質や歯型要素を Table 3, 4 

に示した。また切削抵抗の測定は丸ノコ軸にト lレクメーター

を取りつけ，切削トルクをスリップリングによって取り出

し，歪計によって測定し，また増幅してぺン書きオッシログ

ラフによって記録させる方法によった。ノコ歯の摩耗はひき

材長 0， 5, 10, 20 , 30, 40, 50rn の各時点におけるアサリ

の出をダイヤノレゲージで測定し，その減少量によって示すこ

(1) 木材部加工科製材研究室

(2) 元木材部加工科製材研究室・現東京教育大学農学部

Table 1. 供試材原木番号

:'vfar k of test log 

Cornrnercial narne I Mark of log 

Kapur 1ITA-4 

// 1ITA-5 

// 1ITA-6 

Keruing IVA-l 

// IVA-2 

グ IVA-4 

Apitong VA-9 

Red lauan 



-150 ー 林業献験場研究報告第 208 号

Table 2. 供試材料の気乾容積重と誤験時含水率

Apparent specific gravity and rr.oisture content of test piece 

切削抵抗試験
現地名 寸主t 名

Culting force test 

Commercial Botanical name い
name log 

γ。 M

g /cm3 うも
Dryobalanops sp. 0.59 14.4 Kapur illA-4 (0.57-0.62) (14.1-14.8) 

illA-5 0.65 16.3 
H // 

(0.63-0.66) (15.8-16.7) 

illA-6 0.60 15.6 
// // 

(0.58-0.61) (15.1-16.1) 

0.81 14.7 Keruing Diplerocaゆus spp. 百A-l
(0.78-0.83) (14.3-15.4) 

IVA-2 0.72 14.7 
パグ // 

(0.68-0.76) (14.2-15.2) 

百A-4
0.66 13.8 

// // 
(0.64-0.67) (13.2-14.7) 

Dipteγoca~争us
VA-9 0.80 14.9 Apitong gγalldiflorus (0.78-0.82) (14.3-15.2) 

Shorea 0.63 13.4 Red lauan negrosellslS (0.59-0.69) (11.5-15.1) 

(Note) 九: Apparent specific gravity in air dry (g/cmり.

丸 ノ
Saw 

u : Moisture content at test. 

Table 3. 供試丸ノコ

Circular saw for test 

コ | ノコ歯材質 | 
IMaterial of saw toothl 

切削抵抗試験用|超硬合金 Hl
Cutting force test I Tungsten carbide 

ノコ歯摩耗試験用 |工具鋼 SK5 
Blunting test Tool steel 

Table 4. 供試丸ノコ歯型

Saw tooth 

ノコ歯摩耗試験
Saw tooth blunting test 

気乾f積重|含?率
g /cm3 

0.56 
(0.53-0.59) 

0.61 
(0.58-0.63) 

0.57 
(0.56-0.60) 

0.86 
(0.78-0.91) 

0.78 
(0.74-0.84) 

0.71 
(0.64-0.73) 

0.73 
(0.68-0.76) 

0.33 
(0.31-0.33) 

アサリの種類
Type of set 

パチアサリ
Swage set 

振分けアサリ
Spring set 

?ら
15.2 

(14.9-20.0) 

15.0 
(14.1-15.2) 

14.2 
(13.3-15.5) 

13.9 
(12.1-15.1) 

13.6 
(12.5-14.0) 

13.9 
(13.3-14.4) 

14.0 
(13.8-14.2) 

15.6 
(14.9-16.4) 

|歯数Number of 
teeth 

4 

4 

丸ノコ

Saw 

歯喉角

Hook 
angle 

アサリの|アサリの
逃げ角|逃げ角

歯端角|歯背角|歯高|アサリ幅I (歯喉面) I (歯背面) 研ぎ角

Bevel 
aI'gle 

切削試験用 I
Cutting force test 

degree 
20 

H 2 I 25 

11 3 

ノコ歯摩耗試験用
Blunting test 

30 

25 

1", _1 ~ ., 1 "".., 1 Sirle Si('e 
Sharpnessl Clearance I Depth I Width I ~1~::~~::'~~ I ~1~::~~~~~ 
mgle | aEEle |ofguildlof kerf i mghon| ーおじ日

|1  ! face 1 back 
degreel degreεI mml mml degr任 èegree
55 I 15 I 12 3 I 3 I 3 

50 15 12 

45 15 12 

45 20 12 

3 

3 

0.5* 

3 

3 

10 

3 

3 

10 

* アサリの出 Arr:ount of set. 

仁egree

o 

。

。

。
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とにした。なお，切削抵抗試験については最小自乗法によれ p= α +bf (p :切削抵抗 (kgJ ， t: 切

込み深さ (mmJ ， a および b: 定数)の実験式を求めるとともに歯喉角 25 0，切込み深さ O.2rrm につい

ての計算値を求め被削材料問の比較を行なった。ノコ歯の摩耗は，ひき材にともなう切削抵抗とアサリ切

先の摩耗量の増加状況から判断することとし，最初の切削抵抗に対する比と，アサリの摩耗量とを表示し

fこc

3. 試験結果および考察

3-1. 切削抵抗試験

各樹種の切削抵抗試験の結果は Fig. 1-8 に示すようである。各樹種ともに本試験の範囲内では，切

削抵抗と切込み深さとの関係はほぼ直線となった。歯喉角の影響についてはクルインが，かなりのバラツ

キを示したが一般的には歯喉角の大きい方が切削抵抗は低くなる傾向を示した。クルインの町Aー 2 ， IV 

A-4 の 2 個体は他樹穫に比較して，切削抵抗も大きく，重喉角によるバラツキも大であったが，この原

因は明らかでない。

これらの試験から得た実験式 p=α +bl の定数 a ， b とこの実験式から切削t'lí抗を示す指標として，

歯喉角 25'ヲ切込み深さ O.2mm について切削抵抗を計算して Table 5 に示した。

また，この比較値を前報心の分類にしたがヮて 4水準に分類してみた。核種別によるとカプールはE

A-5 がやや高いが全体としては中庸である。クノレインは気乾容積重は低いが全体として非常に高く，ア

ピトンは前報。のチュテールパンFコイ程度のところと思われる。
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Relation between cutting force and bite 

per tooth (Kapur lITA-5). 
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(アピトン VA-9)

Relation between cutting force and bite 

per tooth (Apitong V A -9). 
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(レッド ラワン)

Relation between cutting force and bite 

per tooth (Red Lauan). 

Table 5. a と b の値

Values of a ancl b 

a て詰L
日s~

。

nv 
q
u
 

。
RJU 

勺
4

0
 nv 

つ
ム

Kapur (lllA-4) 

グ (IITA-5)

グ (lllA-6)

Keruing (IV A-l) 

グ (IVA-2) 

0.36 I 0.34 I 0.36 

0.27 0.41 0.18 

0.24 0.35 

0.30 

0.25 

0.25 0.44 

1.83 1.47 0.86 

(IVA-4) I 1.08 I 0.91 I 0.23 I 6.57 I 6.76 I 7.46 

0.94 高い High

低い Low

// 

b 蛸l事 |切削抵抗
|予日士一':- I の程度

おヒ二I 3;-Ic同島 I L~諜
51 I 2.23 I 1.92 I 0.79 I ~ediu 

3.23 h
h

介

h

h
庸

m
両
市
同

い
吋
い
常
町

高
中

M

高
非

V

3.01 2.47 0.90 

2.42 2.41 1.76 0.72 

3.38 2.24 2.51 0.89 

4.92 3.61 2.55 6.74 

2.26 // 

::;t:::v-l::::l ::;l-;;:l :::|:;|:: 0.52 

*歯喉角 25 0ヲ切込み深さ O.2mm のときの切削抵抗計算値

Cutting force calculatecl at hook angle of 250 ancl bite of tooth of O.2mm. 
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Table 6. ノコ歯摩耗試験における切削抵抗靖加度とアサリの摩耗量

Increase of cutting force and wear of side point in blunting test 

て~ひ一旨標き一材一I量\tem¥¥||1 Tpcひるre切aきse材削o抵長f 抗のcu増変tt化加in度にg * fよorce アサリ摩耗量 1/100mm ノコ摩耗性Wear of side point 総ひき材長
Level of 

\… 
5 m 120m 150m 

Total length blunting 
樹種 timber sawnl 5 m 120m 50m of boards property 
Species ~-ー

Kapur (illA-4) 1.19 1.14 1.19 1.0 1.7 2.5 50 低い Low

1/ (illA-5) 0.86 0.97 1.06 2.7 3.7 5.2 50 
中 庸
Medium 

// (illA-6) 0.96 0.88 1.12 6.3 9.5 11.5 50 高い High

Keruing (lV A-l) 1.02 1.12 
1.14 

5.0 11.5 
16.0 

40 // 
(40m) (40m) 

// (IV A-2) 1.21 1.12 1.37 3.7 5.5 8.7 50 中 庸
Medium 

// (IV A-4) 0.91 1.02 1.04 0.2 0.5 1.0 50 低い Low

Apitong (V Aーの 1.47 2.30 7.2 12.5 20 高い High

Rec1 lauan 1.16 1.37 1. 76 0.2 2.5 
2.7 

40 低い Low(40m) (40m) 

* 実験開始の時を 1 とした場合の比率

Ratio of cutting force after c1uring to that at start. 

3-2. ノコ歯の摩耗試験

ノコ歯摩耗試験におけるひき材量と，切削抵抗およびアサリ切先の摩耗量との関係、は Table 6 および

Fig. 9~16 のようであった。レッド ラワンは摩耗が進行しないので，切削は可能であったが 40m ひき

材して中11:した。

クルインIVA-1 はひき材長 40m で‘またアピトンは 20m でひき材面の慈化やノコ身の温度上昇を認

めたのでひき材を中止した。樹種別にみるとカプールのなかでも illA-6 やクノレインの中の IVA-1.な

らびにアピトンは摩耗性が高く，おなじ樹種であっても個体差がかなりあるようで，これらの摩耗性は前

期良心のチュテ-1レ サ-1レ樹種程度のようであった。

これらノコ歯の摩耗性は前報でも述べられたように比重などのほか，シリカなどの含有成分の量などに

影響されるものと思われる。
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4. 摘要

北ボlレネオ産カプーノレ，カリマンタン産ク/レインヲフィリピン産アピトンおよび比較のためのレッド

ラワンの 4 樹種について，丸ノコによる被削性試験をおこなった。試験項目としては切削抵抗とノコ歯の

摩耗性をとりあげ，試験法は前報。の方法を踏襲した。その結果はつぎのようである。

(1) 切出IJ抵抗は各樹種ともに切込み深さに対して直線的に増大した。歯喉角の影響はクルインがかな

りのバラツキを生じたが一般的には歯喉角の大きい方が切削抵抗は低いようである。

(2) 切削抵抗はカプーノレが全体としては中庸であるが，そのうちでは1ITA-5 がやや高い。クノレイン

は全体として非常に高い。 アピトンは前報心のチュテーノレ パンコイ程度のようであった。

(3) ノコ歯の摩耗性はカプーノレ1ITA-6，クノレイン IVA-1，アピトンは非常に高く， 前報4)のチュ

テー/レ サーノレ程度のようであった。

文献

1) 木材部:南洋材の性質 2. サラワク産メランチ類木材の性質(1 )，林試研報， 190守 pp. 107-180 

(1966) 

2) 一一一:南洋材の性質 3 ，カンボジア産材の性質 (2 )，林試研報， 194, pp. 33 , (1966) 

3) 一一一:南洋材の性質 4 ，北ボソレネオ産カプーノレ材の性質(1 )，林試研報， 197, pp. 140-153, 

(1967) 

の一一一:南洋材の性質 6 今南洋材の丸ノコによる被向IJ性試験 (1)ヲ林試研報， 200 , pp. 195-211 

(1967) 

5) 一一一:南洋材の性質 7 ，カリマンタン産クノレイン材の性質(1 )，林試研報， 206ラ pp.1-108 ，

(1967) 

VI. Sawing Properties of Philippine Apitong and Some 

Dipterocarpaceae Woods when using Circular Saw 

(Sawing properties of tropical wood白 using circular saw 2) 

Kiyata YAMAGUCHI and Tsuneo AOYAMA 

(R駸u跌) 

In this report sawing properties by circular saw were tested applying to Kapur grown in 

north Borneo , Keruing in Kalimantan , Apitong and Red lauan of the Philippines. The test 

methods were the same as those described in th巴 report in Bulletin No. 200. The results of 

test were as follows : 

(1) Cutting force increased linearly with bite of saw tooth in every species. Cutting force 

was lower as hook angle of saw tooth became larger except in Keruing , which showed a little 

deviation. 

( 2 ) Cutting force of Kapur was moderate except 1ITA-5 , and that of Keruing was very 

high. Cutting force of Apitong was as high as Chhoeuteal bangkuoi. 

(3) Blunting of saw tooth was very high at Kapur 1ITA-6 , Keruing IVA-1 and Apitong , 

and as abrasive as Chhoeuteal sar. 
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VlI .フィリピン産アピトン材の回転飽における被削性試験

(南洋材の回転錐における被削性試験第 5 報)

星通(11

1.まえがき

前報につきつづきフィリピン産アピトン材について.前に発表した南洋材の回転鈎における被南IJ性試験

法ρを準用して， 切削抵抗および切自IJ面を基準とする刃先の寿命試験を行なったc

この試験は前記 2 項目により樹種的特性を明らかにするとともに.樹種相互の関係を比較することを目

的としたものである。

本試験を実施するにあたり.試験材の人工乾燥.試験材製作などにご協力いただいた乾燥研究室各位.

応用研究室主多田芳太郎技官に感謝いたします。

2. 試験方法

1) 供試材および試験材の木取り

切削抵抗試験材には VA-l， VA-3. VAー7 の 3 本の丸太を用い.試験法の木取り法3)により厚さ

60mm にだら挽きした挽板から前報の試験法1)に示す寸法の縦守横.木口の 3 試験材をそれぞれ 3 枚ずつ

木取りした。切削面を基準とする刃先の寿命試験材は VA-5， VA-8. VA-9 および \'A-10 の原木

丸太を用い，巻頭緒言の Fig. 3~7 に示す木取り法による挽板から，幅 20mm に縦挽きして 50mmX

20m m X 2000m m の試験材を木取り L，延べ長さ 100m 用意した。これらの供試挽板を前者は Table 1 

に，後者を Table 2 に示す。

2) 試験材の材質およひ事含水率

試験材の材質は前記の 2 試験材とも一連の試験法川こ順じ試験片をとり. 調湿および全乾容積重を ìRIJ定

した。また，含水率の測定は切削抵抗試験材にあっては切削前と切削後に試験材を切りう全乾法により，

刃先の寿命試験材は Kett M-8 型針状電極を用いた。この測定結果を Table 3~5 に示す。

3) 試験方法

切削試験は前記の 2項目とも試験法1)に示す切削試験材を用いて行な" , 切削抵抗試験は 1 刃あたりの

送り量 f(cm) と単位切削11属あたりの切削抵抗(主分力) P(kg/cm) との関係、を求め，この関係におけ

る実験式の常数および指数をもって表示する。切削面を基準とする刃先の寿命試験は，試験材の切削材長

L (m) と切削面の欠点率(%) (欠点切削面数J 総切削函数)との関係を求め.この関係において欠点率

70% に達した切削材長をもって.刃先の寿命試験における指標として表示する。

3. 試験結果および考察

1) 切削抵抗試験は，前記の試験方法により，単位切削幅あたりの切削抵抗と 1 刃あたりの送り量との

(1) 木材部加工科加工研究室
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Table 1. 切削抵抗試験用挽板

Sawn board for test piece of cutting force 

丸太番号
試験材番号 挽板番号 Sawn board mark 

Log mark 
Mark of 縦切削|横切削|木口切削test plece 

(L) I (T) I (c) 

l 12 12 

VAー l 2 14 13 13 

3 13 14 12 

14 4 14 

VA-3 2 3 5 3 

3 8 15 5 

11 14 12 

VA-7 2 13 13 13 

3 3 2 3 

注:厚さ 6cm にダラ挽きし，樹心を含む板を O とし，左側を 1 からの番

号とし守右側を 11 からの番号とした。

Table 2. 刃先の寿命試験用挽板

Sawn board for wear test of edge 

原木記号|挽板番号 11 原木記号| 挽板番号
Log mark 1 Sawn board mark 11 Log mark 1 Sawn board mark 

02 03 
VA-5 

07 05 

VA-9 13 
01 

17 
21 

20 
22 

23 02 

24 03 

VA-8 25 04 

29 VA-l0 09 

30 11 

31 12 

32 15 

16 

注:挽板番号は巻頭緒言 Fig. 3-7 の木取り図によるつ

関係を求めた。試験結果を Fig. 1-3 に示す。同図からこの関係における実験式を求め.縦，横，木口

切削についてそれぞれ Table 3-5 に示す。

この表から VA-1 の縦切削は試験材 No. 1 にあっては P =2.58+6.10f2 .3S, No. 2 は P= l. 43

十4.351"ベ No. 3 は P =2.10+6.67 f2.02， 平均値の実験式は P =1.70+4.66f 1.74 であらわされるつ

VA-3 , VA一7 および VA-1 の横，木口切削は P ニ d十四f の直線式の実験式であらわされる。また

これらの試験における 3 枚の試験材の平均測定値より実験式を求め， Table 6 に示す。
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試番験号材
丸太番号 Mark of 

mLaorg k 
test 
plece 

1 * 

VAーl 2* 

3 

VA-3 2 

3 

VA-7 2 

3 

林業試験場研究報告第 208 号

Table 3. 縦切削の試験結果

The a ， 日 and ﾟ of longitudinal cut 

切削時含水率(%)
容積重 (g /cm3) 

Moisture content at cutting 
Apparent specific 

gravlty 

切 e削f 前 I 切A削ft，後 IBefore I After 平A 均
cutting I cutting I f¥.verage 

調湿容積重 I全O乾ve容n 積重After d 
conditioningl vven ary 

13.5 12.8 13.2 0.62 0.59 

10.8 12.0 11.4 0.63 0.60 

13.9 12.1 13.0 0.63 0.60 

11. 1 11.4 11.3 0.65 0.62 

12.1 12.6 12.4 0.72 0.66 

11.8 12.5 12.2 0.71 0.67 

12.1 12.8 12.5 0.67 0.63 

11.6 13.2 12.4 0.73 0.68 

11.8 12.7 12.3 0.67 0.64 

ム日 ;P=α+αf * a, a , ;゚ P=a+日jß(切削抵抗の実験式)

Table 4. 横切削の試験結果

The a and a of transverse cut 

切削時含水率(%) 容積重 (g /cm3) 

試験材番号 Moisture content at cutting 
Apparent specific 

丸太番号 gravlty 

mLaorg lE 
Mark of J同|切削後 l 調関重|色野積重
test plece 

Bore After 2 均 rer IOven dr cutting I cutting I f¥.verage conditi~~ingl vven ary 

10.5 12.3 11.4 0.66 0.63 

VA-1 2 10.7 11.7 11.2 0.65 0.59 

3 11.8 12.3 12.1 0.71 0.68 

11.6 12.7 12.2 0.71 0.68 

VA-3 2 11.3 12.2 11.8 0.70 0.67 

3 10.6 11. 1 10.9 0.69 0.66 

11.2 12.3 11.8 0.74 0.71 

VA-7 2 11.4 12.3 11.9 0.74 0.71 

3 9.6 11.7 10.7 0.71 0.67 

a ， 日 ; P=a+ 日f (切商IJ抵抗の実験式)

。 日 F 

2.58 6.10 2.35 

1.43 4.35 2.12 

2.10 6.67 2.02 

1.20 3.86 

1.35 5.00 

�.65 4.71 

1.00 4.14 

1.35 5.36 

1.00 4.93 

G 日

0.40 3.50 

0.15 4.07 

0.80 2.79 

0.90 3.11 

0.75 1.79 

0.95 1.64 

0.65 3.00 

1.00 3.00 

0.80 2.64 

この試験条件の範囲内でいままでの試験材のなかで指数をもっ実験式になったものは.カンボジア産材

の Rong leang (Tristania sp.) 切削の場合2)であったがゥ 容積重が非常に大きく，調湿および全乾容積

重が1. 15， 0.99 (g/cmりである。 VA-1 は Table 6 にみるように容積重は VA-3. VAー7 に比

べ小さい。なお，この実験式が指数をもっ理由については，検討を加える必要があろう c

南洋材について現在まで試験を行なった範囲では.今回の 3 本のアピトン材は実験式における変化常数

日と容積重との関係では，中程度のグノレーフ。に属するものと思われる。

2) 切削面を基準とする刃先の寿命試験は.前記の方法により切削材長と欠点率との関係を求めた。こ

の結果を Fig. 4-7 fこ示す。刃先の寿命(切削材長)は VA-8， VA-10, VA-5 および VA-9 の



南洋材の性質 10 (木材部) -1(�1-

Table 5. 木口切削の試験結果

The a and a of cross cut 

切削時含水率(%)
容積重 (g /cm3) 

乱10isture content at cutting 
Apparent spεcific 

丸太番号 試験材番号 gravlty 
。 日

mLaorg lミ Mark of 切削前|切削後| 調湿容「全乾容積重
test piece 

Before I After 平A 均 ~f!er IO;~:'d; 
cutting I cutting I l-l.Verage conditioningl vven ary 

l 10.5 11.5 11.0 0.64 0.61 4.40 15.30 

¥'A-l 2 10.7 11.9 11.3 0.64 0.61 2.00 20.46 

3 10.7 12.1 11.4 0.65 0.62 4.90 19.14 

10.8 12.0 11.4 0.66 0.63 4.35 19.21 

¥' A--3 2 11.1 10.2 10.7 0.74 0.69 5.60 17.00 

3 11.0 10.3 10.7 0.73 0.69 9.70 20.29 

10.9 10.3 10.6 0.75 0.71 4.80 32.00 

VA-7 2 10.7 10.6 10.7 0.73 0.69 5.30 25.43 

3 11.0 10.5 10.8 0.7I 0.68 8.50 15.00 

向日 ;p ニ a+ 日f (切削抵抗の実験式)

Table 6. 切削抵抗試験結果

The 仏 αand ﾟ of cutting force test 

平均調湿容積重 平均全乾容積重
試 験 材 Apparent aspfteecr ific 

Arapvpzr arent speciflc 戸gravJty 。 αv 

Test piece conditioning gravity at oven d ry 

(g /cmり (g /cm3) 

縦 (L) 0.62-0.63 (0.63) 0.59-0.60 (0.60) 1. 70 4.66 1.74 

VA-I 横(T) 0.65-0.71 (0.67) 0.59-0.68 (0.63) 0.30 3.76 

木口 (C) 0.64-0.65 (0.64) 0.61-0.62 (0.61) 4.40 18.00 

縦 (L) 0.65-0.72 (0.69) 0.62-0.67 (0.65) 1.50 4.71 

VA-3 横 ( T) 0.69-0.71 (0.70) 0.66-0.68 (0.67) 0.80 1.86 

木口 (C) 0.66-0.74 (0.71) 0.63-0.69 (0.67) 6.40 20.29 

縦 (L) 0.67-0.73 (0.69) 0.63-0.68 (0.65) 1.25 4.93 

VA-7 横 ( T) 0.71-0.74 (0.73) 0.67-0.71 (0.70) 0.80 3.00 

木口 (C) 0.71-0.75 (0.73) 0.68-0.71 (0.69) 5.60 24.00 

!頃に長い。前 3 者は 410-690m であるが VA-9 は1，300-1.350m であった。 この結果をとりまと

め Table 7 に示す。供試4 本の丸太でこのような差のでた理由を考えると，前 3 者の試験材は交錯木理

のほかに，なわ自による欠点があったので， Fig. 4, 5. 7 にみるように VA-5 は 44%. VA-8 は 57

%, VA-10 は 52% の逆目による欠点が切削初期からでている。これに比べ VA-9 は交錯木理の程

度が比較的少なしまたなわ目による欠点がなかったので，切削初期の逆目による欠点は 4%と非常に少

ない。したがって，切削材長増加時に発生する毛羽立ちの欠点の程度が小さく，刃先の寿命が長いものと

思われる。

この試験結果と，カリマンタン産クノレイン材の試験結果4lとを比較すると，クノレイン (IVA-1) は切削

材長が 300m，クルイン (IVAーのは 1 ， OOOm の切削材長で 49% の欠点率であった。アピトンは Tab!e
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7 に示すように 41O-690m. またはし300-1 ， 350m の刃先の寿命(切削材長)であり. クルイン材に

比べ大差はないが若干刃先の寿命は長いように思う。 また.同種の北ボ/レネオ産カプール材の試験結果3)

に比べても，若干アピトン材の方が寿命が長いように思われる。
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Table 7. 刃先の寿命試験における試験材の比重と含水率および試験結果

Moisture content and specific gravity of wear test of knife edge , and result of test 

含水率(%) 調僻曜 (g /cm3) 錦繍重…η|

丸太番号
Moisture content AP512tmcjfjc gmity AP円rent specific 切削材長

r condlt10nlng graVITyoven dry Cutt. 

Log mark 範囲 I 平均範囲 I 平均 lengitnhg 
Range I Average Range I A verage I Range I A v巴rage I (L m) 

VA-5 9.0-12.5 10.4 0.64-0.74 0.70 0.61-0.70 0.66 640-690 

VA-8 9.2-11.8 10.5 0.67-0.75 0.72 0.64-0.73 0.69 410-460 

VA-9 10.0-11.2 10.8 0.64-0 ‘ 80 0.72 0.59-0.76 0.69 1300-1350 

VA-IO 9.8-12.0 10.2 0.66-0.77 0.71 0.63-0.72 0.67 530-580 
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4. あとがき

本試験は当木材部が共同研究として進めている南洋材の性質に関する研究の一部分として，フィリピン

産アピトン材の 7 本の丸太について先に発表した試験法l)に準じて， 切自IJ抵抗および切削函を基準とする

刃先の寿命試験を行なった。

切削抵抗試験は単位切削幅あたりの切削抵抗P Ckg/cm) と 1 刃あたりの送り量 f Ccm) との関係を

求め Fig. 1-3 にヲ また今この関係における実験式， p= α十日/および p=a十日fß の常数および指

数 a ， (t'および戸を求め，縦，横，木口切削についてそれぞれ Table 3-5 に示す。同一原木丸太より

木取りした縦，横，および木口切削試験材 3 枚についての平均測定値から求めた実験式における a ， a , ﾟ 

の常数および指数を Table 6 に示す。

切削面を基準とする刃先の寿命試験は，切削材長L Cm) と欠点率D C%) との関係を求め， Fig. 4-7 

に示す。この関係図から刃先の寿命点としての欠点率 70% となる切削材長を求め， Table 7 に示すっ

以上の試験結果から，アピトン材の切削抵抗は他の南洋材に比べとくに大きくはなく，中程度のグルー

プに属するものと思われる。なお， VA-1 の縦切削の場合の実験式は p= α+ 日p の指数をもっ式とし

てあらわされ，他の場合は p=α+αf の直線式として表わされる。

切削面を基準とする刃先の寿命(切削材長)は VA-8， VA-10, VAー5， VA-9 のjI頂に長い。前

3 者は 410-690m ， VA-9 はじ300-1 ， 350m であった。この理由は前者は縄目材が多く，後者は縄目

材でなかったためではないかと思われる。この刃先の寿命は南洋材のなかでは中程度のク勺レープに属する

ものと思われる。

文献

1) 星 通:南洋材の性質 2 ，サラワク産レッド メランチ類木材の回転抱における被削性試験(南

洋材の回転鈍における被自IJ性試験，第 I 報).林試研報， 190, pp. 150-160. (1966) 

2) 一一一一:南洋材の性質 3 ，カンボジア産材 8 種類の回転飽における被削性試験(南洋材の回転鈎

における被削性試験，第 2 報)，林試研報， 194. pp. 39-49, (1966) 

3) 一一一一一:南洋材の性質 4 ，北ボルネオ産カプール材の回転飽における被剤性試験(南洋材の回転

鈎における被削性試験，第 3 報)，林試研報， 197. pp. 101-110, (1967) 

4) 一一一一一:南洋材の性質 7 ，カリマンタン産クノレイン材の回転鐙における被削性試験(南洋材の回

転鈎における被削性試験，第 4 報)，林試研報ラ 206‘ pp. 55-63, (1967) 

VII. Cutting Properties of Apitong Woods grown in the Philippines by Rotating Knife 

(Cutting properties of tropical woods by rotating knife 5) 

Tooru HOSHI 

(Rるsurr:é)

This study was conclucted to c1arify the cutting properties of Apitong woods grown in the 

Phil ippines. 

In this test ヲ cutting force ancl life of knife edg巴 wer巴 measured.

Seven logs were preparecl as test pieces. Three logs (Iog number VA-l, 3 , 7) were usecl 
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for measuring the cutting force and the 4 other logs (V A -5 , 8 , 9 , 10) for measuring the 

features of cutting sllrface. 

Measuring methods have been described in the report that was Pllblished by Forest Experiment 

Station in ]apan (No. 190). 

The results obtained in the present study are summarized , as follows : 

1) The relationship between cutting force P (kg/cm) and feed per knife f (cm) is expressed 

in the following formula. 

P=σ十日f (log number VA-3 , 7) 
P=a十日fß (log number V A -1) 

The constant values a ， 日 and index number are shown in Table 3 守 4. 5 and 6. 

By torque measurement , the value of cutting force of Apitong woods are nearly equal to that 

obtained from any tropical woods , so far tested. 

2) The relationships between degre巴 of defect appearing on cutting surface of woods and 

cutting length are shown in Fig. 4 ‘ 5 , 6 and 7. 

Faster dulling of the knife edge was observed in the cutting of bolt number VA-5. 8. 10 

than in VA-9. 

This is possibly coused by the crossed-grain feature of the first mentioned three bolt5. 

咽.フィリピン産アピトン材のひき板接着適性

森 屋 手口 美 (1)

西 原 実 (2)

菅 聖子 蓑 作(3)

林試研報第 206 号南洋材の性質 7 においてカプーノレ材およびクノレイン材のひき板接着適性について報告

したので，今回はひきつづきフィリピン産アピトン材のひき板接着適性を試験し，その結果を報告する。

1.供試材料

(1)ひき板

1.試験方法

供試丸太を長さ 195cm に玉切り Fig. 1 に示すように厚さ 2.5cm にだらびきした。この試験に使用し

たひき板の原木丸太番号およびひき板番号を Table 1 に示す。製材後のひき板の乾燥.加工および;加工

後のひき板の寸法などは前報2)のクノレイン材と同じである。

(2) 接着剤

レゾノレシノーノレ樹脂接着剤，フェノー/レ樹脂接着剤，ユリア樹脂接着剤，酢酸ピニノレ樹脂エマノレジョン

接着剤およびカゼイン接着剤の 5 種類について，それぞれ前報と同じ銘柄の市販品を使用した。

(1) (2) 木材部材質改良科接着研究室

(3 ) 木材部材質改良科接着研究室長
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2. 供試材の調製

供試材の形状寸法，ひき板の組合せヲ接着時

のひき板含水率，ひき板材面の加工精度‘接着

条件などは前報と同様に行ない，その内容を

Table 2 に示す。

3. 接着性能試験

初期接着性および耐久接着性を試験したコ試

験方法は前報と同じなので省略する。

2. 試験結果

試験の結果を Table 2, Photo. L および

Photo. 2 に示す。

1.初期接着性

(1)せん断強さ

前報1)で試みたごとくカンボジア産材， クル

イン材，カプーノレ材および北海道産主要樹種な

どの気乾容積重とせん断強さとの関係をアピト

ン材にも適用して，その接着性を比較してみる

と.いずれの接着剤についてもカンボジア産材

より高い接着性を示し，クルイン材，カプーノレ

材と同等の接着性を有している。北海道産主要

樹種と比較するとやや接ご普性が劣る。

(2) 木部破断率

Fig. 1 使用ひき板の採取位置

Sawn boards cut from the log. 

Table 1. 供試原木番号とひき板番号

Wood species and mark of sawn 

boards used fo, the test 
現地名|原木丸太番号! ひき板番号

Local name ILog numberl Saw-n l;oa';~l '-~U;;， 

アピトン

Apitong 

I 02. 04 , 05 , 06 , 07ラ

VA-3 f 08 , 09, 15 , 17, 18, 

I 19 

前報1)と同様に木部破断率の平均値を 3 階級に区分してみると， カゼイン接着剤が 75% 未満でやや劣
るが他は 75% 以上で，ほぼ良好な性能と判官庁される。

2. 耐久接着性

前報1)と同様にはく離率の平均値を分類して評価すると， レゾノレシノ-}レ樹脂接着剤lの場合は 10% 以

下であるが句フェノール樹脂接着剤は 80% 以上の著しいはく離率を示し『耐久接着性が劣る。
3. 結果

以上の結果から今回試験したアピトン材の接着性を総合的に評価すると，初期接着性はある程度良好正

考えられるが，屋外使用に対する耐久接着性はレゾノレシノ-}レ樹脂接着剤では良好であるが，フェノ-}レ

樹脂接着剤ではその耐久性を期待できないように考えられる。

文献

1) 菅野蓑作・森屋和美・西原実:南洋材の性質 3 ，カンボジア産材の性質 (2 )，林試研報， 194, 
pp. 49""'64 , (1966) 

2) 一一一一一一一一・ーー一一:南洋材の性質 7 ，カリマンタン産クルイン材の性質( 1)，林試
研報. 206, pp. 64-72, (1967) 
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Table 2. 各種接着剤によるアピトン

Gluing conditions and gluing faculties of Apitong 

一一一一一f 着剤l 山:_I レゾルシノーノレ樹脂
Resorcinol resin 

主鳴蒋主k c g -
気乾容積重 App31ent specific gravity in air dry_1 0.72 (O.6~，""，0~7~ 

・.-ロc 同M 

-ロ。ー .問 木理 Grain I *F =5 , B =10, ¥. =0 
<;:::>e= q 

**全乾法 By oven dry 『コ

;\()吉32同 12.0 
ロc u 

〆凸』 水 率(%) method fコー
含水率計 By moisture 

bJ) Moisture content 10.6 (9.0-10.0) 
-ロH 

meter 
ロ 接着 H寺の温度 (OC) 乾球温度 Dry bulb temp.1 25.0 
。

認HgB 
TerFlpu.i at the tlme 

士‘喝←~ 。f gluing 湿球温度 Wet bulb terrp. 22.1 

~ 塗付量 The arr.ount of spreading glue (g/m2) 3,,0 
0. 

~同 判早皆 たい積時間 Assembling time (min.) B 

ロ

革担 若草 。 圧締圧力 Gl山ng pressure (kg/cm2) 15 

硬化条件 Curing condition D.B.T.キ400C
W.B.T.宇350C

+H qcd n J せん断強さ Shear strength (kg/cm2) 132:i:: 13 (100-156) 

ﾈ 、 蓄基ー
木部破断率 Wood failure (~の 86 (30-100) 

、ー守ロU C司旬 t宣t 告』 ノ己白、 水 率 Moisture content (~の 11. 1 士 0.3 (10.9-11.5) 

b心

ロ

之さ
測定個数 Number of testing 24 

ロ

。

如何 試験時の温度 (OC) 乾球温度 Dry bulb temp. 22.5 
Temp. at the time 
of testing 湿球温度 Wet bulb temp. 17.5 

経糧 1 1' 1 ASTM はく離率 nra邑ge of delamination 10 (6-23) 凸田川円相E 
D-1101 

(~の、/ H C口也

~~露 g
Method 測定個数 Number of testing 6 

* F=板目 Flat grain , B =追まさ Bastarcl grain , y= まさ目 Vertical grain. 

料温度補正のみを行なって樹種補正はしていなし、。 Effect of temperature was calculated. 

Photo. 1 ASTM D 1101 による試験後の試験片(レゾJレシノール樹脂接着剤)

Test specimens after ASTM D 1101 test (Resorcinol resin adhesive). 
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フェノール樹脂
Phenol resin 

カゼイン
Casein 

0.72 (0.69-0.76) 

F=5 , B=IO , ¥'=0 

12.0 

11.0 (8.9-12.1) 

25.2 

22.2 

3~O 

8 

15 

D.B.T.宇400C
W.B.T.宇350C

128::!:20 (84-188) 

79 (30-100) 

9.9:!: し o (9.1-11.3) 

24 

12.0 

8.0 

83 (69-97) 

6 

ユリア樹脂
Urea resin 

0.72 (0.68-0.76) 

F=5 , B=10, V=O 

12.0 

10.5 (8.7-10.9) 

24.7 

21.8 

330 

12 

15 

D.B.T.宇40"C
W.B.T. 宇3SOC

133::!:20 (89-175) 

83 (25-100) 

9.3士0.3 (8.9-9.6) 

24 

14.9 

11.2 

i酢駿ビニル樹脂エマルジi
l ョン Polyvinylacetatei 
1resin errulsion 

iω2 (0.68-0.75) 

|F =5 , B =叫 V=O i 

| 12.0  

|10.6 (8.5-11.1) 

|26.3  

|22.0  

1 幻0

I 9 

I 15 

| 常温硬化 | 
Room temp. setting I 

I 14山2 (67-174) I 
I 83 (45-ω 

24 

13.0 

9.8 

0.72 (0.68-0.75) 

F=5 , B=10, ¥'=0 

11.8 

10.2 (8.1-10.9) 

26.3 

22.0 
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68 (20-100) 

8.8::!:O.1 (8.7-8.9) 

24 

10.5 

6.9 

数字は使用したひき板枚数 Number of sawn boards used for the test. 

but effect of wood species was not done. 

Photo. 2 同

Above the same (Phenol resin adhesive). 

左(フェノ-}レ樹脂接着剤)
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v]!. Gluing Faculties of Laminated Wood made of Philippine 

Apitong Sawn Boards 

Kazumi MORIYA Minoru NISHlHARA , and Minosaku SUGANO 

(Résumめ

Gluing faculties of laminated wood made of Apitong sawn boards were studied in continuｭ

ation of the last test report on Kapur and Keruing. 

1. Sawn boards used for the test are shown in Fig. 1 and Table 1. Drying. cutting. 

surfacing ancl finishing of sawn boards are the same as for Keruing sawn boards described in 

the last report. 

2. Adhesives used ; Resorcinol resin adhesive , phenol resin aclhesive , urea resin adhesi ，ァe ，

polyvinylacetate resin emulsion adhesive and casein glue. 

3. Preparation of the sample for the test , such as figure and dimension of sample , assembling 
of sawn boar c1 s , moisture content of sawn boards at th巴 time of gluing , gluing procedures and 

gluing conditions , are the same as those given 匤 the last report. And the deta匀s are also shown 

匤 Table 2. 

4. Glu匤g facult冾s were investigated by block shear test (ASTM D 805 or ASTM D 905) 

and durability test for exter卲r use (ASTM D 1101). These testing methods also are the same 

as those of the last report. 

5. The results are shown in Table 2 and Photo. 1 -Photo. 2. From the relationsh厓s 

between apparent specific grav咜ies and shear strength values , gluing faculties of Apitong sawn 
boards are consic1erec! similar to those of Kapur ancl Keru匤g cl巴scribecl 匤 the last report. W ood 

failure values were h刕her than 75% , excepting 匤 th巴 case of glu匤g w咜h case匤 glue. Delamina 

tion values after accelerated cyclic exposure test (ASTM D 1101) were smaller than 10% 匤 the 

case of gluing w咜h resorcinol res匤 adhesive; but larger than 80% in the case of phenol resin 

adhesive. For exterior use , 咜 﨎 cons冝ered that suff兤冾nt durab匀咜y can be expectec1 匤 tbe 

case of gluing with resorcinol resin adhesive 今 but that can hardly be expected 匤 the case of 

phenol res匤 adhes咩e. 

1X.フィリピン産アピトン材のロータリー単板切削

江草義正(1)

まえがき

南洋材の性質の共同研究の一分担として行なったもので，切削を行なった原木は VA-2， VA-4, 

VA-6 の 3 個体である。切削した単板の一部 (3 個体とも)は乾燥試験に供し， VA-2 の単板は合板の

強度試験， VA~4 は外装用合板試験， VA-6 は合板の接着，塗装試験用に供した。なおこの実験を行な

うにあたり，加工研究室遠田技官，晴海プライウッド K.K.橋本周吾氏，永大産業K.K.永山勝i義氏，同

( 1 ) 木材部加工科加工研究室長
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水上征二郎氏守農大生稲葉国彦氏の各氏に援助をうけたものでヲ厚く感謝の意を表する。

1. 試料原木について

主査の寺沢科長が前記しているので省略する。

2. 試験項目について

A) かたさ:無処理材(生材)，煮沸処理材

B) ヤング係数，曲げ強さ，最大比例変形度:無処理材.煮沸処理材(いずれも横曲げ)

C) 切削試験:ロータリー単板切削(無処理材，煮沸処理材)

i )切削害IJれ

ii) 切削初期の単板厚さ

3. サンプルのとり方および試験方法について

林試研報 No. 119 号に準じて行なったコ

4. 結果

A) カ) t:.こさ

無処理材での各原木位置のかたさを Table 1, Fig. 1 に示した。概略的ではあるが心材の外部がいち

ばんかたく，辺材および樹心側が柔らかくなる一般型といえよう。また今回のアピトンは平均的にみて約

15kg /mm 2 で，内地材ではナラぐらいのかたさで，さきに行なったカンボジア産チュテーノレ.ボルネオ

産クノレインとは大略同じぐらいで硬材と考えるべきだろう。したがってロータリー用原木としては無処理

切削は単板品質を考えると困難で，煮沸処理により少なくとも 1. 0kg /mm2 以下(理想は 0.5-0.6kg

/mm 2 くらい)にせねばならないと考えられる。各温度で煮沸したときのかたさを Table 2, Fig. 2 に

示す。煮沸処理したときのかたさの低下率は各原木とも処理時間 (24-120hrの間)にはあまり差がなく，

6日。C で無処理材を 100% としたとき，大路 70-80~ふ 800C で 60-70% ， 900C で 50-60% といえるコこ

れらの低下の度合は内地材の硬材よりは若干悪く，前回のカンボジア産チュテーノレよりはやや良いといえ

る。また，ボノレネオ産クノレインとはほぼ同じくらいである。以上のことから今回のアピトンはかたさの点

からみれば 900C の煮沸処理が必要と考えられる。

B) ヤング係数 (Eô) ， 曲げ強さ (σô)，最大比例変形度 (εô) (横曲げによる)

無処理材での各原木位置におけるこれらの数値を Table 3 , Fig. 3 に示す。概略的ではあるがん，内

の数値は心材外部がいちばん高い←般型といえる。 しかし ε。はほとんど差は見られなかった。これらの

値は樹種により，また産地により異なることは当然のことであるが，今回のアピトンの数値を現在まで行

なった樹種と比較してみるとんは内地材のケヤキ(約 7 X103 kg/cmりとほぼ同じぐらいでマカンパヲ

ナラ(約 6X103 kg/cmりより高いといえる。また，カンボジア産チュテールバンコイ(約 7.3XI03

kg/cmり，同サーノレ(約 6.7X103 kg/cmワラボルネオ産クノレイン(約 7X103 kg/cm 2 ) とは大差ない

と考えられる。 σb はケヤキ(約 120kg/cmりよりは若干弱く，チュテールパンコイラ クルインとは

大略同じぐらい，チュテール サ-}レよりは若干強い数値を示している。 ε。はケヤキで1.8% くらい，
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Tab!e 1. 無処理材の各原木

Hardness of each !og 

原木位置
イ ロ ノ、

一Measuring part 

VA-2 し 65 (1. 55~ 1. 70) 1.66 (1. 50~ し 75) 1. 48 (1. 40~ 1. 55) 1.64 (1. 55~ 1.80) 
板目

Tangential 
VA-4 1. 45 (1. 40~ 1. 55) 1.73 (1. 60~ 1. 80) 1. 51 (1. 35~ 1.65) 1. 55 (1. 50~ 1.60) 

face VA-6 1.23 (1. 05~ 1.35) 1. 39 (1. 15~ 1.60) 1.56 (1. 40~ 1. 70) 1.34 (1. 35~ 1.40) 

VA-2 1. 60 (1. 55~ 1. 65) 1.60 (1. 45~ 1. 85) …|… 柾目

Radial 
VA-4 1.34 (1. 25~ 1.40) 1. 53 (1. 40~ 1.60) 1. 46 (1. 45~ 1. 50) i 1. 71 (1. 50~ 2.05) 

face 
VA-6 1.26 (1. 20~ 1.30) 1.42 (1. 30~ 1.50) 1. 36 (1. 35~ 1. 40) I 1.45 (1. 2O~ 1. 55) 

柾R目F〈細%/T)F l i l 

97.0 96.4 89.9 87.2 

VA-4 92.4 88.4 96.7 110.3 

VA-6 102.4 102.2 87.2 108.2 

注)位置は辺.心材の境を基準にして辺材をイ，心材外部から樹心に向かつて 3cm おきにロ.ノ、…とし

た 4 点の平均値。

Tab!e 2. 各原木の処理温度，

Hardness of each !og at each 

600C 無処理

120 同ヱ |cSZZn口7

比率 ~_a!~~}__ ~r~e^~OI' I 1∞ .0 ndition 100%) I 

1.61 1.32 1.28 1.65 1.05 

VA-2 
(1. 55~ I (1. 30~ 

1.70) I 1.35) 
(1. 15~1 (1. 45~ I (0. 引O~
1.35) I 1.85) I 1.15) 

比率 Rati~.:~~re，~o"I 100.0 
lition 100%) I 

1.12 

VA-4 
(1.00~ 
1.25) 

1.21 

VA-6 
(1. 1O~ 
1.25) 

注)測定値は板目面 4 点の平均値 Note) Average of four measured values on tangential face. 
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位置におけるかたさ

at green conclition kg/mm2 

ホ J、、 ト チ 平均
Mean 

1.66 (1. 50~ 1. 75) し 31 (1. 25~ し 35) 1.57 (1. 25~ 1. 75) 

1.58 (1. 45~ 1. 75) 1. 74 (1. 60~ 1.85) 1.66 (1. 55~ 1. 90) 1.49 (1.35~ 1.60) 1.59 (1.35- し 90)

1.49 (1. 20~ 1. 75) 1.31 (1. 15- し 55) 1. 34 (1. 20 -1. 55) 1.38 (1.15-1.75) 

1.74 (1.35-2.00) 1.69 (1.40-1.95) 1.56 (1.25~2.00) 

1.34 (1.25-1.40) 1.46 (1. 40-1. 60) 1.66 (1. 55- し 80) 1.44 (1.40~ 1.50) 1.49 (1.25-2.05) 

1.31 (1.15-1.40) 1.26 (1.00-1.40) 1.23 (1. 10-1.40) 1. 33 (1.00-1. 55) 

104.8 129.0 99.4 

84.8 83.9 100.0 96.6 93.7 

87.9 96.2 91.8 96.4 

Note) Each symbol イ，ロ，ノ、 ...inclicates the measurecl part in the log. 

イ: sapwoocl ，ロ，ノ、…heartwoocl ， each 3cm apart from the sapwoocl bounclary towarcl the pith. 

Average of four measurecl values. 

時間におけるかたさ

cooking temperature ancl time 

900C 

I 120 I 平均I Mean 

1.04 1.43 0.79 I 0.78 I 0.84 

(1. 35~ 
1.50) 

(0.70-1 (0.70~ 
0.85) 1 1.∞) 

63.0 

1.10 0.95 I 1.00 

1.10 
(0.85-1 (0.85-
1.00) 1 1.15) 

62.1 

0.81 

(0.65-
1. 10) 
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注〕ブリネノレ硬度計による。

位置は辺心材の境を基準にして辺材をイラ

心材外部から樹心に向かつて 3cm おきに

ロ，ノ\ーとした。

Note) Brinell hardness. 

Each symbol イーロラノ、… indicates the 

measured part in the log. 

イ…sapwood ，ロ，ノ、… heartwood each 

3 cm apart from the sapwood boundary 

toward the pith. 

チノ\ロ二F

百 o 20 百 4cf . 50 60 70 80 90 100 110 120 80正に

処理問朋
Cook;n<j f;me 

各原木の各処理温度，時間におけるか

たさの低下率

Decrease of hardness of each log at each 

cooking temperature and time. 

Fig.2 Fig. 1 無処理材の各原木位置におけるかたさ

(板目〕

I-Iardness of each log at green condition 

(Tangential face). 

Table 3. 無処理材の各原木位置におけるヤング係数 (E，)，

YOUNG's modulus (E,), bending strength (σb) and fictitious strain (σ ，/E， x 100) 

-------原木位置 Measur一一ing一一:J
原木番号 Mark of log-_ 

イ' ロ , 

7.9 ( 7.8-8.0) 7.3 ( 7.2-7.4) 

VA-2 σ ， kg/cm2 105.5 (104.4-109.7) 104.7 ( 99.9-109.5) 

ε。% 1.33 1.44 

E , 103kg/cm2 7.3 ( 7.0-7.6) 6.9 ( 6.5-7.2) 

VA-4 σb kg /cm 2 89.7 ( 78.2-95.7) 91.3 ( 86.9-97.2) 

εゐ うも 1.23 1.38 

E , 103 kg/cm2 6.6 ( 6.3-6.9) 7.4 ( 6.0-8.1) 

VA-6 σb kg/cm2 85.1 ( 80.0-90.1) 106.7 (102.4-110.3) 

ε。 うも 1.29 1.44 

注)位置は辺心材の境を基準にして辺材をイペ心材外部から樹心に向かつて 5 -6cm間隔lこロペハ'と
Note) Each symbol イペロペノゾ…indicates the measured part in the log. イ F …sapwood ，ロ F ，

ten measured values. 
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注)位置は辺心材の境を基準にして辺材を

イヘ 心材外部から樹心に向かつて 5~
VA-6 

VA-4 
6cm おきにロ人ノゾ…とした。

b 
閉そ

Note) Each symbol イ F，ロノ、'…indicates

the measurecl part in the log. 

イ'
イ， sapwoocl ，ロ，ノ、'…heartwoocl each 

原口木1n直ハ ニ 5~6 cm apart from the sapwood bo-

胸四岬 part of each 勾 unclary towarcl the pith. 

Fig. 3 無処理材の各原木位置におけるヤング係数

YOUNC's modulus of each log at green conclition. 

今回のアピトンは大略1.4% で差が認められ.ク fレイン (IVA-1 は約1. 1~ふ他の 3 本は1.3~ 1. 4%)

よりは平均的にみて若干よいのかもしれない。またチュテーJレパンコイ.同サーノレは大略1. 1~ 1. 29るく

らいなので数値的にはこれらより切削しやすいことを示している。しかし，現在工場で多量に使用されて

いるフィリピン産レ y ド ラワン."7ヤピス.ア/レモン，ホワイト ラワンと比較し.また切削しやすい

材質としてかたさ 0.5~0.6kg/mmペん約 2X103 kg/cm 2 ， ε。約 2.5% 以上であると想定すれば，

ロータリ一切削上のみから考えると材質的にはなはだ切削困難な木であるといえる。もし単板の品質を考

慮するならば，煮沸処理が必要条件にならざるを得ない。煮沸処理をしたときのこれらの数値を Table 4守もZL

Fig. 4 に示す。温度処理によるんの低下率は 600C で無処理材に対して大略 55~60%. 800C で約 36%

900C で約 30% といえる。この数値は内地材の硬材とほぼ同じ傾向を示し.現在まで行なった南洋材と比

較すると，温度による低下率は大きい材といえる。チュテール，クルインと比較すると前者よりは低下率

は大きし後者とはほとんど同じくらいである。煮沸処理したときのんの絶対値は 24hr~120hr 聞の平

均値で大略的ではあるが 600C で 4.0~4.5 X103kg/cm 2 , 800C で 2.6 X103 kgcm 2 くらい . 900C で

2.3 X103 kg/cm 2 くらいで 800C と 900C では大差は認められない。これらの絶対値からいま少し低下し

曲げ強さ (σb) ， 最大比例変形度 (ε。) (横曲げによる)

of each log at green conclition (Direction of grain is perpenclicular to the span) 

ノ、 F -1  - 平 均 Mean

7.1 ( 6.8~ 7.4) 6.1 ( 5.0~ 6.2) 7.1 ( 6.0~ 8.0) 

94.0 ( 94.0 86.9 ( 82.8~ 88.0) 97.8 ( 82. 7~ 109.7) 

1.32 1.43 1.38 

7.1 ( 7.0~ 7.3) 6.7 ( 6.4- 7.1) 7.2 ( 6.4- 7.6) 

96.8 ( 95.7~ 97.5) 98.6 ( 90.6-100.6) 94.1 ( 78.2-100.6) 

1.37 1.46 1.36 

7.2 ( 7.1- 7.5) 7.0 ( 6.8- 7.1) 7.1 ( 6.0~ 8.1) 

100.6 ( 97.1-102.4) 103.5 (1∞.2-107.4) 99.0 ( 80.0-110.3) 

1.40 1.49 1.41 

した。 10個の平均値。

ノ、 F ・・・ heartwoocl each 5~6cm apart from the sapwoocl boundary towarcl the pith. Average of 
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Table 4. 各原木の各処理温度・時間におけるヤング係数(ん)，

YOUNC's modulus , bending strength ancl fictitious strain of each log at each 

24 

σb 

100.0 I 71.0 74.5 73.7 72.0 71.6 72.6 

14.4 1.64 1.69 1. 70 1.65 1. 71 1.68 2.37 

100.0 113.9 117.4 118.1 114.6 118.8 116.7 

6.9 3.9 4.1 3.9 4.1 3.8 4.0 2.6 
E. 

(6.5~ (3.8~ (3.6- (3.6- (3.6- (3.6- (2.4-

比率玄1
7.2) 4.1) 4.3) 4.2) 3.9) 4.3) 2.7) 

100.0 

91.3 76.1 74.5 74.2 76.0 73.4 74.8 67.1 
VA-41 σb 

(86.1- (74.7- (70.7~ (70.7- (69.3- (69.3- (62.7~ 
97.2) 79.9) 74.5) 79.1) 79.9) 74.7) 79.9) 72.2) 

100.0 I 83.3 81.5 81.3 83.2 80.4 82.0 73.5 

1.32 1.ヲ5 1.83 1.92 1.84 1.93 1.88 2.61 

100.0 147.7 138.6 149.2 139.4 146.2 142.4 197.7 

7.4 4.3 4.1 4.2 4.1 3.9 4.1 2.8 
E. 

(6.0- (3.8- (4.0- (3.9~ (3.8- (3.7- (3.7- (2.8-

103 kg I~IIl 2i 
8.1) 4.5) 4.3) 4.4) 4.4) 4.5) 2.9) 

比率 %1 57.9 

106.7 76.9 74.2 76.4 77.3 78.5 76.7 64.4 
VA-61 σb 

(102.4- (69.3- (69.9- (73.5- (74.5- (69.3- (60.2 

kg/cm2 
110.3) 80.9) 79.7) 79.9) 80.1) 88.6) 88.6) 65.5) 

比率 %1 100.0 72.1 69.6 71.6 72.5 73.6 71.9 60.4 

ﾔO 1.44 1. 79 1.81 1.83 1.86 2.02 1.86 2.27 

比率 %1 100. 。 124.3 125.7 127.1 129.2 140.3 I 129.3 I 157.6 

注) 5 個の平均値 Note) Average of five measurecl values. 
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曲げ強さいの，最大比例変形度 (ε。) (横曲げによる)

cooking temperature and time (Direction of grain is perpenclicular to the span) 

800C 

48 72 96 120 

2.5 

(2.2~ 

34.7 38.4 

71.2 

(68.7~ 
74.3) 

68.0 63.2 59.4 63.1 62.9 59.9 63.1 60.0 57.8 61.5 I 60.5 

2.81 2.37 2.45 2.43 2.50 

195.1 164.6 170.1 173.6 l札 3 I 1侃 5 I 190 ・ 3 I 185 ・ 41192・ 4 I 1札2

2.7 
25l23122|25  

2.1 

(2.5~ (2.2~ I (2.1~ I (2.1~ I (2.1~ (2.0~ I (2.2~ (1.9~ (2.1~ : (1. 9~ I (1. 9~ 
2.8) 3.5) I 2.5) I 2.3) I 3.5) 2.1) I 2.4) 2.3) 3.3) I 2.1) 

38.5 36.5 32.8 31.9 35.5 

61.7 

(57 .4~ 
63.0) 

67.6 72.0 68.0 69.0 70.0 I 66.3 I 67.8 I 65.2 I 70.0 I 64 ・ 2 66.7 

2.31 2.60 2.73 2.88 2 曲 I 2.95 I 2.71 I 2 皿 I 2.47 I 2.82 I 2 口
175.0 l ヲ7.0 206.8 200.0 間 o I 223.5 I 205.3 I 218.2 I 177.8 I 213.6 I 206.1 

3.1 

(2.9~ 
3.3) 

41.8 

72.8 

(67 .2~ 
84.4) 

68.2 60.2 67.7 72.2 63.6 63.5 57.8 63.2 57.0 1 59.6 60.2 

2.33 2.68 2.97 2.34 2.49 2.73 2.71 2.66 2.71 2.38 2.63 

161.8 186.1 お6.3 I 177.3 172.9 189.5 I 188.2 I 184.7 I 188.2 I 165.3 I 182.6 



第 208 号林業試験場研究報告-176-

ないと 800C， 900C の高温処理材でも，送り

厚さ 1mm 以上の単板だとノーズパーの圧縮

なしでは裏割れが若干起こることが予測でき

る。煮沸処理による ε。の増加の比率は樹種

による変化が大きく，現在のところその傾向

f
4
6
 

4

一
-

4
B
4
・

q

F
E
F
 

はつかめていない。今回のアピトンの煮沸処

大略的に 600C で約

1. 8~ム 800C で約 2.5% ， 900C で約 2.7% で

理による εo の絶対値は，
10 20 50 40 5i口 60 70 80 90 /00 110 120 h 
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これらの値からみれば 800C 以上の温ある。

度で処理すれば送り厚さ 1mm くらいの単板

ならノーズパーによる圧縮なしで裏割れは起

きないか，あるいは裏割れ微少な単板が切削80 ・c

できると予想される。またカンボジア産チュ

テ-!レの処理温度 900C における ε。は.大略

2.0% くらいと比較すると今回のアピトンは

M
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両者よりも容易に切削できょう。

験試自リc) 切

VA-6 
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処理問団
C∞kin宇 t:me
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o 
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1 

れ割背IJi )切

無処理材の原木位置の裏割れ率を Table 5, 

6 に示す。裏割れ率は平均値で大略 50% く90 ・c

らいで原木の外部，内部の差は認められなか

った。また刃口距離を変化した時の裏書jれ率

を Table 7 , 8 (付図 1 )に示すc 刃口距離

判
100 

~ 90 

1 ~ 80 
ゃ叉 70
\I(~ 
長按 60
い t巳

" 50 
。

己主

は送り厚さよりせばめた方が裏割れ率が減少

することは当然であるが，刃口をせばめるこ

VA-6 
VA-2 
RA-4 

10 20 30 40 5'口 60 70 80 90 100 110 120!tr. 
処理問問

Cook;n~ time 

.,1,-

40 

,. 
1 

とによる欠点も生ずるので，その限度が問題

になる。今回のアピトンは送り厚さ lmm く

らいの単板でもノーズパーによる圧縮のみで

は，裏割れ率 20% くらい以下の良質単板は

各原木の各処理温度，時間におけるヤング係数の

低下率(横曲げによる)

Decrease of YOUNG's moclulus of each log at 

each cooking temperature ancl time (Direction 

of grain is perpenclicular to the span). 

Fig. 4 

得がたいであろう。また前回行なったカンボ

ジア産チュテーノレ，ボルネオ産クノレイン (IV

A-1 の丸太を除く)と比較して.無処理材で 1mm くらいの単板切削では裏書jれ率はほとんど差がない

といえる。

煮沸処理して切削した時の二~liJれ率を Table 9. 10 (付図 2) に示す。煮沸処理することにより裏書jれ

900C で平均値的に大略 200C くらいの裏

割れ率を示しているので， 前項で示したかたさ 0.5-0.6kg /mm 2 くらい Eb 2x103 kg/cm 2以下， ε。

約 2.5% 以上という数値が大体あてはまるといえよう。また 900C で切削したときの裏割れ率をカンボジ

率が減少することは現在までの実験結果より当然なことでありラ
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Table 5. 各原木位置における裏割率

Rate of lathe check of each log at green condition 

LZ盟主竺J-No. 1 1 No. 2 1 No. 3 いよ-41 ん什平 均
恥1ean

55.0 56.5 52.6 51.9 50.9 53.4 
VA-2 

(30-80) (30-80) (30-70) (30-70) (30-70) (30-80) 

49.6 49.5 54.8 51.5 47.9 50.5 
VA-6 

(30-70) (30-70) (40-70) (30-70) (30-70) (30-70) 

注〕刃物角: 21 0，逃角: 40'-50' ，刃口距隣: 1. 02mm，送り厚さ: 1.02mm 

位置の No.1 ， No.2……は心材の外部より内部に向かつて約 3cm おきの位置を示す。

Note) Knife angle: 21 0
• clearance angle: 40' -50' , incline opening: 1.02mm. thickness 

。f veneer : 1. 02mm. 

Each symbol No 1 , No 2 ,…… indicates the measured part in the log. 

No 1. No 2 ,…heartwood , each 3cm from the sapwood boundary toward the pith. 

Table (i. Table 5 の裏割れ率の頻度

Frequency of lathe check on Table 5 

同、!容、ZhJさZ原\亡本位ERF置凶JeM五of1e凶Mあhur\ddよpa ¥ No.l No.2 No.3 No. 4 

20 以下(微小)
Under 20 

20 - 40 (小) 25.0( 6) 21. 7( 5) 29.6( 8) 26.9( 7) 

40 - 60 (中) 45.8(11) 43.5(10) 48.1(13) 57.7(15) 

¥'A-2 
60 - 80 (大) 29.2( 7) 34.8( 8) 22.3( 6) 15.4( 4) 

80 以上(特大)
Over 80 

1cmあたりの本数
8.0本 7.7本 9.0本 8.7本l Number of lathe 

check per cm 

20 以下(微小)
Under 20 

20 - 40(小) 43.5(10) 50.0(10) 26.1( 6) 35.0( 7) 

40 - 60 (中) 47.8(11) 30.0( 6) 47.8(11) 50.0(10) 

VA-6 
60 - 80 (大) 8.7( 2) 2O.0( 4) 26.1( 6) 15.0( 3) 

80 以上(特大)
Over 80 

1cmあたりの本数
7.7本 (.7本 7.7本 6.7本

Number of lathe 
check per cm 

注) ( )裏害IJれ本数

Note) Number of lathe check. 

No.5 
平 均
Mean 

34.8( 8) 27.6( 6.8) 

52.2(12) 49.5(12.2) 

13.0( 3) 22.9( 5.6) 

7.7本 8.2本

47.4( 9) 40.4( 8.4) 

42.1( 8) 43.5( 9.2) 

1O.5( 2) 16.1( 3.4) 

6.3本 7.0本
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Tab!e 7. 刃口距離を変化させた場合の裏割率(%) (無処理材〕

Rate of !athe check at each incline opening (Green condition) 

1.02 

1.09 1.04 

55.0 52.2 
VA-6 

(40-70) (30-70) 

注)刃物角: 21 Q ，逃角: 40' -50' 

Note) Knife ang!e : 21 0 , clearance ang!e : 40' -50'. 

Tab!e 8. Tab!e 7 の裏割れ率の頻度(%)

Frequency of !athe check on Tab!e 7 

、裏~剖ご率\送\(\J%FP~厚)RaさEt白eτ-程3-111c函kILneE孟悶孟o石f〈Ev孟m制mE\民E) Z 

1.02 

1.09 1.04 

20 以下(微小) Under 20 

20 - 40(小〕 31.8 ( 7) 52.2 (12) 

40 - 60(中〕 45.5 (10) 39.1 ( 9) 

60 - 80(大〕 22.7 ( 5) 8.7 ( 2) 

80 以上(特大) Over 80 

1 cmあたりの本数 7.3本 7.7本
Number of !athe check per cm 

注) ( )裏割れ本数 Note) Number of !athe check. 

0.99 

38.8 

(30-70) 

0.99 

75.0 (18) 

20.8 ( 5) 

4.2 ( 1) 

8.0本

Tab!e 9. 各煮沸処理，時間

Rate of !athe check of each !og at 

中J
600C 

24 48 72 I 96 I 120 平均 24 48 

1.09 1.09 
Mean 

1.09 1.00 

VA-2 44.0 43.0 39.5 43.5 

(30-70) (30-60) (30-50) (30-60) 

VA-4 36.8 34.1 30.6 35.5 

(20-60) (20-40) (20-50) (20-60) 

VA-6 36.9 31.7 31.2 34.3 31.1 28.6 25.6 

(30-50) (20-50) (20-50) (20-50) (20-40) (20-50) (20-40) 

注)送り厚さ: 1.02mm，刃物角: 21 0 ， 逃角: 40' -50' Note) Thickness of veneer : 

(1) Temperature, (2) Time (hr) , (3) Incline opening (mm) , (4) Mark of Iog. 
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ア産チュテーノレ，ボ/レネオ産クノレイン(百Aー1 は除く)と比較するとチュテールよりは若干裏割れ率は

小さく，ク/レインとは大略同じくらいである。各煮沸温度で 48 時間処理して刃口距離 1mm で切削した

ときの裏割れ率は 600C で約 40% ， 8ぴC で約 30%. 900C では 20% 以下の微少な裏割れの単板が得られ

た。したがって，送り厚さ 1mm くらいの単板で裏書lれ率 30% 以下の単板を得ょうとすれば，無処理材，

処理温度 600C では刃口距離を狭ばめても得がたく‘ 800C では送り厚さ1.02mm に対して刃口距離 1rrm

くらい， 9ぴC ではノーズパーの圧縮を考慮しなくても得られるであろう。原木量が少なかったので厚も

の単板切削については系統的な実験は行なえなかったが‘一部行なった結果を Table 11 , 12 に示す。

ii) 切削初期の単板厚さ

刃口距離を送り厚さより狭ばめて切削すると.初期において薄むけ現象がおきる。したがってーノーズ

ノξーの圧縮のみにより裏割れを減少させようとすると，その度合により切削初期の単板が送り厚さより薄

くなる。また逆に刃口を送り厚さより広くすると.厚さむらの単板となるつこれらより現場では裏割れを

考慮しながら適正な刃口距離を決定するのに困難性が生ずるものである。無処理材で刃口距離を変化させ

て切削したときの初期単板厚さを Fig. 5 に示す。 1mm 単板厚さの許容誤差を 5/1∞mm くらいとすれ

ば，刃口距離 0.99mm で切削しでも不合格単板は切削されないが，初期において若干ながら薄むけの傾

向を示している。 したがって町無処理材で送り厚さ1.02mm 単板切削で刃口距離を 0.99mm 以下にす

ると，初期薄むけの現象があらわれることがうかがわれる。

む す び

以上の結果を総合して今回のアピトン材は‘

(1 ) 外観的にはヤニ分が少量(カンボゾア産チュテールより)であったっ

(2) 材質的に無処理では良質単板は切削困難である。

(3) 煮沸処理による効果は内地材の硬材と大略同じぐらいで大きいといえるつしたがって， 900C くら

いの高温で処理すれば，切首IJ上からは品質良好な単板が切削されるであろう。しかし，高温処理すること

における裏割れ率

each cooking temperature ancl time 

800C 900C 

72 96 120 平均 24 48 72 96 120 平均

1.09 
Mean 

1.09 1.09 
Mean 

23.9 24.2 15.6 22.8 24.4 27.7 

(20-30) (10-40) (10-20) (20-30) (20-40) (10-40) 

25.3 23.8 16.0 21.2 17.1 21.9 

(20-30) (20-30) (10-20) (10-30) (10-30) (10-30) 

34.0 28.5 30.6 16.7 不明 不明 不明 13.6 15.2 

(20-50) (20-40) (20-50) (10-20) (10-20) (10-20) 

1.02mm , knife angle : 21 0 , clearance angle : 40' -50' . 
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れ 率 σ〉 頻 度

check on Table 9 

800C 900C 

72 96 120 平均 24 48 72 96 120 
平均

1.00 1.09 Mean 
1.09 1.09 Mean 

61.1 52.6 100.0 72.2 61.1 61.8 
(11 ) (10) ( 9) (13) (11 ) (11.2) 

38.9 47.4 27.8 38.9 38.3 
( 7) ( 9) ( 5) ( 7) ( 7.0) 

6.0本 6.3本 3.0本 6.0本 6.0本 6.1本

47.1 62.5 100. 。 I 94.1 68.6 
( 8) (10) (15) (12) (16) (11.5) 

52.9 37.5 29.4 5.9 31.4 
( 9) ( 6) ( 5) ( 1) ( 5.3) 

5.7本 5.3本 5.0本 5.7本 5.7本 5.6本

14.7 100.0 100.0 100. 。

( 6.0) ( 6) (14) (5 ) 
50.0 28.0 35.0 48.7 
( 9) ( 7) ( 7) (10.0) 

50.0 52.0 65.0 31.6 
( 9) ( 13) (13) ( 7.0) 

20.0 5.0 
( 5) ( 1.3) 

6.0本 8.3本 6.7本 7.1本 2.0本 不明 不明 不明 4.7本 1. 7本

(6) Number of lathe check per cm. 

Table 12. Table 11 の裏書lれ率の頻度

Frequency of lathe check on Table 11 

ミx 送り厚さ Thickness of veneer (mm) I 

~刃口距離 Incline opening (mm)"'! 

裏割れ率 Rate of-lathe check (%)一一~I

1.53 2.02 2.53 2.99 

1.45 1.90 ‘ 2.35 2.80 

20 以下(微小) Uncler 20 50.0 ( 5) 63.6 ( 7) 63.6 ( 7) 57.1 ( 8) 

20-40(小〕 50.0 ( 5) 36.4 ( 4) 36.4 ( 4) 42.9 ( 6) 

40-60(中)

60 80 (大)

80 以上(特大) Over 80 
lcmあたりの本数 Number of lathe 5.0本 2.8本 2.8本 3.5本

check per cm 

注) ( )裏割れの本数 Note) () Number of lathe check. 
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Fig. 5 刃口距離と初期単板厚さ

Thickness of veneer at the beginning of cutting 

with each incline opening. 

送り厚さ: 1.02mm 

角: 40-50' 

刃物角: 210 

逃

刃口距離 : 0.99mm 

送り厚さ: 1.02mm 

逃 角: 40-50' 

刃物角: 210 

無処理材の単板付図 1 . 

刃口距離: 0.99mm 

煮沸処理材の単板 (900C-48hr で処理)付図 2.
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により単板の収縮率が増加することを考慮すると，煮沸温度は 8ぴC くらいで刃口距離を若干せばめて裏

害IJれを少なくする方が得策かもしれない。

(4) 現在まで行なったカンボジア産チュテーノレ，ボ/レネオ産クノレインと比較して，材質的にはチュテ

ーノレが若干悪い数値を示している。クノレイン(町A-1 の原木は除く)とはほとんど同じであったが，切

削害IJれから見ると(特に表害IJれ)今回のアピトンが両者より若干ながらすぐれているようである。

女献

1) 江草義正・木下叙幸:南洋材の性質 1 ，カンボジア産材 8樹種のロータリ一切削，材、試研報， 190, 

pp , 86 -100, (1966) 
2) 一一一一:南洋材の性質 2 ， サラワク産メランチ類木材の単板切首1]， 林試研報， 190, pp. 168-

177, (1966) 
め 一一一一:南洋材の性質 4 ，北ボルネオ産カプーノレ材の単板切向J，林試研報， 197, pp. 110-120, 

(1967) 

JX. Rotary Veneer Cutting of Apitong Woods grown in the Philippines 

Y oshimasa EGUSA 

(R駸um�) 

This report dealt with rotary veneer cutting and some mechanical properties which were 

consiclered related to the quality of cut veneer on Apitong woocls grown in the Philippines. 

The c1ata obtained from tests of mechanical properties which included Brinell hardness, 
YOUNG's moclulus , bencling strength ancl fictitious strain (direction of grain perpendicular to the 

span) on each green or cooked log are shown in Tables 1-12 and Figures 1-5. 

1n the cutting test , green and cooked logs at each cooking condition were cut with the 

different incline openings , ancl the rate of lathe check was measured. 

1n these tests , resin dicl not appear on the end surface of Apiton woods tested in this study , 

though it was observed on Keruing grown in Kalimantan and Chhoeuteal grown in Cambodia. 

The effects of cooking treatment on veneer quality of Apitong woods was nearly equal to that 

of hard woods grown in Japan. 

1n consequence , the following conditions were considered to be optimum cutting conclitions 

to cut 1 mm thick veneer from Apitong used in this test. 

Cooking temperature : 800C 

Knife angle : 200 

1ncline opening : lmm 

Clearance angle : 40-50' 
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x. フィリピン産アピトン材の単板の乾燥性

筒本卓造(1)

まえがき

この報告はフィリピン産アピトン材についての合板適性試験のうち司単板の乾燥性についてとりあげた

ものである。新しい樹種の利用にあたり単板の乾燥では，主として乾燥時聞が問題になる場合が多いの

で，ここでも供試材の乾燥時間の比較に重点をおき，補足的に収縮率，損傷などの点を検討した。

1.実験方法

f共試木は入手したアピトン (Diþterocaψus grandijlorus) のうち VA-2， 4句 6 の 3 本である。これら

の丸太は約 3Scm に玉切りしたのち，厚さ約 1mm (送り厚さ 1.02mm) にロータリ一切削した。供試単

板のとり方，乾燥方法などはすべて前報(林試研報 No.190) と同様である日。

2. 実験方法と考察

1.乾燥時間

各丸太からの単板を一定条件 (D.B.T. 140oC, W.B.T. 55-60oC, A.V. 1. 1m/sec) で乾燥したと

Table 1. 単板の乾燥

Drying time and 

容積重(全乾) 乾燥初

樹 種 原木条件
厚さ(生)

sp(o阻Avehpnp-adくrgregmyn/ectdma>ty B>

初期含水率 Drying 
Thickness 

Species Condition (green) 
lnitial M.C. 

。f log (%/min) 
(mm) (%) 

Apitong 
Green 

1.03 0.63 83.2 12.3 

VA-2 (1.02-1.04) (0.63-0.64) (81.1-85.0) (11.5-13.2) 

Apitong 1.03 0.64 67.0 12.0 
Green 

VA-4 ( 1.01-1.04) (0.63-0.65) (63.0-68.7) (11.2-12.5) 

1.04 0.68 70.2 11.5 
Green 

Apitong 
(1.02-1.05) (0.67-0.69) (68.6-71.0) (11.4-11.6) 

VA-6 
Cooked 1.05 0.67 68.0 11.8 

90oC, 48hr (1.04-1.06) (0.66-0.67) (67.7-68.2) 

* (A) 厚さ1.0mm 単板の乾燥時間(初期含水率から 10% まで) Drying time of 1.0mm thick 

料 (B) 厚さ 1.0mm 単板の乾燥時間 (60% から 10% まで) Drying time of 1.0 mm thick veneer 

Size of sample: 30X30cm. 

Drying condition: D.B.T. 140o C ,W.B.T. 55-58 0 C , A.V. 1.1m/sec. 

(1) 木材部加工科乾燥研究室長
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きの乾燥速度，乾燥時間を Table 1 に示す。このなか

で乾燥速度は乾燥初期の恒率的な期間の値のみをあげ，

乾燥時間については仕上り含水率 10% までの所要時間

を測定値として示している。しかし，供試単板の厚さに

ある程度差があったので.えられた乾燥時聞を厚さ1.0

mm の場合に換算し，さらに初期含水率についてもすべ

て 60% の場合に換算してそれぞれ換算値 (A). (B) 

としfこ1)。

換算i直 (B) についてみると，供試単板は乾燥時聞が

4.7-5.1 min の範囲にあり、 これらを容積重に対して

プロットすると Fig. 1 のようになる。同図の破線はい

ままで試験したものの標準的な関係であってー今回の結

果もこれとほとんど一致している。

に
UQ

O
 

5 %df 

弓4
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②④⑥ メヤ;tong VA-2 .4.6 

( c Ap;fong VA -6 . cooked 

R Red /auan 

0.4 0.5 0.6 0.7 Q8 
容補皇 (9/cmさ}

App灑enf 5pec;{;c gravify 

Fig. 1 容積重と乾燥時間との関係

Relation between apparent specific 

gravity and drying time. 

このように，供試単板の乾燥時間の差は主として容積重の差に基づくものといえ守フィリピン産レッド

ラワン(容積重 0.5 gjcm 3 ) の乾燥時間を1.0 としたとき各原木無処理材単板の乾燥時間は VA-2 が

1.22, V A-4 が 1.18 ， V A-6 が1. 27 であって‘全体として1. 18- 1. 27 の範囲にある。また.原木

時間，収縮率

shrinkage of veneer 

期の乾燥速度 乾燥時間 Drying lime 収向縮率全乾(幅)方
rate in first stage 

測定値 換算値 (A)* 換算値 (B 料 Shrinkalr邑e 
( tangential. 

(g/min] 1l(108g/cmzhfC> 14easured Converted Converted ]
|(min)1  (min)1 (min)1 -dryed) (例

6.33 2.54 I 6.91 I 6.64 I 4.87 9.5 

(59.3-68.1)1 (2.38-2.73) 1 (6.67-7.28) 1 (6.42-7.03) 1 (4.78-4.98) 1 (9.3-9.8) 

6.09 I 2.45 I 5.59 I 5.37 I 4.71 I 9.7 

く5.19-6 吋 (2.0…5) I (5.1…5) 1 (4.9…2) 1 (4.5ト5ω( 9.5-9.8) 

6.24 I 2.51 I 6.18 I 5.88 I 5.07 I 10.7 

(6.1 ヲ -6.30)1 (2.49-2.53) 1 (6.00-6.27) I (5.70-5.96) 1 (4.98-5.20) 1 (10.2-11.2) 

6.21 I 2.49 I 5.84 I 5.55 I 4.91 I 12.8 

(5.90-6.32)1 (2.37-2.54) 1 (5.60-5.97) 1 (5.31-5.68) 1 (4.80-4.98)(12.6-12.9) 

veneer (M.C. reduction: lnitial M.C. to 10%). 

(M.C. reduction: 60% to 10%に
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の煮沸処理による乾燥時間への影響は， VA-6 の結果からみてほとんどないものと思われる 2

2. 乾燥による収縮，損傷

前出の Table 1 に供試単板の幅方向(接線方向)の全乾収縮率を示した。無処理材についてこれら全

乾収縮率 (αot) の全乾容積重 (γ。)に対する比 (αot /ro) を求めてみると今いずれも 15-16 の範囲にあ

り，供試した単板は容積重との関連においでほぼ標準的な収縮率を示すものといえる。また，原木の煮沸

による収縮率の増加については， VA-6 の測定結果で無処理材と煮沸材の収縮率比が1.20 であり，前

報のカリマンタン産クノレインの場合とほとんど同じ値であったへ このような煮沸処理による収縮率増加

は処理温度.時間とともに大きくなる傾向があるので.切削H寺に煮沸処理する場合は，単板品質に対して

必要最ノl、限の温度，時間を選ぶべきであろう。

乾燥による狂いや割れについては，金網送りドライヤーで乾燥した場合.原木による差はほとんど認め

られず，レッド ラワンに比べていずれもやや大きいかまたは同程度と考えられる。なお，連続式単板乾

燥機により乾燥する場合の裂断に関連して，ひき材板目試験片の両端を固定して乾燥し.裂断時の含水率

および拘束のなかった場合に裂断時までに収縮したであろう潜在的な収縮率を比較した結果.レッド ラ

ワンに比べてこの裂断までの潜在的収縮率が相当小さいことが示された (Table 2) 。

このことからアピトン単板は，収縮率そのものが大きいこともあいまって連続式乾燥機によって乾燥す

る場合，レッド ラワンよりも裂断がおこりやすいものと考えられる。

あとがき

フィリピン産アピトンについて単板の乾燥試験を行ない，次のような点がたしかめられた。すなわち，

乾燥時間については，容積重 0.5g /cm 3 程度のレ y ド ラワンに比べて同一含水率範囲を乾燥すると

き ， 15-30% の時間増加が必要であり，収縮率も 20-30% 程度大きいようであるつまた.この収縮率は

原木の煮沸処理によってある程度増加する。

煮沸による狂いや苦手lれは，レッド ラワンよりやや大きいか同程度である。ただし狂いのある単板を

Table 2. 収縮を拘束したときの裂断

Rupture of restrained woocl 

樹 種 初期含水率 全乾収縮率* 裂断時間 裂断M時.C含.水率 Sh裂収n縮断nk率時ag*e * at 収縮率比*料
Shrinkage , Restraine at Ratio of 

Species lnitial M.C. green to tlme rupture rupture shrinkage 
(%) oven dried(~の (min) (~の (~の

Red lauan 64.5 7.2 155 16.1 3.1 0.43 

(AVpAit-ong 6) 54.1 10.9 106 23.2 2.2 0.20 

* 収縮を拘束しない試料の収縮率 Shrinkage of unrestrained control sample. 

料 同試料から推定した潜在的収縮率

Latent shrinkage estimated from unrestrained control sample. 

*** 破断時収縮率の全乾収縮率に対する比

Ratio of shrinkage at rupture to shrinkage from green to oven dry. 

Size of sample: 5 Crad.)X5 (long.)Xll0 (tan.) mm  

Drying condition: D.B.T. 26 0Cラ羽T.B.T. 19.5-20oC (E.M.C. ab. 10%) 
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平らにおしのばすためには.レッド ラワンに比べより大きい荷重が必要であろう。また，これらの単板

を連続式乾燥機で乾燥する場合にはレッド ラワンより裂断がおこりやすいことが予測され，より適切な

送り速度の調整が要求されるものと思われる。

文献

1) 筒本卓造:カンボジア産材 8 樹種の単板の乾燥性，林試研報， 190, pp. 100-105. (1966) 

2) 一一一一:北ボルネオ産カプールおよびカリマンタン産クノレインの単板の乾燥性，林試研報， 206. 

pp.87-92, (1967) 

X. Veneer Drying of Apit(lng Woods grown in the Philippines 

Takl1z� TSUTSUMOTO 

(R駸l1m�) 

This investigation was condl1cted to determine the sl1itability for drying of veneer peeled from 

Apitong logs collected from the Philippines. 

One millimeter thick veneer peeled from these bolts were dried in the experimental veneer 

dryer. Drying conditions maintained throl1ghol1t the test were dry-b111b temperatl1re of 140.C 

and air velocity of 1.1 m/sec. 

Res111ts obtained from this drying test can be sl1mmarized as follows : 

1. To attain a moistl1re content redl1ction from 60% to 10% ‘ Apitong veneer reql1ired 

longer c1rying time than Recl lal1an veneer of the same thickness and l1ncler eql1al drying conclitions. 

However , there existed an almost linear relationship between drying time ancl apparent specific 

gravity for veneer of both species (Fig. 1). 

2. In terms of warp ancl split ヲ there was no significant c1ifference between the ql1ality of 

clried veneers prodl1ced from each Apitong bolt , bl1t the degree of these defects on Apitong 

was sJightly great or almost same as on Red lal1an. 

3. Apitong veneer exhibited lower resistance to rl1ptl1re than Red lal1an veneer l1nder the 

same restrainecl condition dl1ring drying (Table 1). 

XL フィリピン産アピトン材の単板の接着性

はじめに

柳下 正(11

嵯峨途利(~I

唐沢仁志川

アピトン材はわが国に輸入され各方面に多く使用されていたが，合板用には樹脂分が多いためラ接着に

問題点がありほとんど使用されていない現状であるこしかし，最近の合板原木事情の悪化に対処するには

(1) 木材部材質改良科応用研究室長

( 2 ) 前木材部材質改良科接着研究室・現林野庁指導部研究普及課

( 3 ) 木材部材質改良科接着研究室
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蓄積の多いといわれるこの種の原木の使用も必要と考える。

今般，南洋材の性質についての一連の研究の中に，フィリピン材が取り上げられ，本研究室では当部加

工研究室において切削した VA-2， VA-4 および VA-6 の 3 本の原木のアピトン材単板について接

着性の検討を行なったので，その結果を報告する。

本試験に使用したアピトン原木

本試験において単板接着力試験に使用したフィリピン産材アピトン原木は VA-2， VA-4 および VA

-6 の記号の 3 本である。

1. 単板接着力試験

1) 単板

試験

接着力試験に供したアピトン単板は.木材部加工研究室および乾燥研究室において切削および乾燥した

単板である勺

3 本の各記号のアピトン原木から切削された単板は， 1) 無処理の原木から切削されたもの(以下.生

単板という)， 2) 9ぴCの温度で 48 時間煮沸処理した原木から切削されたもの(以下，煮沸単板という)

の 2 種類である。

これらの単板は.荒むきをして辺材部分を除去したのち，外周から中心lこ向かつて約 8 -9cm の範囲

の部分(この部分を単板切削部分という)からノj、型ロータリーレースで一連に切削したものである(切削

方法，その他については，前報告一一クルイン単板の接着性1)ーーに述べた〕。切削した一連の単板はク

リッパーで、所定の寸法に切断し，ベニヤ・ドライヤーで含水率が 7-8%になるように乾燥した。乾燥後

の単板は温度 200C，関係湿度 45%の恒温恒湿室で各単板が室内空気に触れるよう配慮して約 20 日間調湿

した。調湿後の単板の含水率(全乾法にて測定)は 8.4-9.2% の範聞であった。単板寸法は 31cm X31 

cm であった。

2) 試験合板

各原木から切削した生単板および煮沸単板を 1 類(接着剤は水溶性フェノーノレ樹脂接着剤一一日本ラ

イヒホールド K.K. の TD-683-HV ， およびメラミン・ユリア共縮合樹脂接着剤一一東洋高圧 K.K.

のユーロイド-345 の 2 種類)および 2 類(米濃縮ユリア樹脂接着剤一一東洋高圧K.K.のユーロイド

310) 用接着剤を用いて 3 種類の試験合板を作製した。

接着剤阻合と接着条件:アピトン材単板の接着は，前回行なったカリマンタン産クノレイン材単板の接着

と同時に行なったので，配合および接着条件はすべてク lレイン材単板の場合の条件と同じであり， Tab!e 

I および Tab!e 2 に示す。

試験合板の単板組合せ: 1 枚の試験合板の各単板は原木部分差異を少なくするような配慮を行なって組

み合わせた。組合せ方法については前報告ρに詳述した。

試験合板は 1 試験項目につき 3 枚とした。

3) 接着カ試験

本試験では合板引張勇断接着カ試験を採用した。



-189 ー南洋材の性質 10 (木材部〕

Table 1. 各類別接着剤配合割合および接着剤液の性質

The mixing ratio and the quality of glues 

(| 
Japan Reichhold Chemicals , INC. TD-683 
T��-K�tsu Industries. INC. U-345 

T��-K�tsu Industries , INC. U-310 
Powder of 200 mesh 

Wheat f10ur of Nippon-Seihun 

Solid 

Glass electrode pH meter 

B.F type Viscosimeter 

Water soluble phenol resin 

Melamin-urea co-condensation resin 

配合割合(部) The mixing ratio (part) 

類 Type 1 2 類

P ( i 乱f
⑬ Type II 

フェノー/レ樹脂接着剤
100 

Phenol resin 

樹 月旨 メラミンユリア共闘脂接着剤 ~I 100 
Resin Melamin-urea co-condensation resin 

ユリア樹脂接着剤
100 Urea resin 

ヤシ殻 l粉l 10 Coconut shell f10ur 

増量・充填
小麦fI 粉

13 Extender Wheat f10ur 
and filler 

水
10 3 10 ¥Vater 

① 塩化アンモニウム
NH.Cl 

硬化剤
Hardner 

5.7 6.7 10.5 
⑦ 接着剤液の pH

pH of mixed glues at 200C 

1590 1275 860 
接着剤液の粘度 (CP)
Viscosity of mixed glues at 200C 

日本ライヒホーノレド K.K. TD-683 

東洋高圧K.K. ユーロイド 345

東洋高圧K.K. ユーロイド 310

200 メッシュ粉末

日本製粉扇印

粉末

ガラス電極 pH 計 (200Cにて測定)

B型回転粘度計 (200Cにて測定)

フェノール樹脂接着剤

メラミン ユリア共縮合樹脂接着剤

(((((((((@ 

冷圧条件 Cold pr田sing I 
圧力|時間 l
Pressure I Time I 

(kg/cm2)J (hr)1 

lo I 1 

Table 2. 各接着剤の圧締条件

The condition of pressing 

条件 Hot pre田ing

温度|時間
Temoerature I Time 

caC)J (min) tetJ 
8 I 

斉IJ
ρ
-
u
 

着
hG

 

接

140 P l 類
Type 1 

1.5 120 B 10 M 

1.5 110 8 10 Type II 類2 
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類別
塗布量

Type Glue 
spread 

g/(30clTl2' 

20 

1 Pω 

30 

20 

1Mω 

30 

20 

JI (3) 

30 

林業試験場研究報告第 208 号

Table 3. アピトン単板の引張

The results of bond strength 

接

原木記号 原 木 処 理

Mark of log Treatment of peeler 
!頂 Close� 

Ave. l¥lax. :.vfin. 

VA-2 { 生煮沸単単板板 Non 22.0 24.6 18.5 
Cookecl veneer 25.9 29.6 23.1 

VA-4 { 煮生沸単単板板 Non-treatecl veneer 24.2 28.9 21.2 
Cookecl veneer 25.3 28.9 23.7 

VA-6 { 煮生沸単単板板 Non-treatecl veneer 20.3 26.0 28.0 
Cookecl veneer 25.8 28.0 24.3 

Recl lauan 20.8 23.7 18.5 

V A 2 Jl 煮生沸単単板板 Non- 19.8 22.5 15.4 
Cookecl veneer 27.4 30.9 25.5 

V A 4 J1 生煮沸単単板板 Non- 21.8 25.2 18.8 
Cookecl veneer 26.6 28.0 24.6 

V A-6 Jl 煮生沸単単板板 Non-treatecl veneer 23.1 25.5 19.1 
Cookecl veneer 28.1 31.3 24.6 

Recl lauan 23.5 26.8 18.8 

V A  2 kl 煮生沸単単板板 Non- 21.5 24.6 16.9 
Cookecl veneer 25.5 27.7 22.8 

VA-4 { 生沸単単板板 Non 22.8 27.2 18.5 
煮 Cookecl veneer 25.1 27.7 20.9 

VA-6 { 生煮沸単単板板 Non 21.7 25.2 16.9 
Cookecl veneer 27.0 29.2 24.9 

Recl lauan 15.5 18.8 9.5 

VA-2 {島民iiNon treated ven町 22.1 24.0 20.0 
Cookecl veneer 25.7 28.3 22.1 

VA-4 { 煮生沸単単板柱 Non- 24.4 27.7 20.9 
Cookecl veneer 26.3 28.3 24.6 

V A-6 lI 生煮沸単単板板 Non-treatecl veneer 22.9 25.2 18.5 
Cookecl veneer 28.8 32.3 27.2 

Recl lauan 17.6 19.7 15.4 

V A-2 Il 生煮沸単単板板 Kon-treatecl vene巴r 12.5 16.6 9.2 
Cookecl veneer 13.9 17.8 10.4 

VA-4 { 煮生沸単単板板 Non- 13.8 17.8 10.1 
Cookecl veneer 13.7 18.5 9.8 

V A-6 li 生煮沸単単板板 Non-treated veneer 12.3 16.6 6.2 
Cooked veneer 13.8 18.5 8.9 

Red lau日n 15.9 18.8 14.5 

VA-2 li 生煮沸単単板板 Non treated veneer | | 22.7 28.6 18.8 
Cooked veneer 27.8 30.8 24.3 

VA-4 { 生煮沸単単板キ反 Non-treated veneer 25.5 28.0 23.7 
Cooked veneer 29.5 32.0 25.8 

V A-6 Il 煮生沸単単板板 NOIトtreated veneer 26.7 30.8 20.0 
Cool王ed veneer 27.3 31.3 25.2 

Red lauan 16.3 19.4 13.8 

注: (1) 1P: 1 類，フェノーノレ樹脂接着剤 Type 1 , Phenol resin. 

(2) 1M: 1 類，メラミン・ユリア共結合樹脂接着剤 Type 1 , Melamin-urea co-condensation resin. 

(3) JI: 2 類，ユリア樹脂接着剤 Type JI , Urea resin. 
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現断接着力試験結果

of Apitong veneers 

着 力 Bond strength (kg/cmり 木 破 率(%)

逆 Open 順逆平均 Ave.
もiVood failure 

Ave. ?νIax. 孔Iin. Ave. Max. Min. Ave. 1 :¥Iax. ¥ Min. 

17.8 24.9 18.5 19.9 24.9 18.5 20.0 40 。

25.0 27.4 21.8 25.4 29.2 21.8 19.9 40 。

22.1 25.8 17.5 23.1 28.9 17.5 26.0 80 。

25.0 28.0 22.8 25.1 28.9 22.8 18.1 60 。

22.4 26.5 19.4 24.2 28.0 19.4 33.3 60 。

26.5 27.1 23.1 26.1 28.0 23.1 13.2 20 。

19.9 22.5 17.5 20.4 23.7 17.5 33.2 80 20 

19.9 22.1 14.5 19.9 22.3 14.5 21.0 60 。

27.4 29.8 24.6 27.4 30.9 24.6 33.1 100 。

20.7 22.8 16.6 21.2 25.2 16.6 12.1 60 。

25.7 30.9 22.8 26.1 30.9 22.8 33.1 100 。

22.4 27.4 14.8 22.7 27.4 14.8 32.6 100 。

27.0 30.2 24.0 27.5 31.3 24.0 19.9 40 。

22.4 25.8 17.8 22.9 26.8 17.8 39.9 100 20 

20.4 22.1 18.5 21.0 24.6 16.9 28.5 60 20 
24.2 26.2 23.1 24.8 27.7 22.8 27.0 40 20 

21.3 24.0 19.4 22.0 27.2 18.5 26.0 40 20 
24.4 29.2 20.0 24.7 29.2 20.0 36.0 60 20 

20.7 23.1 16.0 21.0 25.2 16.0 31.0 40 20 
25.4 28.3 24.0 26.2 29.2 24.0 37.0 40 20 

14.2 18.2 11.1 14.8 18.8 9.5 20.0 40 。

21.5 24.3 20.6 21.8 24.3 20.0 30.8 40 20 
23.8 27.2 20.0 24.7 28.3 20.0 29.0 40 20 

23.2 26.2 20.9 23.8 27.7 20.9 32.0 40 20 
25.3 28.3 24.6 25.8 28.3 24.6 34.0 60 20 

21.8 24.0 19.4 22.4 25.2 18.5 27.0 40 20 
27.0 30.8 23.4 27.9 32.3 23.4 25.0 40 20 

17.4 19.7 15.4 17.5 19.7 15.4 20.5 40 20 

11.0 15.4 8.0 11.8 16.6 8.0 16.7 40 。

13.0 16.9 8.9 13.5 17.8 8.9 12.3 40 。

12.7 15.4 7.4 13.0 17.8 7.4 13.2 20 。

12.6 17.5 8.0 13.2 18.5 8.0 10.5 40 。

11.5 13.5 8.3 11.9 16.6 6.2 19.8 40 。

12.6 16.3 7.7 13.2 18.5 7.7 12.5 20 。

15.4 17.2 13.2 15.7 18.8 13.2 24.4 40 20 

21.0 24.9 16.9 21.8 28.6 16.9 20.8 40 。

25.5 28.9 23.1 26.7 30.8 23.1 23.0 60 。

24.2 26.2 21.5 24.9 28.0 21.5 31.7 80 。

27.3 32.0 21.8 28.4 32.0 21.8 28.0 60 。

20.9 24.3 18.8 23.8 30.8 18.8 20.4 100 。

26.1 34.0 24.6 26.2 34.0 24.6 28.0 60 20 

15.7 17.8 14.5 16.0 19.4 13.8 9.1 40 。
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試験片:日本農林規格(JAS) の B型試験片を作製し，試験合板 3 枚よりランダムに 40 片採取し.半

数は)1慎切込試験片.残り半数は逆切込試験片とした。

試験機: 500kg アムスラー型合板引張試験機を使用した。

l 類試験条件:煮沸繰返し試験 (4 時間煮沸一一一温度 60士 30C で 20 時間乾燥一一 4 時間煮沸一一一冷水

中に試験片がさめるまで浸演しぬれたままの状態で試験を行なう)。

2 類試験条件:温冷水浸演試験(試験片を 60 :t 30C の温水中に 3 時間浸潰し，その後冷水中にさめるま

で浸i賞ぬれたままの状態で試験を行なう〉。

4) 比較試験合板

さきに報告したサラワク産材久カンボジア産材久 北ボルネオ産材，)およびカリマンタン産材，)の単板

接着試験と同様に号本試験においてもレ y ド ラワン単板の接着力試験を行なってアピトン材単板の接着

力試験結果と比較した。レッド ラワンは多くの南洋材の中で，従来より量的に多く使用されており，ま

た樹種的にも良く知られているものであるために比較材料として選定したものである。

このレ y ド ラワンは， フィリピン・リヤンガ産の Sho向。 negl'osensis Foxw. である。試験に供し

た単板は当部加工研究室で切削した煮沸単板 (900C で 48 時間原木処理を行なった)であるつレッド ラ

ワン単板の接着は各類別のアピトン材単板の接着と同時に行なった。

2. 可溶分抽出試験

アピトン材は一般に樹脂分が多い樹種であり，そのため接着に影響があるとされていた。本試験におい

ては，単板接着力試験を行なった VA-2， VA-4 および VA-6 の 3 種類の煮沸処理を行なっていない

原木について句単板切削部分(心材部分 1 )のアルコーノレ・ベンゼン可溶分抽出率.熱水可溶分拍出率，

冷水可溶分抽出率および 1%水酸化ナトリウム可溶分抽出率を日本工業規格に準じて測定した。

なお， VA-4 の原木については単板切削部分に加えて.辺材部分と原木の中心に近い部分(心材部分

2) の 3 か所1)の抽出率を測定した。

1) 可溶分測定用試料の採取方法

各原木のîCiI溶分抽出試験に使用した試料は. JIS P 8001 (パルフ。材分析用試料の採取方法と調整方法〉

に準じて採取したっ

供試材からの試料採取方法はクルイン材単板の試験の場合と同一であり.前報告(ケ/ルレイン材単板の接

着性〕

2の) 可溶分抽出試験方法

(1 ) アルコーノレ・ベンゼン可溶分抽出試験

J1S P 8010 (パ/レブー材のアルコール・ベンゼン可溶分試験方法)に準じて行なった3

(2) 熱水可溶分抽出試験

]lS P 8005 (パルプ材の熱水可溶分試験方法)に準じて行なった。

(3) 冷水可溶分抽出試験

JIS P 8004 (パルプ。材の冷水可溶分試験方法)に準じて行なった。

(4) 1 %水酸化ナトリウム可溶分抽出試験

JIS P 8006 (パJレフ。材の 1%水酸化ナトリウム可溶分試験方法)に準じて行なったc

(5 ) 可洛分抽出試験は 3 回行ない，その平均を算出した。
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結果と考察

試験結果を Table 3, Fig. 1, 2, 3 および Table 4 に示した。

1. 単板接着力試験結果

1) 1 類接着力試験(フェノーノレ樹脂接着斉1])

フェノーノレ樹脂接着剤で接着したアピトン材単板試験合板の 1 類接着力試験結果(以下 1 類P とい

う)においては，さきに行なったク/レイン材単板接着力試験1)の場合と同様に満足すべき接着力が得られ

f二。

比較試験として使用したレッド ラワン材単板接着カ試験結果(以下，レ y ド ラワンという)に比較

して， 塗布量 20g/C30cm)2 (以下， 20g という)では VA-2 原木の生単板がレッド ラワンと同等の

接着力を示した以外は，すべてレッ ド ラワンよりよい接着力であった。

塗布量 30g/C30cm)2 (以下， 30g という)では，レッド ラワンにおいては 20g の場合より多少向上

しているが，アピトン材単板の場合には VA-2， VA-4 および VA-6 の生単板は非常にわずかであ

るが低下した。

全体としては 1 類P の場合には本試験の 3 本のアピトン材単板においては満足すべき接着力が得られ

fこ。

2) 1 類接着力試験(メラミン・ユリア共縮合樹脂接着剤〕

メラミン・ユリア共縮合樹脂接着剤で接着したアピトン材単板試験合板の 1 類接着カ試験結果(以下，

l 類Mという〕においては，先のクノレイン材単板接着カ試験よりは良い傾向であった。
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Fig. 1 アピトン材単板の 1 類接着力試験結果(フェノ -Jレ樹脂接着剤)

The result of bond strength of type I in Apitong veneer CPhenol resin). 
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Fig. 2 アピトン材単板の 1 類接着力試験結果(メラミン・ユリア共縮合樹脂接着剤)

The result of bond strength of type 1 in Apitong veneer 

(Melamin-urea co-condensation resin). 
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Fig.3 アピトン材単板の 2類接着力試験結果(ユリア樹脂接着剤)

The result of bond strength of type 11 in Apitong veneer (Urea resin). 
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20g および 30g において，本試験のレッド ラワンは良好な接着力とはいえないが，アピトン材はすべ

てレッド ラワンよりかなり高い接着力を示した3

全体的には，本試験の 3 本のアピトン原木の単板は良好な接着力であった。

3) 2 類接着力試験(ユリア樹脂接着剤〕

ユリア樹脂接着剤で接着したアピトン材単板試験合板の 2類接着カ試験結果(以下 2類という)にお

いては 1 類の場合とは異なった傾向を示し守 さきに行なったクルイン材単板接着力試験ρと同じ傾向を

示した。すなわち，レッド ラワンに比較して 20g の場合はすべて低下したが， 30g の場合にはレッド

ラワンより良い結果であった。

20g においては， VA-(jの生単板は日本農林規格 (]AS) の接着力判定基準(最低値 7kg/cm2) 以下

であり， VA-4 の生単板はこの基準にすれすれの値であった。またその他のアピトン各単板も基準より

わずかに良い程度の値であった。前報告川こおいてくわしく述べたが， 本試験の単板構成は1.0mm の等

厚 3 プライであり，実際に工場における単板構成よりかなり良い測定値を得るものと思われるので， 20g 

の塗布量では危険性があろう。

30g の場合においてはほとんど問題なく，各原木は良い接着力であった。

4) 原木処理の影響

3 本のアピトン原木についてそれぞれ生単板と煮沸単板の接着を行なったが，この両単板の間において

全体的に煮沸単板の方が生単板より接着力は向上した。

とくに 1 類P においては 30g の方が， 1 類Mにおいては 20g の方が，また 2類においては 30g の方が

生単板と煮沸単板の差異が大きい傾向であった。さきに行なったカリマンタン産クルイン材単板およびカ

ンボジア産チュテール材鞠反(ともにアピトンと同じ Diþterocarþus 属)においても煮沸単板の方が接着

力は高い結果を示した。このような結果から考察して D砂terocaψus 属の木材の単板では煮沸単板の方が

接着力は向上するものと恩われる。よって，この属の木材で合板を製造する場合には原木処理について十

分考慮する必要があろう。

5) 塗布量の影響

本試験においては塗布量が少ない方として 20g ， 多い方として 30g の塗布を行なった。この 2種類の

塗布量の聞においては，本アピトンにおいて 2類については顕著な差異が見られたが， 1 類においては大

きな差具は見られなかった。とくに 1 類P の生単板においては 30g の方が多少接着カが低下する傾向が

見られた。しかしラ全体的には塗布量の多い場合が良い傾向であった。 2類においては本試験の結果から

見て塗布量を多くすることが必要である。

6) 原木聞の差異

VA-2 , VA-4 および VA-(jの 3 本の原木の間においては，本試験の範囲では顕著な差異は見られ

なかった。

2. 可溶分抽出試験研究結果

Table 4 から， VA-2 , VA-4 および VA-(jの 3 本の原木の単板切削部分において，アルコーJレ・

ベンゼン抽出率および冷水抽出率では多少の差異はあるがとくに傾向は見られなかった。熱水抽出率はV

A-2 が少なし VA-4 および VA-(jが多く， 1 %水酸化ナトリウム抽出率では， VA-(jが VA-2

および VA-4 より多い傾向を示した。しかし本試験のアピトン材は各抽出率ともレッド ラワン材に比



-196- 林業試験場研究報告第 208 号

Table 4. アピトン材の可溶分抽出率

The soluble content of Apitong woods 

| 可溶分抽出率
原木記号| 試料採取部分 I Soluble ∞ntent (%) 

Mark of logl Portion of sampling in log I アルコール|熱 水|冷 水|よ%水苧ヒ
| ・ベンゼン I T ~"， /J' I 戸川 l ナ !リ
|Alcohoi b~~zenel Hot-water 1 し old-water 11' %'-ﾑa"oiI 

VA-2 I 単板切削部分(心材部分 1) I 2.19 I 1.88 I 0.89 I 17.59 IHeart wood 1 I I ! • vv I v. V :7 .Lハ山

単板切削部分(心材部分 1) I ~ .., n 巧叩 | ハ~， I 唱守 h
Heart wood 1 I ~.uu u ・L..U I V ・ 71 I J. l ・ u ，

-4lZpwZd 部分 I 1. 74 I 2.67 I 1 ぉ I 17 お
ZeiI 足。?川部分2) I 2.02 I 1 川 l ぬ←戸7… |吉野知l(同部分け I 2 幻 I 3.11 I 0.71 I 19.90 

Red lauan I 関税21側部分け I 2.59 I 3.33 I 1.03 I 

較して大差ない抽出量が示された。

一般に，アピトン材は樹脂分が多い木材の 1 種とされているが，本試験の単板接着力試験に使用した範

囲内の試料では上記の結果を得た。しかし実際には，樹脂分を含む抽出物の多いアピトン材が多く存在す

るので今アピトン材の接着に際しては抽出物との関係、に十分注意する必要があろう。

結論

フィリピン産の 3 本のアピトン材原木 (VA-2， VA-4 および VAーのから.実験室的にロータリ

一切削した単板で，水溶性フェノーノレ樹脂接着剤 (1 類 P)，メラミン・ユリア共縮合樹脂接着剤 (1 類

M) およびユリア樹脂接着剤( 2 類)を用いて， 1 類 (2 種)と 2 類の試験合板をつくり単板接着性を検

言守した。また 3 本の無処理原木の単板を切削した部分と同じ部位からとった試料で， ]IS の試験方法に準

じてアノレコール・ベンゼン可溶分抽出率，熱水可溶分拍出率，冷水可溶分抽出率および 1%水酸化ナトリ

ウム可溶分抽出率を測定した。

1) 単板接着力試験結果を Table 3, Fig. 1, Fig. 2 および Fig. 3 に， また可溶分抽出率測定結果

を Table 4 に示した。

2) VA-2 , VA-4 および VA-6 の各アピトン原木の間では単板接着力にほとんど差異が見られな

かった。

3) 1 類Pでは，前に行なったカリマンタン産クノレイン材単板と同様に非常に良好な接着力であった。

4) 1 類Mでは，ク Jレイン材単板より良い接着カであり， とくに 20g 塗布においてもかなり良好な接

着力を示した。

5) 2 類においては，塗布量は 30g 以上で接着した方が安全であると考察できる結果が生じた。

6) 塗布量は 20g と 30g で試験を行なったが， 1 類においては大きな差が生じなかった。 2類におい

ては 20g 塗布では非常に低い接着力を示した。
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7) 前に行なった DiρterocaゆltS 属の単板と同様に，煮沸単板の方が向上したっ これらの結果から見

てヲこの属の木材は原木処理をした方が効果があるものと恩われる。

8) 抽出率測定結果と単板接着力試験結果の聞においては特定の傾向は見られなかった。また本試験の

アピトン原木の各抽出率は，レッド ラワンと大差なし今まで試験を行なった南洋材の大部分の樹種に

比較して割合少ない結果であった。

交献

1) 木材部:南洋材の性質 7 ，カリマンタン産クノレイン材単板の接着性，林試研報， 206, pp. 93 -108, 

(1967) 

2) 一一一:南洋材の性質ムサラワク産メランチ類木材の合板の接着カ.林試研報， 190, pp. 178-

180 (1966) 

3) 一一一:南洋材の性質 3 ，カンボジア産材 8 樹種の単板の接着性，林試研報， 194, pp. 65-85, 

(1966) 

4) 一一一:南洋材の性質 4 ，北ボルネオ産カプーノレ材単板の接着性，林試研報， 197, pp. 121-132, 

(1967) 

XI. Adhesion Faculty in Veneers of Apitong 

W oods grown in the Philippines 

Masashi YAGISHITA , Michitoshi SAGA and Hitoshi KARASAWA 

(R品sumめ

This examination was conducted to estimate the bond strength of plywood produced by rotary 

veneers of 3 kincls (VA-2 , VA-4 and VA-6) of Apitong woods grown in the Philippines. 

1. Quality of veneers 

The thickness of veneer was 1.0mm in all veneers. From the 3 kinds of log VA-2 , VA-

4:ancl VA-6 , both non-treated veneers and cooked veneers (cut off after cooking at 900C for 

48 hr) were preparecl. 

2. Adhesives , glue spreading and pressing 

The kincl of aclhesives , mixing ratio of glues ancl pressing conditions are shown in Table 1 

ancl Table 2. 

The quantities of glue spread were 20 g/(30cm)2 ancl 30g/(30cm)2. 

3. Test specimens. 

The types of plywoocl usecl in this examination were 2 kincls of type 1 (Phenol resin glue 

ancl Melamin-urea co-condensation resin glue) and type II (Urea resin glue). The construction 

ancl size of plywoocl were 3 ply and 30cmX30cm. 

4. Bond strength test 

The bond strength was measurecl by the cyclic boil test method (for type 1) , ancl the hot 

ancl colcl soaking test methocl (for type II) of JAS. 

5. Red lauan plywoocl 

Red lauan (Shorea ηegrosensis Foxw.) was usecl as standard test specimens. The Recl lauan 

was proclucecl in the same way as the Apitong plywoocl. 

6. Measurement of soluble contents in Apitong wood. 

Alcohol-benzene soluble content , hot water soluble content ‘ cold water soluble content ancl 
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1% NaOH soluble content in logs were measured in accordance with ]IS , for estimating the 

relation to bond strength. 

7. Result and observation 

The results of bond strength tests are shown in Table 3 , Fig. 1 , Fig. 2 and Fig. 3. The 

results of measurement of soluble content are shown in Table 4. 

The boncl strength of type 1 plywoocl gluecl with phenol resin and melamin-urea co-conｭ

clensation resin showed successful results at both the glue spread 20 g/(30cm)2 and 30g/(30cm)2. 

The boncl strength in type II plywood showed low values at the glue spread 20g/(30cm)2 , 
but the bond strength in the plywoods of gllle spread 30g/(30cm)2 was superior.lo that of the 

gllle spread 20g/(30cm)2. 

1n the bond strength of all Apitong plywoods exceptir.g the type II plywood with glue 

spreacl 20g/(30cm)2 , the valuEs were eqllal or better Ihan that of the Recl lallan plywood used 

as a control. 

Among the three Apitong logs , no difference of bond strength could be discerned. 

In this examination it was recognized that the bond strength of cookecl veneer was higher 

than that of non-treatecl veneer in the bond strength test of type 1 ancl type II. 

The relation between the boncl strength ancl the soluble contents was not concludecl during 

this examination. 

XII.カリマンタン産クルイン材およびフィリピン産

アピトン材の耐朽性試験

まえがき

松岡昭四郎川

庄司要作(2)

本試験は，木材部における，南洋材の利用開発に関する共同研究の一分担としておこなったもので.そ

の結果をとりまとめて報告する。

実験方法

供試材

供試材は Table 1 に示す原木番号，および板番号のものを使用した。カリマンタン産のクルインの心

材は，放射方向における心材部の中央から採取し，フィリピン産アトピンは，ほぼ柾目木取りの板を用い

たので，心材部分については，樹心から辺材との境界までを 3 つの部分に分けて，辺材部に近い外層部分

(位置番号 H山その内側の中央部分(位置番号 H2). 樹心に近い部分(位置番号 H3) の 3 か所から

試片を採取し実験に供した。

試験方法

試験方法は， J1S Z 2119-1958 r木材の耐朽性試験方法J にしたがったが，その細部については既報の

(1) (2) 木材部材質改良科防腐研究室
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Table 1. 供試樹種と原木丸太番号および板番号

Species 司 logs and lumbers used in this test 

樹種名
Species 

ク ノレ イ ン

Keruing 
(Diþterocar.ρu-s spp.) 

ア ヒ。 ト ン

Apitong 

(Diþterocar.ρus 
grandiflorus) 

樹種記号|丸太番号
Mark of species I No. of logs 

l 

百A
2 

3 

4 

l 

3 

5 

V A  7 

8 

9 

10 

板番号
No. of lumbers 

03. 17, 18, 19, 21 

01 , 13, 17, 18, 19. 21 

01 , 06 , 15 , 16, 17 , 18. 19 

01 , 04 , 16. 17 , 18, 19 

06 

24 

18 

08 

11 

14 

08 

注:クルイン材の板番号は林試報告 206. 南洋材の性質 7 ，緒言の Fig.2-5 参照。

アピトン材は冒頭緒言の Fig. 1-7 参照。

カプール材の報告3)にのべたとおりである。 ただし，供試菌についてはカプール材， カンボジア産材.)の

報告でのぺたように.南洋材の場合，白色朽菌に対する耐朽性がノl、さいように思われるので，そのなかで

とくに腐朽力の強いと思われる日ヒイロタケを， 腐朽カの弱いウスパタケにかえて使用することにした。

しかし，この菌の培養方法ーその他で若干検討を要することがあったため，クノレイン材についてはオオウ

ズラタケラカワラタケの 2 種についてのみ実験をおこない，アピトン材について前 2種のほかに‘本場保

護部菌類研究室より供与を受けた， ヒイロタケ Pycno.ρorus coccineus (FR.) KAR訂. (P. lh) の 3 穏に

ついて実験をおこなった。

試験結果および考察

1. カリマンタン産クルイン

クルイン材の腐朽試験の結果は句 Table 2 のとおりである。

供試菌の試験体表面における繁殖は.オオウズラタケがカワラタケに比較して，わずかに早い程度で，

10 目前後で試験体の全而が菌糸でおおわれた。

Table 2 からわかるように，オオウズラタケによる場合は今回もきわめて腐朽の程度がわずかで 1-

2%の重量減少率にとどまった。 しかし IVAー2-13. および IVA-4ー16 の板よりえた心材の試験体

のみの腐朽がはげしし他のものに比較してきわめて特異な結果を示したが，採材位置，気乾容積重，そ

の他から考えても.その原因は明らかでない。カワラタケにおいては辺心材ともかなりの腐朽がみられ，

Table 4 のように辺材で 12% 前後，心材で約 7%の腐朽による平均重量減少率がえられた。これらの結

果からみて，耐朽性の高い樹種とは思われない。水本町土ヒイロタケを含む 5 種の腐朽菌で実験をおこな

い，耐朽性を 5 段階に区分したなかでm クルインは耐朽性小の方から 2 番目の区分にはいることを報告し

ている。また，文献からえた野外試験の耐朽年限をしるすと， イギリス本国でおこなった場合同.辺材で

約 7 年，心材で約 10 年であり. マレ一半島ではベ 心材で 2 年程度で. きわめて腐朽しやすいとの報告
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Table 2. カリマンタン産ク/レインの腐朽による重量減少率

Percentage of weight loss by decay on the Keruing wood grown in Kalimantan 

気乾容積重 重量減範l .re少o率囲f !補正重量減少率 平均値
供試菌 試。料f 番号 辺心材 eAcipfpic arent Average specitlc gravJty Test fungi No. of lumbers Sap-or 

in air dry O昨I rceg ntageopf ercet ntal ge OPI Ercentage 
heartwood wt. loss 

g/cm3 
wt.、loss I OI WI. lOSS 

オオウズラ IV A-1 -03 S 0.78 1.2- 1.4 。

タケ 17 S 0.81 0.8-1.5 。

Tyromyces 18 S 0.80 0.6- 1.4 。

þalustγis 19 S 0.81 2.7-3.2 0.9 
21 S 0.80 1.4-2.0 。 0.2 

IV A-1-03 H 0.85 0.8-1.8 。

17 H 0.95 0.3-0.4 。

18 H 0.87 1.0- 1.5 。

19 H 0.92 0.1-0.2 。

21 H 0.86 0.2-0.6 。 。

IVA-2 ー01 S 0.77 0.9-2.9 。

13 S 0.76 2.7-3.4 2.0 
17 S 0.71 1.9-3.6 1.3 
18 S 0.74 1.1- 1.8 0.3 
19 S 0.72 2.5-4.0 1.9 
21 S 0.72 +1.0-3.8 0.2 1.0 

IVA-2 ー01 H 0.70 0.9- 1.8 0.4 
13 H 0.78 3.4-11.6 7.9 
17 H 0.70 0.7-2.0 。

18 H 0.72 1.4-2.7 2.1 
19 H 0.73 +1.2-5.7 1.5 
21 H 0.79 1.5-3.0 0.9 2.1 

百A-3-01 S 0.71 1.3-3.9 1.1 
06 S 0.78 1.2-2.0 0.5 
15 S 0.70 1.2-3.7 0.8 
16 S 0.71 1. 6- し 9 0.2 
17 S 0.68 1.0- 1.8 。

18 S 0.69 1.0-2.9 0.4 
19 S 0.68 0.8- 1.9 。 0.4 

IVA-3-01 H 0.75 0.3- 1.1 0.1 
06 H 0.74 2.5-5.3 3.2 
15 H 0.79 0.6-3.9 0.9 
16 H 0.76 1.7-2.2 1.3 
17 H 0.76 1.0- 1.5 0.4 
18 H 0.74 0.7-0.9 。

19 H 0.74 1.3-5.0 2.7 1.2 

IVA-4 ー01 S 0.63 1.4-3.0 1.3 
04 S 0.65 1.4-2.6 0.7 
16 S 0.64 1.1-2.9 0.7 
17 S 0.66 1.3-3.5 1.1 
18 S 0.66 0.5- 1.1 。

19 S 0.61 o -0.6 。 0.6 

町A-4 ー01 H 0.71 3.0-5.7 3.8 
04 H 0.73 1.8-6.4 3.3 
16 H 0.76 15.8-19.6 16.8 
17 H 0.72 2.9-8.7 3.7 
18 H 0.72 0.2-1.2 0.1 
19 H 0.78 1.1-3.1 1.2 4.8 

ブナ辺材
Sapwood of S 0.67 26.4-35.3 31.0 31.0 

beech 

ー、
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Table 2. (つづき) (Continue�) 

気乾容積重 重の量減範少率囲 補正重量減少率 平均値
供試菌 試。料f 番号 辺心材 Corrected Average 
Test fungi No. of lumbers Sap-or 

speiAn cipfaipic ar gredrnarvv t ity Range of 
opf ercentage OpeI rcentage 

heartwood r ory opf ercentage wt. loss wt. loss 
g/cm3 wt. loss 

カワラタケ IVA-I-03 S 0.78 8.1-10.6 7.2 

Corio/us 17 S 0.81 7.2-8.8 6.0 

versicolor 18 S 0.80 7.5-9.4 6.9 
19 S 0.81 8.7-9.7 7.0 
21 S 0.80 8.5-9.3 6.4 6.7 

IV A-I-03 H 0.85 5.1-6.1 4.1 
17 H 0.95 5.9-6.5 5.1 
18 H 0.87 5.3-6.2 4.5 
19 H 0.92 5.5-6.1 7.9 
21 H 0.86 4.7-5.5 3.7 5.1 

IV A-2 -01 S 0.77 14.2-18.9 13.7 
13 S 0.76 11.7-14.0 12.3 
17 S 0.71 8.6-15.9 11.3 
18 S 0.74 9.4-15.8 12.6 
19 S 0.72 13.4-14.9 13.0 
21 S 0.72 12.0-15.4 12.8 12.6 

IVA-2 ー01 H 0.70 6.0-8.2 6.0 
13 H 0.78 8.2-9.0 7.7 
17 H 0.70 7.8-13.5 9.5 
18 H 0.72 7.2-8.0 7.6 
19 H 0.73 7.1-7.8 7.0 
21 H 0.79 5.8-8.5 6.0 7.3 

IVA-3-01 S 0.71 13.8-16.8 14.3 
06 S 0.78 11.4-14.2 11.6 
15 S 0.70 15.5-16.8 15.0 
16 S 0.71 11.5-13.8 11.3 
17 S 0.68 12.0-13.8 11.4 
18 S 0.69 10.1-15.9 12.3 
19 S 0.68 11.1-14.4 10.6 12.4 

IVA-3-01 H 0.75 8.0-10.1 7.7 
06 H 0.74 8.1-10.2 8.7 
15 H 0.79 8.0-9.1 7.9 
16 H 0.76 7.6-8.4 7.4 
17 H 0.76 6.8-9.2 7.2 
18 H 0.74 7.0-9.5 7.0 
19 H 0.74 7.0-9.2 7.4 7.6 

IVA-4ー01 S 0.63 14.1-15.5 13.9 
04 S 0.65 14.2-16.0 13.9 
16 S 0.64 14.8-17.3 14.9 
17 S 0.66 14.1-17.0 14.8 
18 S 0.66 12.6-14.4 12.6 
19 S 0.61 16.4-18.6 16.7 14.5 

IV A-4-01 H 0.71 9.0-9.7 8.6 
04 H 0.73 7.9-9.2 8.3 
16 H 0.76 10.9-11. 9 10.9 
17 H 0.72 10.3-12.0 10.1 
18 H 0.72 8.7-10.5 8.9 
19 H 0.78 7.9-9.4 8.2 9.2 

ブナ辺材
Sapbweoe od of S 0.67 21.0-32.3 27.0 27.0 

ech 
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Table 3. フィリピン産アピトンの腐朽による重量減少率

Percentage of weight lbss by decay on the Apitong wood grown in Philippine 

気乾容積重 重の量減範少率囲 補正重量減少率 平均値
供試菌 No試. 0料f 番lum号bers 辺心材 Apfipc arent Corrected Average 
Test fungi Sap-or specl gd ravlty Range of 

opf ercentage opf ercentage 
heartwood 

lil alr ary opf ercentage wt. loss wt. loss 
g/cm3 wt. loss 

オオウズラ VA-1-06 S 0.55 3.7~ 5.7 2.9 
タケ 3-24 S 0.65 o ~ 0.9 1.2 

Tyromyces 5-18 S 0.70 4.8~13.5 8.0 
7-08 S 0.60 3.4~ 5.2 3.9 Jうαlusfris
8-11 S 0.62 2.3~ 7.8 5.0 
9-14 S 0.68 3.0~ 7.0 4.9 
10-08 S 0.67 0.6~ 4.0 2.6 4.1 

VA- 1ー06 Hl* 0.54 o ~ 1.0 0.3 
3-24 H , 0.70 1. 9~ 3.5 3.5 
5-18 H , 0.71 0.5~ 1.9 2.1 
7-08 Hl 0.67 0.7~ 3.2 2.8 
8-11 Hl 0.63 7.1~12.1 10.4 
9-14 H1 0.62 5.7~ 9.0 7.7 
10ー08 H1 0.72 1. 3~ 2.5 2.7 4.2 

VA- 1ー06 H2* 0.68 0.3~ し 9 1.4 
3-24 日2 0.70 2.2~ 6.3 4.4 
5-18 H2 0.73 2.3~ 5.1 4.4 
7-08 H2 0.68 o ~ 3.0 2.3 
8-11 H2 0.68 15.5~20.6 18.6 
9-14 日2 0.72 12.6~18.0 15.1 
10-08 H2 0.69 6.5~ 9.6 8.8 7.9 

VA- 1 ー06 H3* 0.68 2.7~ 6.6 5.5 
3-24 H3 0.69 o ~ 9.1 7.5 
5-18 H. 0.70 2.9~ 5.6 4.8 
7-08 H3 0.71 1.0~ 6.3 3.7 
8-11 H3 0.74 3.9~17.8 11.9 
9-14 H3 0.76 19.9~27.3 21.5 
10-08 H3 0.67 13.0~17.4 15.7 10.1 

プナ辺材
Sapwood of S 0.65 28.4~35.4 34.0 34.0 

beech 

カワラタケ VA- 1ー06 S 0.56 14.6~19.2 15.2 

Coγ'Ïolus 3-24 S 0.65 11.5~ 13.4 13.3 

versicoloγ 5-18 S 0.72 13.8~16.6 14.6 
7-08 S 0.62 15.7~17.8 17.1 
8-11 S 0.64 12.7~15.9 13.8 
9-14 S 0.64 1O .5~19.2 13.7 
10ー08 S 0.66 12.5~14. 。 13.8 14.5 

VA-1-06 Hl 0.56 4.1~ 6.5 5.5 
3-24 Hl 0.73 6.3~ 7.8 7.8 
5-18 Hl 0.71 2.7~ 5.9 5.0 
7-08 Hl 0.68 5.8~ 8.2 7.6 
8-11 H1 0.67 7.7~ 9.7 9.0 
9-14 Hl 0.62 8.2~10.6 10.0 
10-08 Hl 0.70 6.6~ 9.0 8.3 7.6 

VA- 1 ー06 H2 0.63 6.6~ 7.9 7.7 
3-24 H2 0.71 8.2~10.4 9.3 
5-18 H2 0.71 4.8~ 5.1 5.9 
7-08 H2 0.70 5.4~ 7.5 7.3 
8-11 H2 0.70 7.4~1 1. 0 9.6 
9-14 H2 0.72 7 .8~ 9.6 9.2 
10ー08 H2 0.69 8.8~ 1O .6 10.7 8.5 
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Table 3. (つづき) (Continued) 

気乾容積重 重のR量an減範ge少o率囲f 
補正重量減少率

供試菌 試。料f 番号 辺心材 eAcipt1pC arent Corrected 
Test fungi No. of lumbers Sap-or sp gdrarVv 1ty opf ercentage 

heartwood III air ary opf ercentage wt. loss 
g/cm3 wt. loss 

VA- 1 ー06 H3 0.69 6.6-10.6 8.4 
3-24 H3 0.72 4.4-12.2 8.8 
5-18 H3 0.66 7.8-13.1 11.0 
7-08 H3 0.72 7.0-12.9 10.9 
8-11 H3 0.75 2.8-4.9 3.1 
9-14 H3 0.78 7.8-10.4 7.0 
10ー08 H3 0.68 9.6-12.4 11.6 

ブナ辺材
Sapwood of S 0.64 20.2-29.6 26.2 

beech 

ヒイロタケ VA- 1 ー06 S 0.56 17.3-19.8 16.1 

Pycnoporus 3-24 S 0.68 14.0-15.2 15.3 
5-18 S 0.71 11.3-14.3 12.3 cocctneus 
7-08 S 0.62 4.7-19.2 15.6 
8-11 S 0.63 14.5-17.6 16.5 
9-14 S 0.63 2.6-16.5 11.5 
10-08 S 0.67 2.2-13.1 13.3 

VA- 1 ー06 Hl 0.57 5.0-6.4 5.9 
3-24 Hl 0.74 5.5-7.6 7.3 
5-18 Hl 0.73 4.3-7.2 6.3 
7-08 Hl 0.69 3.4-7.9 6.2 
8-11 Hl 0.65 2.5-7.8 5.9 
9-14 Hl 0.62 4.7-7.9 7.5 
10-08 Hl 0.70 5.6-7.6 7.2 

VA- 1 ー06 H2 0.66 6.0-7.3 6.9 
3-24 H2 0.71 8.1-10.3 11. 1 
5-18 H2 0.73 2.1-8.9 8.3 
7-08 H2 0.72 5.9-9.0 8.5 
8-11 H2 0.70 2.6-11.0 8.8 
9-14 日2 0.71 5.7-15.9 8.5 
10ー08 H2 0.70 7.5-8.8 8.9 

VA-1-06 H3 0.69 5.3-9.9 8.2 
3-24 H3 0.67 2.3-6.9 4.6 
5-18 H3 0.68 9.0-10.1 10.6 
7-08 H3 0.74 5.6-8.4 8.1 
8-11 H3 0.75 5.0-6.7 5.0 
9-14 H. 0.77 2.7-7.5 3.7 
10-08 H3 0.68 1.5-12.2 12.0 

ブナ辺材
Sapwoocl of S 0.66 34.6-39.1 37.7 

beech 

* Hl: 辺材部に近い部分と心材
Heartwood near the boundary between sapwood and heartwood. 

H2: Hl と H3 の聞の心材 Heartwood between the Hl and the H3. 

H3 :樹心に近い部分のJL'、材 Heartwood near the center of the log. 

がある。

-203-

平均値
Average 

opf ercentage 
wt. loss 

8.7 

26.2 

14.4 

6.6 

8.7 

7.5 

37.7 

供試丸太は 4 本であるが，そのうち IV A-2 と町A-3 は同じような結果を示した。それに比較して，

IVA-1 はやや腐朽しがたく. IV A-4 はやや腐朽しやすい結果をえた。しかし，いずれにしても，その

差はわずかである。また.各丸太とも各板はそろった重量減少率を示した。ただし.これらの板はすべて
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樹 種
Species 

ク lレイ ン

Keruing 

アピ ト ン

Apitong 

Table 4. クルインとアピトンの辺材および心材の平均重量減少率

Average percentage of weight loss by c1ecay on sapwoocl 

and heartwood of Keruing and Apitong 

辺 dじ 材 オオウズラタケ カワラタケ
Sap-or heartwoocl T. �alustris C. veγsicoloγ 

辺材 Sapwoocl 0.6 11.6 

心材 Heartwoocl 2.0 7.3 

辺材 Sapwood 4.1 14.5 

心材 Heartwood 7.4 8.3 

ヒイロタケ
P. cocci托eus

14.4 

7.6 

辺材を含めた板として採取したため，心材の放射方向における位置は，心材半径の半分より辺材に近い部

分である。

2. フィリピン産アピトン

アピトンの試験結果は， Table 3 のとおりである。供試菌の試験体表面における繁殖は，クノレインの場

合とほとんど同じであった。

Table 3 からわかるように， カワラタケとヒイロタケによる重量減少率は， ほぼ同じような結果を示

し，辺材で 14% 前後，心材で 7-8%で，クルインの結果と似ている。オオウズラタケによる場合は，辺

材で約4%で，他の 2 菌に比較してきわめて低い値を示し，心材は各位置平均で約 7%で (Table 4)，辺

材より高い値を示した。これらの結果からクルインと同様に，耐朽性のある樹種とは恩われない。 C.V.

ARENAS') は Broacl-winged apitong (Diþterocaゆus sρeciosus) について，実験室的に数種の腐朽菌を

用い耐朽性を調査し，中程度の耐朽性のものであることを報告しており，本実験とほぼ一致する。

ヒイロタケは，今回ウスパタケにかえて使用したが予期したようにかなり強い腐朽カを示し，供試菌と

して今後も使用しうる見とおしがついた。オオウズラタケについては，クルインの 2 ， 3 の板にみられた

のと同じように，心材において丸太聞に非常にバラツキの多い結果を示したが，表の重量減少率の範聞か

らみられるように，対照材(ブナ辺材)および同一板からとった試験体問の重量減少率は，比較的そろっ

ている。最もパラツキの多い VA-9-14 の H3 の位置でも，標準偏差で 2.72% 程度であって，菌の活

力は比較的均一であったと考えられるので，これ以外の原因と恩われるが，樹脂の多少，気乾容積重，あ

るいは供試材の部位等からみても，その関連がみられず，その原因は明らかでない。

心材の各部位 (H" H2' H3) による比較は，オオウズラタケにおいては，上述のように丸太間の差異

が大きいためはっきりしないが，カワラタケラヒイロタケにおいては，ほとんど同じような値を示し本

実験では差は見いだせなかった。

各丸太については， VA-l の丸太の辺材，および辺材に近い心材部分(位置番号 s. Hl) が， 他に

比較してきわめて低い気乾容積重を示したが，腐朽試験の面では他の丸太と比べて特異な結果を示さず，

容積重と耐朽性との関係はみられない。 VA-7， VA-9 の丸太は，♂比較的樹脂が多いと思われたが，

耐朽性については，他の丸太との差はみとめられない。結局，各丸太とも耐朽性の面からは差はみられ

ず， 7 本とも同じような結果を示した。
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ま と め

カリマンタン産クノレイン材.フィリピン産アピトン材の耐桁性試験を， ]IS Z 2119-1958 にしたがい

調査した。その結果はつぎのとおりである。

L クノレインおよびアピトン両樹種とも，心材で中程度の耐朽性をもっ樹種と思われる。

2. 供試菌のうち，カワラタケとヒイロタケによる試験結果は，比較的ノfラツキの少ない結果をえた

が，オオウズラタケの場合，両樹種とも不規則なf直を示した。

3. 各丸太の耐朽性は，クルインの場合， IV A-2 と IVA-3 は同じような結果を示したが， それに

比較して， IV A-1 はやや耐朽性があり. IV A-4 はやや耐朽性が小さいc アピトンについては，丸太聞

の差はみられなかった。

4. アピトンの場合，心材について放射方向における位置を 3 か所に分けて試験したが.それぞれにつ

いて差は見いだせなかった。
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XIl. Relative Decay Durability of Keruing Woods grown in KaIimantan 

and Apitong Woods grown in the Philippines 

Sh�hir� MATSUOKA and Y�aku SHﾔJI 

(R毛sum品〕

This experiment was carried out to determine the decay durability of Keruing grown in 

Kalimantan and Apitong grown in the Philippines against some common wood-decaying fungi 

by the sawdust-block method (JIS Z 2119-1958) under the controled laboratory condition. 

The results obtained by this test were as follows : 

1. Both species of Keruing and Apitong showed moderate resistance to decay in the heartwood. 

2. Comparing the weight loss of each fungi. on Coriolus versicolor (L. ex FR.) QUﾉL. and 

Pycnゆorus coccin目~s (FR.) KARST., comparatively uniform percentages of weight loss were revealed. 

but on Tyromyces palustris (BERK. et CURT.) MURR. , irregular percentages of weight loss were 
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detected. 

3. A slight difference in durability was recognized among the Kerlling logs. bllt none was 

seen among the Apitong logs. 

4. The difference in the durability among each part (HJ, H2 , and H3) on cross section of 
heartwood of the Apitong was recognized 10 a slight extent. 

正 誤

パノレフ。研究室

繊維板研究室

表

南洋材の性質 9 南洋材数種(フタパガキ科)のパ1レ化フ。およびファイパーボード製造試験

(林業試験場研究報告第 207 号， 1967 年 11 月)

ページ 行または表 誤 正

166 19 行目 |細胞時さは 4.4-8.4μ i 細胞壁の厚ðfj: 5 ト 13.5μ

167 Table 2 

細胞膜壁厚 8.4 9.1 

4.4 13.5 

5.5 11.6 

7.8 10.8 

167 2 行自 |膜壁の厚い樹種は， 膜壁の厚い樹種は，

カプ-/1/， アピトン， カプ-1レラ クノレイン.アピトン.




